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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　駅の改札の手前で、ふと顔をあげる。

　視界に飛び込んでくるのは、人待ち顔で佇たたずむ人の群。

　安あん藤どう俊しゆんは、大切な『誰だれか』を捜さがして飛び交う視線の中を、俯うつむきかげんに通り抜ぬけた。

　少し前までは、俊も彼らと同じようにたった一人の大切な『誰か』を捜し、人の群の中に視線をさまよわせていた。だが、今はもうその必要はない。

　以前、俊には大学生になると同時につき合い始めた彼女がいた。

　大学の四年間、友人達からあきれられるほど、いつも彼女と行動を共にしていた。この先もずっと共に生きていくんだろうと信じて疑わなかった。それなのに、社会人になって違ちがう職場を選び二月も経たたないうちに、彼女は職場の同どう僚りようへと心変わりしてしまった。

　最近彼女から連れん絡らくがこないと心配していた俊は、彼女の親友の電話でその事実を知らされたのだ。

「責めないでよね。あの子、寂さびしかったって言ってるし……。あんた仕事に夢中で、前みたいにかまってやんなかったでしょう？　そんなとき優しくされてさ、クラッときちゃったのよ。あんたにも非はあるんだからさ、男らしくきっぱり諦あきらめて、忘れてやってよ」

　自分の役目は終わったとばかりに、なんの余よ韻いんもなく切れた電話。

　いきなりの破局に、俊は受話器を握にぎりしめたまま呆ぼう然ぜんと立ちつくした。事情を飲み込んだときには、怒いかりのあまり、思わず壁かべに受話器を叩たたきつけていた。

　なんて勝手な言いぐさだろう。寂しいなんて彼女は一言も言わなかったのだ。言ってくれればどんなに忙いそがしくても彼女に会いに行ったのに、共に生きるための努力を惜おしまなかったのに……。

　一週間前に会ったとき、彼女は普ふ段だんと同じようにくったくなく笑っていた。それなのに何な故ぜこんなに簡単に心変わりできるのだろう。

　俊にはどうしても理解できなかった。

　楽しかった四年間の思い出が、根底から崩くずれていく。全身に悪寒が走り、失望と怒りから、吐はき気けすら覚おぼえた。

　少し落ち着きを取り戻もどした今、俊は思う。

──彼女にとって必要な『誰か』は、いつも一いつ緒しよにいてくれる奴やつ。おれでなくてもよかったんだ。

　怒りはもう感じない。

　ただ、一人になった自分が惨みじめで、少しさみしいだけ……。







　駅から出ると、街は夕焼け色に染まっていた。

　オレンジのフィルターがかかった街は妙みように現実離ばなれしていて、まるでスクリーンの一場面を見ているような気分にさせられる。

　急ぎ足で行き交う人の群は、観客である俊を無視して通り過ぎていく。

　その表情は濃こい影かげで見えないが、きっとこれから会うだろう『誰か』を思い、穏おだやかに微ほほ笑えんでいるんだろう。

　ふと、そんなことを考えてしまうのは、やっぱりひがみなんだろうか？

　情けないとは思うが、拭ぬぐいきれない寂しさと疎そ外がい感は自分でもどうしようもない。

　待っていてくれる『誰か』を持たない寂しさが、胸の奥おくでしこりになっているみたいだ。

　週末の夜なのに、このまま一人暮らしのアパートに帰るなんてわびしすぎる。

　そう思った俊は、歩きながらネクタイと眼鏡めがねを外し鞄かばんに押おし込んだ。

　輪りん郭かくが薄うすらいで現実味をなくした街をぼんやり眺ながめ、ムースで固めた髪かみを手て櫛ぐしでほぐしながら、最近足が遠のいていた路地へと足を向けた。







　翌朝。窓を打つ雨音に起こされた俊は、二に度ど寝ねすべく頭まで引き上げた見慣れぬ青い毛布と、指先まである大きめのパジャマを見て、一気に正気に戻った。

　ガバッと起き上がった途と端たんにこみ上げる吐き気と目め眩まい。典型的な二ふつ日か酔よいのパターンだ。

「サイアク」

　夕べかなり騒さわいだのだろうか。呟つぶやいた声は、自分の声とは思えぬほどにかすれていた。

「ここ、……どこだ」

　キングサイズのベッドと観葉植物の鉢はちが二つ。壁かべ一面を使った広いクローゼット、壁に斜ななめに立てかけてある洒しや落れたエッチングのイラスト。そこは寝しん室しつとしてだけ機能している贅ぜい沢たくな空間だった。

　ワンルームの部へ屋やで暮らしている俊とはあきらかに生活レベルが違う。知り合いの中にこういう部屋で暮らしている奴もいない。と、なれば、結論は一つ。

「……もしかしなくても、またやっちまったのか？」

　以前から、俊には泥でい酔すいすると記き憶おくが無くなる悪あく癖へきがあった。

　友達の話だと、泥酔した俊はやたらと陽気になり、その場に居合わせただけの他人に絡からむことがあるのだそうだ。それだけならまだ良い。ごく希まれに、その場のノリで意気投合した相手と酔った勢いで寝てしまい、翌朝正気に返って慌あわてることもあった。

　高校時代からの悪癖だが、大学に進んでからは一度しかやっていない。以前の彼女にばれて、怒おこった彼女から一人で飲みに行くのを禁じられたせいなのだが……。

「ま、いっか」

　以前と違い、今はフリーの身だ。迂う闊かつな行こう為いを責める相手もいない。後こう悔かいがあるとすれば、夕べの記憶が全くないことぐらいか。

（中年のエロジジイだな。これじゃ……）

　俊は、両手で顔を押さえ苦笑した。

「おはよう」

　微かすかな音と共にドアが開き、部屋の主らしき人物に声をかけられた。

　穏やかで、深みのある男の声。

（なんだ……。男か）

　単に意気投合して自宅にまで押し掛かけてしまったのだろう。

　ちょっとだけガッカリしながら、俊は顔をあげた。

「気分はどうだ？」

　背の高い男だった。髪は肩かたにかかるぐらい長い。俊は長ちよう髪はつの男があまり好きじゃないが、彼には不快感を感じなかった。肩幅はばが広くて、軟なん弱じやくさを感じないせいかもしれない。

　眼鏡がないせいでよく見えないが、彼は心配そうな表情を浮うかべているようだった。

「ちょっとふらつくけど、大だい丈じよう夫ぶ」

　安心させるために微笑んでそう答えると、彼の肩から明らかに力が抜けた。

　ホッとしたように「良かった」と呟く声を聞き、夕べ、かなり心配を掛けるような真ま似ねをしでかしたのだろうかと不安になる。

（悪酔いして、もどしちまったとか）

　あり得ないことじゃない。

　きっちり借り物のパジャマを着込んでいるのも、もどして汚よごれたせいかも……。

　過去の悪事の数々が、その想像に現実味を与あたえてしまう。

「あの……夕べ、おれ、随ずい分ぶん迷めい惑わくかけちゃったんじゃ……」

　俊が口ごもっていると、彼は微かすかに笑った。

「迷惑だなんて思ってない」

　穏やかな声でそう答え、ゆっくり歩み寄ってくる。

「おれは甘あまえて貰もらえて嬉うれしかった」

　その声と同じように、威い圧あつ感を感じさせない穏やかな動作で彼の手が頰ほおに触ふれ、ゆっくり顔が近づいてくる。

（えっ、ええっ……？　ちょっとぉ！）

　突とつ然ぜんの展開に硬こう直ちよくしたままの俊の唇くちびるに、彼の唇が触れる。

「朝食、食べられそう？」

「……あ、うん。軽いものなら……」

「そう。じゃあ用意するよ。そうだ、支し度たく出来るまでシャワー使う？」

「そうさせて貰えるとありがたいな」

「了りよう解かい。タオルも用意しとこう」

　スーツはクローゼットの中にあるからと言い残して、彼は寝室を出ていった。と、同時に俊は大きく息を吐き、頭を抱かかえた。

「一体……なにがどうなってんだ」

　飲んで記憶を無くしたことをマジで後悔したのは、これが初めてだ。

「甘えたって、このおれがぁ……？　噓うそだろぉ～。それになんでキスなんかするんだよぉ。おれ、男だぜ～」

　勘かん弁べんしてくれと苦く悩のうした挙げ句、俊は自分勝手な想像で自分を落ち着かせることにした。

　──夕べは彼も酔っていて、なにか勘違いしてるんだ。あんなに自然にキスできるのは、彼が外国育ちなせいだ。きっとあれが朝の習慣なんだ。きっとそうだ。そうに違いない！　それで決まりだ！

「……さて、シャワー借りよっかなー」

　無事に自己暗示に成功した俊は勢い良く立ち上がり……、そして思った。

（夕べの記憶が無くて、ホンットに良かった……）

　飲んで騒いだだけでは、絶対に痛くなるはずのない場所が鈍にぶく痛む。

（……お、おれってば…男とヤッちまったわけぇ？）

　全身の力が抜ける。

　俊はフカフカの絨じゆう毯たんに座り込み、自己嫌けん悪おの泥どろ沼ぬまにはまりこんだ。







　どっぷり落ち込んだら、あとは浮ふ上じようするしかない。

（ヤッちまったもんはしょーがない。どーせ赤の他人なんだしー、とっとと帰って忘れっちまおー）

　浮上と言うよりは開き直って、スーツ片手に寝室のドアを開ける。途端に視界に飛び込んできた、だだっ広い部屋。

「広い！　ひっろーい。おれの部屋、二つあわせたより広い！」

　畳たたみに換かん算さんすれば三十畳じようぐらいか、仕切りのない広い空間だった。中央にリビングセットとオーディオ機器が、奥にはパソコンの載のったエル字型の机がある。

「昨日きのうも同じコト言ってたな」

　もう一方の奥はダイニングキッチンになっていて、サラダボウルを持った彼がこっちを向いて微笑んでいた。

「そ、そうだったっけ……」

　夕べのことはなに一つ覚えてないとは言えなくて、ははっと口先だけで笑って誤ご魔ま化かした。

「仕事、なにやってんだ？」

　これだけ広い部屋に住んでいるぐらいだから、さぞかし稼かせぎも良いのだろう。

　あの髪から察するに普ふ通つうのサラリーマンじゃないのは確実だ。パソコンデスクを覗のぞき込みながら聞いてみた。

　パソコンの脇わきにきちんと並んでいる本は全すべてソフトのマニュアル本で、職業を推測する手掛かりにはならない。こっちはどうかなと、エル字型のもう一方の机に並んでいる本の背表紙に顔を近づけ──そのまま硬直した。

「まだ未成年だから親のスネをしゃぶってる身だよ。……あんたは？」

（ぜ、絶対言えねー！）

　つまんない仕事だよと曖あい昧まいに答えながら、俊はバスルームに逃にげ込んだ。







　落ち着かないぐらいに広いバスルームで冷水のシャワーを浴びる。

　混乱しきった頭を冷やそうと思ったのだが、あまり効果は無いみたいだった。

「うー、どうしよ。マジでやばい。サイアクだ」

　口からこぼれるのは泣き言ばかり。二十三年生きてきて、これが人生最悪の事態だった。

（勤務先の生徒と寝ねちまうなんて……。ばれたらクビだ）

　そうなのだ。机に並んでいたのは見覚えのある教科書や副読本。更さらに机の脇には、とどめとばかりに俊の勤務する学校指定の鞄かばんまでもが置いてあった。

　教師になって二ヶ月余り。こんなに早く、進退の危機を迎むかえることになるなんて思ってもみなかった。

「やっぱ向いてねーのかなぁ……、教師」

　頭が冷える前に身体からだが冷えてしまって、俊は仕方なくシャワーを止めた。

　用意してあったフカフカのバスタオルにくるまって、洗面台の鏡を覗き込む。

　鏡の中、色素の薄うすい大きなアーモンド型の瞳ひとみが、不ふ機き嫌げんそうに俊を見つめ返していた。

　母親似の優しげな顔立ち、薄茶の癖くせ毛げ、骨格も母親譲ゆずりで、身長は人並みなのに狭せまくて薄い肩。

　中学生ぐらいまではよく女の子と間ま違ちがえられて不ふ愉ゆ快かいな思いをしたものだ。二十歳を過ぎた今では性別を間違えられることはなくなったが、年より若く見られるのが常だった。

　そんな自分の容姿に根深いコンプレックスを持つ俊が、今の学校に採用が決まってまず考えたのが、この童顔ゆえに教え子になめられないようにすることだった。

　母親譲りの顔立ちを隠かくすために大学時代に洒しや落れのつもりで買った黒くろ縁ぶちの細長い眼鏡めがねをかけ、おさまりの悪い癖毛をがっちりムースで固めた。華きや奢しやな体型を隠すために大きめのスーツも購こう入にゆうした。

　下へ手たな変装もどきのスタイルを披ひ露ろうして感想を求めた友人達には、オタクみたいだとか、根暗そうだとか、怪あやしい奴やつだとか散々言われた。が、俊本人はそのスタイルが気に入ってしまい、学校ではいつもそれで通している。

（まず、確認しねーと）

　飲みに行く前に眼鏡を外し髪をほぐしたのが幸いして、向こうは俊が母校の教師だとは気づいていないようだ。俊も眼鏡が無いから彼の顔をまだはっきりとは確認できていない。全ての生徒の顔を覚えているわけじゃないから、知らない奴だったらラッキーだし、もし受け持っている生徒だったらそれなりの対応を考えなきゃならないだろう。

（うう、すげーイヤ）

　俊はど近眼だったから、彼の顔を確認するにはかなりの至近距きよ離りまで近寄らなきゃならない。自業自得とはいえ、気の進まない作業だった。

　チャンスは、バスルームから出てすぐに訪れた。

「どうした？　顔色悪いけど」

　そう言いながら彼がつかつかと歩み寄ってきて、俊の額に額を押おし当てる。

「……冷たい」

（近づき過ぎだっ！）

　もうちょっと離はなれてくれないと、顔がよく見えない。

「二ふつ日か酔よいで…ボケた頭を起こそうと思って水浴びたから」

「極きよく端たんだな」

　少し離れた彼が微ほほ笑えむ。

　切れ長の目、高い鼻び梁りよう、薄い唇。嫌いや味みなぐらいに整った顔。

（こ…この……、この顔は──！）

「コーヒー入ってるから。暖まるよ」

「ありがと」

　つられて笑みを浮うかべたものの、頰が意思に反してピクピク動く。

（最悪～！　こいつ、高たか梨なしだ）

　間近で見た顔は、思いっきり見覚えのある顔だった。

　高梨弘ひろ樹き。俊が数学を教えている生徒に間違いない。

　二年で、成績は常にトップクラス。だが成績のわりに教師の受けは悪い。原因は、校内では後ろで束ねているあの長ちよう髪はつと、妙みように大人おとなびた態度や冷めた受け答えのせいだろう。

　俊自身も何度か小こ馬ば鹿かにされてるような気分を味わい、ムカついたことがあった。

（別人じゃねーか！）

　詐さ欺ぎだ、と俊は思った。

　学校にいるときの冷めた雰ふん囲い気きが今は微み塵じんもない。声も仕し草ぐさも穏おだやかで威い圧あつ感を全く感じない。だから夕べ、酔っぱらいだった自分も気を許してしまったんだろう。

「コーヒーにミルクは？」

　ダイニングに戻もどった高梨が、カップにコーヒーを注つぎながら聞いてくる。

「ブラックで」

「ミルク入れた方が胃には良いいよな」

「自分はどーなんだよ」

　綺き麗れいにセッティングされたテーブルに座って、ふて気味にそう言うと、高梨は肩かたをすくめた。

「俺おれもブラック」

　自分から直さないと駄だ目めかと苦笑しながら、高梨は俊の正面に座った。

　俊は勧すすめられるまま用意されたサラダやトーストを胃におさめ、高梨とあたりさわりのない会話を交わした。

　奇き妙みような感じだった。

　正体もわかったことだし早く帰るべきだと理性は告げているのに、穏やかな雰囲気があまりにも居心地良すぎて、帰るきっかけを見つけられずにいる。

　彼女と別れて以来尖とがりまくっていた気持ちがほぐれていくのが、自分でもわかった。

（でも、やっぱ、まずいよなー）

　こちらの正体がばれる前に、これ以上この穏やかな雰囲気に吞のまれる前に、逃げなければならない。

　高梨が中座した隙すきを狙ねらって部屋を出た。

　こういうのを後うしろ髪がみを引かれる思いって言うのかな、なんてのんきに考えながら……。




　　　　☆




（パソコンになりてー）

　ブラインドを閉め切った薄暗い視し聴ちよう覚かく準備室。俊は学校備品のパソコンで数学の小テストを作成しながら、しみじみそう思った。

　パソコンだったら、間違ってもボタンを数回押せば記録を消去できる。だが人間の記き憶おくはそう簡単には消えない。忘れたい記憶ほどしつこく残る。残って心をつつき続ける。

（教師のくせに生徒とヤッちまうなんて教師失格だぁ。しかも相手は……男。自覚してなかったけど、おれ、そっちもＯＫなやつだったんだ。……なんか、すげーショック）

　高梨のマンションから逃げ出したときはそうでもなかったのだが、傘かさを持っていなかったせいでびしょぬれになりながら歩いているうちに、しでかしてしまったコトの重大さをひしひしと感じ始め、自分の部へ屋やに着いたときには、もうどっぷり落ち込んでいた。

　忘れよう、考えないようにしようとすればするほど、罪悪感と後こう悔かいは大きくなり俊を責め立てる。暗黒の週末をなんとか乗り切り、月曜の朝には気分も新たに頑がん張ばろうと心に誓ちかったのに、午後四時を回った今、俊の心は再び自己嫌けん悪おの泥どろ沼ぬまにはまり込んでいた。

（もー、酒飲むのやめよ）

　酔った自分が教え子の前でどんな痴ち態たいをさらしたか覚えていないのが一番恐おそろしい。

　想像の翼つばさは大きく広く、俊の心に濃こく暗い影かげを落として苦しめる。

「おれってばサイテー」

　深いため息と共に声がこぼれた。

「何な故ぜ最低なんです？　勤務態度は真ま面じ目めだし、熱意だって充じゆう分ぶん。──卑ひ下げすることはありませんよ。安藤センセ」

　いきなり室内が明るくなった。

　驚おどろいた俊は一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくし、次いで恐る恐る振ふり返った。電気のスイッチに手をかけたまま、にこやかに微ほほ笑えむ先せん輩ぱい教師と目が合う。

「及おい川かわ先生、いつからそこに……？」

「今来たトコですけど……。あっ！　やだな、安藤センセったら！　ぼくはテスト問題盗ぬすみ見て、生徒に横流ししたりなんか絶対にしませんよ。百万払はらうってんなら考えますけど、高校生じゃそんな大金持ってないでしょう？　だぁいじょうぶ。心配ない心配ない」

　及川は胸焼けがしそうなほど濃い二枚目顔のわりに、妙に腰こしの低い男だった。今もおどけて、顔の前で小刻みに手を振り笑っている。

　俊もお愛あい想そ笑いを返した。

「そういう意味じゃないんです。すみません」

　学校関係者には絶対にばれちゃいけないコトを考えていたからビビッたんだとは、口が裂さけても言えない。

「いえいえ、ぼくこそびっくりさせちゃって、ごめんなさい」

　及川は、お詫わびにお茶でも淹いれましょうと、俊が口を挟はさむ暇いとまもなくテキパキ動き始めた。

（かなわねーよな、この人には）

　三年先輩のこの英語教師は、新任教師の顔合わせ当日からなにかと俊の面めん倒どうを見てくれている。この学校は比ひ較かく的年長の教師が多く、自称『世話焼き』の彼はつまらない思いをしていたのだそうだ。

　確かに及川の面倒見の良さは並みじゃない。常識で考えれば年下の俊がお茶を淹れるべき立場なのに、なんだかんだと理由をつけられて今まで一度もお茶を淹れさせて貰もらえずにいるし、この視聴覚準備室だって、本来は及川が個人で使用してる部屋で、俊がいつまでたっても大部屋の雰囲気に慣れないのを気き遣づかって自由に使わせてくれているのだ。

　そんな彼だから生徒達の人気も高く、校舎のあちこちで生徒達に囲まれて笑っている姿をよく見かける。

　いまだに生徒達をどう扱あつかって良いのか分からず緊きん張ちようしまくっている俊は、その度にうらやましいと思ってしまう。

「ぼくの背中になにかついてましたか？」

　無意識のうちに見つめてしまっていたらしい。差し出された湯飲み茶ぢや碗わんを受け取りながら、俊は苦笑した。

「いえ、なにも……。ただ、ちょっとうらやましいなー、なんて思ってしまいまして」

「うらやましい？　ぼくがですか？」

「はい」

　素直に頷うなずくと、及川は珍めずらしく眉まゆ根ねを寄せた。

「サイテーの次は、うらやましい、ですか……。う～ん、とうとう、安藤センセ本人にまで届いちゃいましたか」

「届くって？　なにが？」

「やだな。とぼけなくても良いいんですよ。最初は誰だれだってそんなもんなんです。これを乗り越こえて、みんな一人前になるんですよ」

　全然話が見えない。そんな俊の困こん惑わくに気づかない及川は椅い子すに座ってオーバーアクション気味に足を組むと、さらに話を続けた。

「若い子は外見から入りますからねぇ。安藤センセみたいな人は格好の的なんですよ」

（まとってなに？）

　良くわからないながらも、俊は嫌いやな予感がした。とりあえずグルッと椅子を回して、真面目に話を聞く体勢を取る。

「まず、その眼鏡めがねね。それがネックですよ。せめてぼくみたいに知的なフレームレスとかだったら、もうちょっとましだったんでしょうけどねえ。それじゃ特とく徴ちようがありすぎて、狙ってくれって言ってるようなもんですよ」

「はぁ……」

「それからそのヘアスタイル。今時七三はないでしょう。きっちり固めるにしても、ぼくみたいに渋しぶくオールバックに決めて前髪パラリで大人の色気をアピールするとか、もうちょっとおしゃれに気を配った方が良いですよ。特に女生徒は厳しいですからね。ぼくもちょっと気を抜ぬくとすぐチェック入れられるんですよ。後ろ髪がはねてるとか、鼻毛が出てるとか……」

　好感度を維い持じするのも大変なんですと、及川はおもむろに引き出しから手鏡を出して自分の顔をチェックし始めた。

　この二ヶ月、何度も見てきたこの作業にそう言う意味があるなんて思ってもみなかった。及川は濃いめの顔立ちの美形だから、そういうタイプにありがちのナルシス君なんだろうと思い込んでいたのだ。

　母親似の外見で少なからず不快な体験を積んできた自分が、及川を外見だけで判断していたなんて……。

（おれってば、やっぱサイテーな奴やつ）

　自己嫌悪のネタがまた一つ増えた。

「使います？」

　またしても俊がズーンと落ち込んだのに気づかず、及川が手鏡を差し出す。

「いえ、良いいです」

　俊は慌てて辞退した。

　普ふ段だんから視力を矯きよう正せいした状態で自分の顔を見ないように気を遣つかっているのだ。今見たら、女顔コンプレックスがこの落ち込みに拍はく車しやをかける。俊にマゾの気は無いのだ。

「そうですか」

『世話焼き』及川は心なしかガッカリした様子で、手鏡を引き出しにしまった。

「まぁ……取りあえず、ですね。その眼鏡とヘアスタイルはやめましょうよ。ね？　眼鏡屋にも、美容院にもつき合いますよ。なんでしたら、今日でもＯＫですけど」

「変えないと駄だ目めですか？　このスタイル、結構気に入ってるんですけど……」

「……本気ですか？」

「はぁ」

「……安藤センセって変わってますねぇ」

　しみじみ感心されると居心地が悪い。

　俊だって、このスタイルがお笑い芸人のコスプレみたいだってわかってはいる。だが素顔を可か愛わいいと言われるより、このスタイルで変だと言われる方が気が楽なのだ。

　そういう意味での「気に入ってる」発言だったが、わざわざ自分のコンプレックスを吹ふい聴ちようする気はないから、そうですかぁと、笑って誤ご魔ま化かした。

「でもねぇ……。そのままだと、いつまでたっても消しよう滅めつしませんよぉ。あのニックネーム」

「ニックネームって？」

「……えっ？」

「ニックネームって……生徒達が、おれに？」

「……おや、しまった！」

　及川はいきなり立ち上がった。

「もう五時ですね。ぼく、ちょっと知人と約束があるんでお先に失礼しますよ」

　そう言うと、さっと鞄かばんをつかんで部屋から出ていこうとする。

　いきなりの行動に一瞬呆あつ気けにとられた俊だったが、ふと我に返って慌てて及川を追いかけた。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　ドア間近まで近づいていた及川の腕うでをつかみ、引き止める。

「帰る前に教えてください。おれのニックネームってなんなんです？」

「たいしたもんじゃないです。ええ、ホントに……。安藤センセが気にするほどのもんじゃないんですよ。ホントホント」

「うそだ！　だったらなんで急に逃にげようとするんですか」

「ヤダなぁー。逃げてなんていませんよ。約束に遅おくれちゃいけないから焦あせってるだけです。手、放してください。お願いしますよー」

「教えてくれるまで、絶対、放しません！」

　俊は渾こん身しんの力を込めて及川の腕にしがみついた。が、ウェイトの差はいかんともしがたくズルズル引きずられてしまう。

「約束があるなんて噓うそです！　さっきは眼鏡屋につき合うとか言ってたじゃないですか！」

「忘れてたんですよ。急に思い出したんですよ。噓じゃないです。ホントホント」

「噓です！」

　低レベルな言い争いをしているうちに、及川の手がドアに届いた。

　要領の良い及川のことだ。このチャンスを逃したら、今後、のらりくらりとはぐらかされて、聞き出すきっかけさえ与あたえて貰えないだろう。

「どうしても教えられないって言うなら、最後の手段に出ますからね！」

　俊はなりふり構わず叫さけんだ。

　及川はピタリと抵てい抗こうを止やめて振ふり向き、ズイッと顔を寄せてくる。

「最後の手段って？」

　間近に迫せまった濃こい顔に真顔で問われた俊は「泣きますっ！」と、即そく座ざに言い返していた。

　やけくそである。

「わかりました。教えましょう」

　及川は拍ひよう子し抜ぬけするほど、あっさり折れた。

「ぼく、泣かれるのが一番嫌きらいなんですよ」

　啞あ然ぜんとしている俊の前を横切り、椅子に座る。

「どうしたんです？　聞きたくないんですか？」

「聞きます！」

　俊も慌てて戻もどり、椅子に座った。

「後こう悔かいしても、知りませんからね」

　そう前置きしてから、及川は話しはじめた。







　梅つ雨ゆ入いり宣言から一週間。いつ雨が降ってもおかしくないこの時期、毎朝の天気予報チェックと折おり畳たたみ傘がさは必ひつ需じゆ品ひんだ。が、週末の失敗の落ち込みがたたった俊はうっかりそのチェックをおこたってしまい、傘を持っていなかった。だから、帰りの電車の窓がポツポツと水すい滴てきに覆おおわれていくのを見て酷ひどく憂ゆう鬱うつになった。

（泣きっ面つらに蜂はちか……。なぁんかもう、なんもかもイヤになっちまったなぁ）

　水滴の向こうに見える空はどんより暗くて、俊の憂鬱を増長させる。

（ニックネームね。確かにおれも高校生んときはニックネームで呼んでたよなー。とくに嫌いな先生を……）

「その眼鏡のラインがね、ウルトラマンの目をちょっと潰つぶしたみたいな形だって誰だれかが言ったのがきっかけみたいですね」

　ついさっき聞いた及川の話が耳に甦よみがえる。

「ウルトラマンにしちゃヒョロヒョロしてる。じゃ、ウルヒョロマンだ。略して『ウッヒョン』だって……。ま、これは主に女子の間に広まってましてね。男子に至っては、もっと略して『ヒョン』と……」

　ウッヒョンにヒョン。

　俊はその呼び名から思わず妖よう怪かいを連想してしまった。

（おれって人間扱あつかいされてねーのか？）

「あ、でも、まだましなほうですよ。安藤センセと同じ、数学の秋あき川かわセンセなんてベクトルババアですからね。まだ二十代なのにババアは酷ひどいと思うでしょ？　ね？　それ思えば、ウッヒョンは良いいですよ。聞きようによっちゃ可愛いですし」

『可愛い』と言われた瞬しゆん間かん、俊はスックと立ち上がっていた。最悪の精神状態で大っ嫌いな単語を聞かされて、ついキレてしまったのだ。

（あきれてんだろうなー。及川先生）

　自分から聞かせろと粘ねばった挙げ句、礼も言わずに席を立って一人で帰ってしまうなんて無礼千万。お手て討うちにされても文句は言えない。

（もう面めん倒どう見てくれねーかも）

　及川に見放されるのは精神的にきつい。

　高校生のときから教師になると決めていた俊は、今時では天然記念物の熱血教師志願者だった。そんな彼にとって、覇は気きのない顔で授業に向かう大多数の教師達は、いまだになじめない生徒達以上に苦手な存在だった。彼らを見ていると、いつか自分もあんな風になるのではと不安になってしまうのだ。

　その点、及川は少々変わり者ではあるものの、いつも生徒達に慕したわれ、毎日を楽しそうに過ごしている。見ていて安心できた。

（いくら『世話焼き』でも、限界あるよなー）

　明日からの及川の態度を色々シミュレーションしてみたが、最悪の精神状態でいい結果が出るわけがない。

　そして自己嫌けん悪おのネタが、また一つ……。

（おれって、サイテー）

　今日何度目か既すでにわからなくなったセリフを心の中でつぶやき、口からは今日何度目かわからなくなった深いため息がこぼれた。







　いつものように人待ち顔の人々が佇たたずむ改札を足早に通り抜ぬけようとした俊は、たくさんの顔の中に見知った顔を見つけ、無意識に舌打ちしていた。

　中年の男性とＯＬとに挟はさまれて窮きゆう屈くつそうに立っていた高梨弘樹も、同時に俊を認めたらしく片手で額を押おさえ何事か呟つぶやいている。

（このままシカト……するわけにはいかねーよな）

　週末の夜の一件は俊だけの秘ひ密みつ。高梨は、相手が俊だと気づいていない。いくら気まずくても、一度視線があった以上、一声かけるのが正しい教師の道だろう。

　俊は嫌いやがる足を叱しつ咤たしつつ、人ひと混ごみをかきわけて高梨に歩み寄った。

「よう。高梨もこの駅使ってるのか。奇き遇ぐうだな」

　マンションに一いつ泊ぱくしておきながら白しら々じらしいセリフだと思いつつ、薄うすっぺらな笑みを高梨に向けると、「勤務時間外だろう。プライベートでは無視して貰もらったほうがありがたいな」と、バッサリ切られた。

　冷ややかに見おろす目、抑よく揚ようを抑おさえた低い声。そこからあの朝の穏おだやかさは微み塵じんも感じられない。むしろ高梨の全すべてが俊の存在を拒きよ絶ぜつしていた。

（そうだよ。高梨って、こーいう奴やつだったんだ）

　高梨のいつもと変わらぬ冷たい対応は、一夜を共に過ごした相手が俊だと気づいていない証しよう拠こだ。その事実を確認して安心すべきなのに、俊の気分は良くならなかった。

（おれ、もしかして、ガッカリしてる……？）

　あの朝の穏やかな雰ふん囲い気きや居心地の良さに毒されて、気づいて貰うこと、受け入れて貰うことを、心のどこかで期待していたのかも……。

（馬ば鹿かげてる）

　俊は軽く頭をふった。

　ガッカリしたのは教師としての行こう為いを拒否されたからだ。決してそんな理由からじゃない。

「悪かったな」

　軽く片手をあげて、退散することにした。

　高梨から視線を離はなす間際、偶ぐう然ぜん、彼が背後に隠かくし持っていた二本の傘が見えた。

（『誰か』を迎むかえに来てたのか……）

　あの部屋から察するに高梨は一人暮らしだ。わざわざ傘を持って迎えに来る『誰か』はきっと彼の恋こい人びとに違ちがいない。

　今度こそ自分が気落ちしていると認めざるを得なかった。

　高梨には『誰か』がいるのだ。

　あの朝の優しさは気き紛まぐれで寝ねた相手に対する礼れい儀ぎでしかない。名乗り合いもしなかった相手に対する優しさなんて、たかがしれてる。

　その程度の優しさを居心地良く感じて、立ち去りがたいと思ってしまった自分が、惨みじめで、哀あわれだった。

（きっと、高梨はさっさと帰れば良いのにって思ってたんだ）

　名乗りあわないまま別れて、本当にホッとしたのは自分ではなく、高梨の方だったのだ。

「サイテーだ……」

　駅の出入り口付近に立ち止まり、呟く。

『誰か』のために傘を用意して待っている高梨。

　傘を持ってきてくれる『誰か』がいない自分。

　あの夜、先に誘さそったのはきっと自分だ。どんなに寂さびしくても、側そばにいてくれと呼べる『誰か』を持たない自分が、たまたま近くにいた高梨の優しさに甘あまえてしまったのだ。

　きっと、それがあの夜の真相……。

　勢いを増した雨が、アスファルトで跳はね返って俊のつま先を濡ぬらす。電車を降りた時点では途中で傘を買おうと思っていたが、もうなにもかもが面倒になって、俊は土砂降りの雨の中、路上へと一歩足を踏ふみ出した。

　だが急に肩かたをつかまれて引き止められる。振ふり向くと、高梨がいた。

「傘、無いなら貸すけど」

「え……。良いいのか？」

「一本あれば足りる」

　俊は思いがけない申し出に戸と惑まどった。

　本当に借りてしまって良いのかと、高梨の表情を探ろうとしたが、高梨はそっぽを向いていて俊と視線を合わせようとしない。

（恋人となら、傘一本の方がいっか……）

「ありがとう……」

　俊は、高梨が差し出した黒い傘を素直に受け取った。

　高梨は軽く頷うなずくと改札口へと戻もどっていく。

　その背中が見えなくなってから借りた傘を開いた。

　ポンという音と同時に、視界一いつ杯ぱいに青空が広がった。

「え？」

　なんのことはない。青空の正体は、傘の内側にプリントされた模様だった。

　雨雲に覆おおわれた暗い空を切り取って生まれた、俊だけの小さな青空。

　一瞬の驚おどろきから解放された俊は、落ち込みすぎて麻ま痺ひしかかっていた心が少しだけ軽くなっているのを感じていた。

（ここだけ一足先に夏が来たみたいだ）

　傘を手に、ゆっくり歩き出す。

　この傘は、本当なら高梨の『誰か』の手に収まるはずだったモノ。いわば彼らの幸せのおこぼれ。

　不思議と妬ねたましさとか惨めさは感じない。むしろ頭上に広がる小さな青空に慰なぐさめられていた。

（溺おぼれる者は藁わらをもつかむ……てとこか）

　どん底状態まで落ち込むきっかけをつくった存在が、皮肉にも、立ち直る小さなきっかけを与あたえてくれた。

（取りあえず、及川先生との関係改善からだな）

　土下座でも泣き真ま似ねでも、この際プライドは棚たな上あげして、なりふり構わず謝ってみよう。なにもしないで、もう見捨てられたんだと諦あきらめるなんて自分らしくない。そもそも見捨てられたと思っているのは自分だけで、及川はさほど気にしていないかもしれないじゃないか。

　気持ちが少々浮ふ上じようしたせいだろうか。さっきまでは思いもしなかった可能性さえ思いつく。

（高梨に礼を言わなきゃな）

　もちろん全てを話すわけにはいかない。ただ傘を返すときにありったけの思いを込めて、言えばいい。

　ありがとう……と。

（ちょっとだけ、惜おしかったかな──）

　不意に、あの朝に見た穏やかな高梨の笑みが脳裏をよぎる。

　あの穏やかな声と笑顔に甘やかされたときの記き憶おくが無いのが悔くやしい。

　きっと、そのときの自分はとても幸せだったろうに……。

（あ～あ。もう、お手上げだな。これは……）

　もう自分を誤ご魔ま化かせない。

　あの朝、このまま帰りたくないと思ってしまったときから、きっと惹ひかれていたのだ。そして青空を封ふうじ込めた傘が決定打になった。

　俊は、高梨が欲しいと思った。

　──自分だけの『誰だれか』になって欲しい、と……。

（バカだよなー。教師が生徒に望みのない片思いなんて……、滑こつ稽けいすぎ）

　それでも、今だけはこの青空は自分一人のモノだ。

　たとえ高梨が、彼の『誰か』の為ために用意したモノだったとしても、今だけは彼の気紛れな優しさに甘えても良いいだろう。

　土砂降りの雨の中、小さな青空に守られて歩きながら、俊は微かすかに胸が痛むのを感じていた。







　家に帰ると、最近では珍めずらしいことに留守電のランプが点てん滅めつしていた。実家からかと思いながらランプを押す。だが録音されていた声は及川のものだった。

　生徒に変なニックネームをつけられるのは教師の宿命なんだから、真しん剣けんに受け止めて悩なやむ必要はない。あまり気落ちせずに明日もちゃんと学校に来るように。間違っても早まった真似はしてくれるな。と、珍しく真剣な及川の声が、一回の録音時間では足りなかったらしく二回分にまたがって吹ふき込まれていた。

『世話焼き』及川は、『心配性』でもあったらしい。

　及川は、俊の失礼な態度を怒おこっていなかったのだ。

　安あん堵どした俊は、改めて心配かけたことを謝らなければと思う。

（それにしても……、早まった真似はするなってのは大おお袈げ裟さすぎなんじゃねーの）

　乾かわかす為に部屋の真ん中に広げた傘かさを眺ながめながら、何度も留守電を聞き返した。

『誰か』は居なくても、この部屋の中には二人分の優しさがある。無い物ねだりさえしなければ、今の自分はそれなりに幸せなんだろう。

　そう考えると自然に頰ほおがゆるんでくる。

　それでも胸の痛みは消えなかった。




　　　　☆




　傘を返さなければと思い続けて、はや五日。

（今日こそ返すぞ！）

　土曜日の午後。俊は傘を片手に、決意を新たにして校内を歩き回っていた。

　毎日傘を持ち歩いていたが返したくないってのが正直な気持ちだから、無意識のうちに高梨の行動範はん囲いを避さけてしまっていたのだ。

　高梨への気持ちを自覚したせいで、授業で顔を合わせても直接話しかけるのをためらってしまう。また偶ぐう然ぜん会ってしまうかもと思うと、いつも使っているＪＲ線にも乗れず、わざわざ途中で私鉄に乗り換かえる始末だ。

　おかげでせっかく買った定期は無む駄だになるし、通勤時間は増えるしでろくなことがない。

　むなしい片思いにさっさとケリをつけるためにも、いい加減未練を断ち切って傘を返さなければならない。

　そう思って、高梨の姿を求め思い当たる場所を捜さがしたがなかなか見つからない。同じクラスの生徒を見つけて聞いてみても、成果は得られなかった。

　今日も返せないのかと疲つかれ切った俊は、気分転てん換かんもかねて及川の顔を見に視し聴ちよう覚かく準備室へと立ち寄った。

「どーしたんですか、安藤センセ。疲れた顔しちゃって」

　及川は俊の顔を見るとすぐに、疲れたときは甘いモノが良いいんですよとココアを淹いれてくれた。

「生徒を捜してたんですけど、ちょっと見つからなくって」

「帰っちゃったんじゃないんですか？」

「いえ。教室に鞄かばんは有ったんで、まだ校内にいるはずなんですけど……」

「それなら放送で呼び出したらいかがです？」

「いえ私用なんで、それはちょっと」

　及川は俊が持っていた傘をちらりと見ると、のんびりした調子で「難なん儀ぎですねぇ」と言って微ほほ笑えんだ。

「で、誰を捜してるんです？」

「高梨弘樹なんですけど……」

「ああ、あの……」

　問題児君ですか。と、及川が独り言のように続ける。

「問題児なんですか？」

　聞き逃のがさなかった俊が間かん髪はつ入れずにそう聞くと、及川は茶目っ気たっぷりな表情で「しまった」と舌を出した。

「問題行動を取ったとか、そういうんじゃないんですよ。困ったことにね、大多数の教師は、ああいう大人おとなびた態度の生徒を煙けむたがっちゃうもんなんですよ。本人にはそんなつもりが無くても、教える側から見ると生意気で、そっちの魂こん胆たんはわかってるんだぞって小こ馬ば鹿かにされてるような気分になっちゃうんでしょうねぇ。生徒間じゃ一目置かれてるみたいだし、友達も多いから、性格は悪くないはずなんですけどね」

　及川は、ホントに困ったもんですと苦笑する。その表情から、及川自身は高梨を煙たがっていないとわかった。

　俊自身、傘の一件がなければ高梨を煙たがる教師の一人になっていただろう。そんな自分が恥はずかしい。と同時に、及川が生徒に好かれる理由が少しわかったような気がした。

　少々甘あますぎるココアと及川のおかげでやる気の戻ってきた俊が、もう一度高梨を捜そうと椅い子すを立とうとすると、

「高梨なら、まだ特別棟とうの屋上にいるかもしれませんよ」

　一いつ瞬しゆん先に立ち上がった及川が、ブラインドの隙すき間まから外を見ながらそう言った。

「やっぱり」

　手招きされて同じようにして窓の外を見ると、隣となりの特別教室棟の屋上のフェンスに二人の男子生徒がもたれているのが見えた。背の高い方の生徒は長めの髪かみを後ろで縛しばっている。

　間ま違ちがいない。高梨だ。

「あそこは生徒達のたまり場になってるんですよ。だから普ふ段だんはブラインドを閉めっぱなしにしてるんですけどね」

　さっき空気の入れ換えをしたときに、たまたま偶然見えてしまいまして、と、言い訳するように続ける及川に、俊は慌あわただしく礼を言って傘を片手に廊ろう下かに飛び出した。







　このチャンスを逃すものかと、俊は特別棟の階段を駆かけ上がった。

　その途中、三階から屋上に続く踊おどり場ばで一人の生徒とすれ違う。

「え～っと、森もり本もとだったっけ？　高梨、まだ上にいるか？」

　さっき高梨と一いつ緒しよにいた生徒だろうかと思い、聞くと、森本はおもいっきり不ふ機き嫌げんそうな顔をした。

「なんのようだよ」

　突つき放したような口調で睨にらみつけてくる。

　俊はムッとしたが、こらえて、傘をかかげた。

「これ、返そうと思って」

　森本は拍ひよう子し抜ぬけしたような顔をすると、小さな声で「いるよ」と呟つぶやいて、階段に向き直った。

「ちょっと待て」

　俊は森本を呼び止めて、ポケットからガムを取り出して差し出す。

「タバコ臭くさい。──間ま抜ぬけ」

　一言余計だったろうかと思ったが、森本は眉まゆをひそめながらもすんなりガムを受け取り、「変な奴やつ」と言い残して階段を駆けおりていった。

　確かにタバコを吸っていた生徒にエチケットガムを渡わたすのは教師らしくない。が、現場を目もく撃げきしたならともかく、そうでないときは見逃しても良いいかなと俊は思っている。

　隠かくれて酒を飲み、タバコを吸う。

　今の俊にとって、それらは高校時代の楽しい思い出だったから……。

　それに、及川への義理もある。

　及川は曇くもっている日でもブラインドを開けない。それは屋上にいる生徒に部屋を覗のぞかれるのを嫌いやがってるんじゃなく、タバコを吸っている生徒を見つけない為ためなのじゃないかと思い当たったからだ。

　だからさっきも妙みように言い訳っぽいことを言ったんじゃないだろうか？

（確認しても、はぐらかされそうだよな）

　それでも、俊はそう確信していた。







　重い鉄の扉とびらを開けて屋上に出た。

　どんよりとたれ込めた雲の隙間から青い空が見える。その鮮あざやかな青に一瞬見とれた俊は、「こんなトコになんのようだ」と声を掛かけられ、我に返った。

　声の方を見ると、扉の陰かげになっている壁かべに寄りかかり座っている高梨がいた。

（落ち着け！　相手は生徒だぞ）

　俊は途と端たんにバクバクいいだした心臓を懸けん命めいになだめた。

「傘、返そうと思って」

　震えそうになる声を抑おさえ、高梨の前にしゃがんで傘を差し出す。

「あ、そ……。どーせなら雨降ってる日に返してくれれば良いいのに」

　高梨の機嫌はかなり悪そうだった。

「じゃ、次に雨降るまで預かってよーか？」

　本音では傘を返したくないと思っていただけに、俊は嬉々としてそう申し出た。

　その勢いに、高梨がのけぞって苦笑する。

「……変な奴」

（なんだ。学校でも笑えるんじゃないか）

　ちょっと小馬鹿にされてるような気もするが、惚ほれた弱みか全然気にならない。むしろ再び騒さわぎ出した心臓の音の方が気になった。

「今日、二度目だ」

「なにが？」

「変な奴って、さっきも言われた。え～っと、森本だったっけ、さっき階段ですれ違ったんだ」

「森本に……？　なにしたの、あんた」

「別に……。ガムやっただけ」

「ガムねぇ……」

　高梨はあきれ顔でそっぽを向いたが、ふと気づいたように、壁際にそって走っている排はい水すい用の溝みぞを顎あごで指した。

「もしかして、アレか？」

　溝を覗のぞき込むと、まだ新しい吸い殻がらが数本落ちている。

「ソレだけど……。こんなとこに証しよう拠こ残しとくのはヤバくねーの？」

　途端に高梨は噴ふき出した。

「やっぱ……、変だ。あんた」

　おかしくて堪たまらないといった風に笑い続ける。

「一応、教師なんだろ？　現場押おさえたんだから処分すれば良いいのに」

「一応じゃなくて、教師なんだけど……。まぁ、今日は、アレだな」

「アレ？」

「ほら、これ借りたお返し。特別大サービスってことで」

　いったん口を閉ざし、心の中で練習し続けた言葉を言う。

「アリガト。おかげでホントーに助かった」

（これで終わりだ）

　これでもう個人的に話す機会は無くなる。滑こつ稽けいな片思いもこれでピリオドだ。

　そう決心しながら、高梨に傘を差し出す。

「大おお袈げ裟さだな」

　傘を受け取った高梨は、あの朝の穏おだやかな微ほほ笑えみを浮うかべた。

（……イヤな奴だ）

　せっかくの決心が一瞬で揺ゆらいでしまうほどに魅み力りよく的な微笑みを見せられて、俊の胸がチクリと痛む。

　その痛みは一瞬で消えたが、余よ韻いんのように全身に甘いしびれが残った。

「じゃあな。さっさと帰れよ」

　俊は平静を装って屋上を後にした。







　翌週の火曜。緊きん急きゆう職員会議が開かれた。

　御み崎さき学園の生徒が他校の生徒に暴力をふるい、相手側が全治三週間の怪け我がを負ったのだ。その処分を決めるための会議だった。

　初めての会議で緊張していた俊は、会議が進むにつれ違う意味で緊張しはじめた。

　会議にかけられている暴力をふるった生徒というのが、高梨弘樹だったからだ。

「Ｋ高の生徒から事情を聴いたところ、道ですれ違った際に高梨と軽くぶつかり謝罪する間もなく一方的に殴なぐられたそうです。非は我が校の生徒にあると認めないわけにはいかないでしょう」

　生徒指導の教師の声が淡たん々たんと告げる内容に、俊は疑問を感じた。

　プライベートで見せるあの穏やかさを知っているだけに、高梨が一方的に暴力をふるうような人間だとは思えなかったのだ。それに相手側の話ばかりが語られて、高梨本人の話が一向に出ないのはどうしてだろう。

「それで、高梨の処分についてですが……」

「ちょっと待ってください！」

　俊は、事務的に会議を進めようとする教師を遮さえぎって、思わず立ち上がっていた。

「高梨本人から事情は聴いたんでしょうか？　相手側の話だけで処分を決定するのは危険じゃありませんか？」

　いきなり発言した俊に、教師達の視線が集中する。

　新米の癖くせに余計なことを、と言わんばかりの非難のこもった視線にさらされながらも、俊はそのまま立ち続けた。今座ったら、自分の発言は黙もく殺さつされてしまうだろうと思ったからだ。

（おれは間違ったことは言ってない！）

　高梨に対する個人的な感情を抜きにして考えても、この対応はおかしいと思う。片方からしか事情を聴かずに、単純に善悪を決めつけるなんて間違っている。それは生徒の人格を無視したやり方だ。

　憧あこがれて教師になっただけに、この対応はどうしても納なつ得とくいかない。許せなかった。

「安藤先生……。あの、ですね……」

「はーい。ちょっと発言してもよろしいでしょうかぁ？」

　手を上げた及川が、司会役の教師の話を遮って立ち上がった。

「ぼくも、安藤センセの意見に賛成です。喧けん嘩か両成敗なんてコトは言いませんけど、取りあえず高梨君の意見も聴いた方が良いと思いますよ。──のちのち問題にならないとも限りませんしねぇ」

　最後のセリフは地を這はうような低音だった。

　それが効いたとも思えないが、司会役の教師は顔色と態度を一変させた。あっという間に高梨の意見を聴く方向に話を進め、十分後には高梨本人が会議室に呼び出されることになったのだ。

（どーなってんだ？）

　俊はあまりの急展開についていけず戸と惑まどっていたが、高梨が会議室に入ってくると急に不安になってしまった。

　高梨の事情を聴いて欲しかったが、こんなに大勢の教師がいる場所で聴くなんて思ってもみなかった。これではつるし上げ同然だ。

　俊の不安をよそに、高梨は普ふ段だんの落ち着いた態度を崩くずさない。そして彼のクラス担任の質問に簡潔に答えた。

「間ま違ちがいありません。俺おれから手を出しました」

　その結果、高梨の三週間の謹きん慎しん処分が決定した。







「安藤センセ。そんなに落ち込まないでくださいよ」

　職員会議が終わった後、俊は及川に誘さそわれるまま視し聴ちよう覚かく準備室に行き、しっかり落ち込み、さらにグレていた。

「でも、なんか情けなくって……。他ほかの先生達のあの態度、酷ひどすぎますよ。生徒を家か畜ちくかなんかと勘かん違ちがいしてるんじゃないですか」

「それを言うなら、商品扱あつかいって言った方がしっくりきますよねぇ。製造途中の商品ラインに不良品があったら、引っこ抜いて修理や排除するでしょう？　それと同じ感覚ですよ」

「そんな……」

　酷すぎる。ほんとうにそんな感覚で生徒と向き合っているのなら許せない。そんな人は即そつ刻こく教師を辞やめるべきだと、俊は思う。

「怒おこらない、怒らない」

　及川は、怒いかりのあまり青ざめている俊の肩かたを軽く叩たたいてなだめた。

「怒ったってなぁーんにもかわりゃしませんからね。体力の無む駄だ遣づかいですよ。それにねぇ、みんながみんな、そんな風に感じてるわけでもないんですよ。安藤センセほど極きよく端たんじゃないだけで、それなりに疑問や不満を感じてる先生達もいるんです。ただね、職場の雰ふん囲い気きとか、縦の関かかわりとか、いろんなしがらみのせいで身動き取れないんですよねぇ」

「そんなの、ずるいです。及川先生だって条件は同じじゃないですか。それでもちゃんとあの場で発言してくれた。……悔くやしくないんですか？」

　悔しいと言うよりは貧びん乏ぼうくじを引いたと思っているかもしれない。俊が余計なことを言わなければ、及川も自分から発言しようとはしなかったろうから……。

「ぜーんぜん。──実を言うと、ぼく、この学園の理事長の甥おいなんですよ。でもって叔お父じには子供がいないもんだから、次期理事長はぼくなんじゃないかって噂うわさが密ひそかに流れてたりするんで、もともと好き勝手しほうだいなんですよね。悔しいなんて言ったら罰ばちがあたりますよぉ」

「次期理事長……？」

　俊は思わず及川を指さしてしまった。

　それならばあの会議の際の、不自然な急展開も納得いく。

「単なる噂なんですけどねぇ」

　及川はのんびりと笑うばかりで、否定も肯こう定ていもしていない。

　実に食えないヤツだ。

「でも、まあ、アレですね。安藤センセみたいに真しん剣けんに生徒を弁護してくれる人は今までいませんでしたからね。その点では、今日の会議、良いい刺し激げきになったと思いますよ。不満があってもだんまりを決め込んでた先生達にとってはねぇ」

「おれは先生達の為ためにやったんじゃありません！」

　俊は思わず強い口調になっていた。

「あんな一方的な処分はひどすぎる！　あれじゃフェアじゃないって思ったから、だから発言しちまったんです。でも……結果はアレだ。高梨にはかえって悪いことをしたようで、情けなくって……」

　俊が発言しなくても、処分内容は変わらなかっただろう。教師達が集う中で詰きつ問もんされた高梨にとっては、俊の行こう為いは余計なお節せつ介かいにしかならなかったのだ。

「だからぁ、そんなに落ち込まないでくださいってば」

　及川は身をかがめて、うなだれてしまった俊の顔を覗のぞき込んだ。

「落ち込んだってなんにも変わりゃしないんですから。ね？」

「それはそうなんですけど……」

　なにも変わらないからこそ落ち込んでいるのだ。無力な自分が心底情けなかった。

「しょうがないなぁ……。だったら、とっておきの情報を教えてあげましょう。少しは元気が出るかもしれませんよ」

「とっておき……？」

「はい」

　及川は人差し指をピッと立て「これは極秘情報なんですけど」と前置きしてから話し出した。







　及川から極秘情報を聞かされた俊は、その結果、校内を全力疾しつ走そうしていた。

　決して元気になったわけではなく、どうしても今すぐ高梨に会いたくなってしまったのだ。

　高梨の教室に行ってまだ鞄かばんがあるのを確認すると、一気に特別教室棟とうの屋上まで駆かけ上がる。屋上の扉とびらを開けたときには、息が切れて口もきけない状態だった。

（いた！）

　捜さがすまでもなく、高梨を見つける。

　屋上のフェンスにもたれていた高梨は、俊を見ると怪け訝げんそうな顔をした。

「あんた、そんな血相変えてどうしたんだ？」

「あ…、あの……」

　俊は乱れた息を整えながら、高梨に歩み寄った。

「あやまろうと……おもっ…て」

「あやまる？　なにを？」

「うん」

　なんとか息が収まった俊は、高梨を見上げた。

「おれが余計なこと言ったせいで、高梨、会議室に呼び出される羽目になったんだ。だから、ごめん」

「あんた……ホンットに変な奴やつだな。別にそんなこと、どーだって良いいのに」

「うん。でもお前……、今回の件では最初っからどんな処分でも黙だまって受け入れるつもりだったんだろ？　事情も知らずに余計なお節介やいちまって、かえってイヤな思いさせたからさ……」

「……まさか、知ってるのか？」

「あ、うん。詳くわしい事情はさっき聞いたばっかなんだけどさ」

「誰だれから……、誰から聞いた？」

　高梨は怪訝そうな表情を一変させ、強い調子で問いつめてくる。

「及川先生だけど」

　俊の答えに、高梨は深く息を吐はいて首を垂れた。

「ダレか……」

「ダレ？」

　思わず問い返すと、高梨は自分の前まえ髪がみを引っ張って「及川のことだ」と教えてくれた。

（なるほど。あのパラパラした前髪がすだれみたいだから、略して、ダレ、か……）

　そういう場合じゃないのだが、思わずほくそ笑んでしまう。

　それなりに人気のある及川もこんなふざけたニックネームをつけられているのだ。ニックネームの件でそんなに悩なやむ必要はないのかもしれない。

「まいったな……」

　高梨はフェンスにもたれたままうなだれてしまった。

「そんなに心配すんなよ」

　俊はその顔を覗き込んで言った。

「事情が事情だから口外しないでくれって及川先生も言ってたし、安心して良いんじゃないかな」

「そうか？　ダレはつかみ所が無いから、どーも信用できないんだがな」

「大だい丈じよう夫ぶだって。確かに妙みようなトコはあるけど、絶対これ以上広めたりしないって。おれが保証する」

「あんたがぁ……？」

　高梨は眉まゆをひそめ、思いっきり疑わしそうに俊を見た。

「……信用、できないか？」

　グッサリ傷つきながらそう聞くと、高梨はふっと表情をゆるめた。

「特別に信用してやるよ。一回見み逃のがして貰もらってるしな。……アレがばれてたら停学期間もっと延びてたもんな」

　高梨はタバコを吸う仕草を真ま似ねてから、ニッと笑った。

（あーもう！　そこで笑うなってーの）

　この笑顔に弱いのだ。

　故意に忘れようとしている想おもいが引きずり出されてしまう。心臓も急にバクバクいいだして、俊は思わず高梨から視線をそらした。

「なんだ……？　どうした？」

　あまりにもあからさまに顔をそらしたせいで、高梨は変に思ったらしい。なんとか誤ご魔ま化かそうと、俊は懸けん命めいに話題を探した。

「いや……その……な。例の彼女の方は大丈夫なのかなって思ってさ」

　この話題はヤバイと思ったがもう遅おそい。

「気にしてやることないさ」と高梨は一気に不ふ機き嫌げんになってしまう。

「自業自得なんだし」

「自業自得って？」

　なんだか話が変な方向に向いてきた。

　俊がヤバイと思ったのは、高梨がこれ以上この件に触ふれられたくないだろうと想像したからで、こんな反はん応のうが返るとは思ってもみなかった。

「そっか、知ってるって言っても所しよ詮せんうわっつらのとこだけなんだな」

　高梨は一人で納なつ得とくしていた。

「あんたが聞いた話って、どんなふうだった？」

「え、その……。だから高梨の友達の彼女がＫ高の生徒に、その、マワされたって……。あの喧けん嘩かはその仕返しで、表おもて沙ざ汰たにすると彼女が傷つくから、だから黙って処分を受け入れたんだろうって……」

「それ聞くと、俺ってすっごく良い奴みたいだな」

　高梨はうなだれて、ククッと笑った。

　どこか自じ嘲ちよう気味な笑い方だった。

「違ちがうの……か？」

「半分だけ正解ってとこかな……。実際はさ、あの女の自業自得ってことでかたがついてた話だったんだ。だってさ、あいつ、自分でついてったんだぜ。最初から浮うわ気きするつもりだったわけ。で、約束の場所に行ってみたら相手が一人じゃなかったんだな。それで泣きつかれても困るよな。これが初めての浮気だっていうんなら、まだ同情もするんだろうけど」

「初めてじゃなかったわけ？」

「ああ。森本もいい加減頭にきてて、もう別れるって言ってた」

「森本って、この前の？」

「そ、ちょうどあんたにあった日に、その話聞いたとこだったんだ」

「だったら、なんでお前があんな真似したんだ？」

　友達の彼女を傷つけられたコトへの報復じゃ無いのなら、喧嘩した理由がわからない。

「その子のこと、好きだったとか……？」

　おそるおそる聞くと、高梨は鼻で笑った。

「まさか。あんな尻しり軽がる、誰が相手にするかよ。あれは八つ当たりだったんだ」

「やつあたり？」

　ますます訳がわからない。

「そう、八つ当たり。ちょうどむしゃくしゃしてたから、ちょうど良いいスケープゴートだったのさ。だから事情を説明しろって言われても、言い訳のしようがないわけだ。……以上、説明終わり」

　そう言うと、高梨はフェンスから離はなれて背せ伸のびをした。

「あの女も俺おれも自業自得なんだから、あんたが気にすること無いんだ。会議室の一件も俺にとってはどうでも良いことなんだし」

「そう……かな」

「ああ。そうだ」

　きっぱり断言されても、俊の心は晴れなかった。事件の詳しよう細さいがわかっても、高梨の八つ当たりの原因がわからないからだ。

　だが原因を聞くことも出来ない。これは教師としてじゃなく、俊の、高梨に対する個人的な想いからくる疑問なのだから……。

「だから、あんたがンな顔することないんだって」

　表情を曇くもらせたままの俊を見た高梨は、苦笑すると、手を伸ばして俊の頭をグシャグシャとかき回し、「っと。わりぃ。つい、癖くせで……」慌あわてて手を引っ込めた。

　その手の感かん触しよくに覚えがあった。

「犬、飼かってたんだっけ……」

　確か、そんな話を聞いた。

　もう一度犬を飼いたくて、マンションの間取りを広くリフォームしなおした。が、日中誰もいない部屋に置いていくのがかわいそうだから、いまだに飼えずにいる。

「なんで……知ってんだ？」

　高梨が戸と惑まどったように聞いてくる。

　俊は我に返って、慌てて身を引いた。が、遅すぎた。

「あんた、もしかして……」

　高梨の手が伸びて眼鏡めがねをむしり取られた。

「あ……！」

（バレた！）

　高梨の表情で、そう悟さとる。

　俊は一いつ瞬しゆんからまった視線を無理矢理引き離し、きびすを返して脱だつ兎との如ごとく逃にげ出した。




　　　　☆




（唯ゆい一いつの救いは、高梨の三週間の停学だよな……）

　俊は後こう悔かいと自己嫌けん悪おで重い身体を引きずって、そぼ降る雨の中、とぼとぼと通学路を歩いていた。

　昨日きのう屋上から逃げ出した後、高梨とは会っていない。

　当然、愛用の眼鏡も高梨の手に残したままなので、今日はしかたなくコンタクトだ。あの眼鏡がない状態で髪を固めると、マジでお笑いになるから、髪も寝ね癖ぐせを直すだけにとどめた。おかげで顔も上げられず、まるで犯罪者にでもなったような気分だ。

　いや、三週間後、高梨の停学が解けたとき、本当に犯罪者になるかもしれない。未成年者に対するわいせつ行こう為いで……。

　でも、ヤられちゃったのはこっちだから、当てはまらないかも。いや、まてよ。アメリカで未成年者との間に子供までつくっちまって刑けい務む所しよに入ってる女性がいたっけ……。だったら、やっぱダメか……。

　などと、青くなったり赤くなったりしながら自分の世界にひたりまくっていた俊は、そんな彼を同じ通学路を使っている生徒達が興味津しん々しんといった感じで見つめていることに、全く気づいていなかった。







「おじゃましまーす」

　放課後、俊はどよんと暗い声で挨あい拶さつしながら、視し聴ちよう覚かく準備室のドアを開けた。

　立ち直るきっかけなどあるわけもなく、落ち込んだままの俊は、このまま布ふ団とんに潜もぐり込みたいほどに疲ひ労ろうしきっていた。

「いらっしゃ～い！」

　そんな彼とは対照的に、及川は実にハイテンションな態度で出で迎むかえてくれる。

　一日うつむき続けた俊は、気力をふりしぼって顔を上げ、及川の顔を見て再びうつむいた。

「……楽しそうですね。及川先生」

　落ち込みきっているときに、この世の幸せを全すべて享きよう受じゆしているような笑顔を見せられるのはすでに拷ごう問もんだ。

　このまま帰ろうかとも思ったのだが、例の如く、及川がいそいそとお茶を淹いれ始めたので、しかたなく勧すすめられるまま椅い子すに座った。

「今日は紅茶にしてみました」

「どうも」

　素直にカップを受け取り、口に運ぶ。

「うわさ通りですねぇ。うん。大変よろしい」

　及川が嬉うれしそうに言った。

「うわさって？」

　意味がわからず、顔を上げてそう聞くと、及川は目を細めた。

「安藤センセが変身したって、女の子達が大おお騒さわぎしてるんですよ。ウッヒョンが人間に戻もどったって……。恥はずかしいのはわかりますけど、うつむかない方が良いいですよ」

「別に恥ずかしがってるワケじゃないんですけど……。それにこれは眼鏡を無くしちゃったからしかたなくコンタクトに戻しただけで……」

「そのヘアスタイルは？」

「眼鏡なしで七三に分けたら、まるで七五三じゃないですか。しかたなかったんですよ」

　そう答えると、及川はわざとらしくため息をついた。

「悔くい改めたワケじゃなかったんですね」

「なんですか、その悔い改めるってのは」

「まぁまぁ、怒おこらない怒らない」

　ムカッとして立ち上がりかけたが、及川にそう言われて思いとどまった。ここで怒ったら、誰だれかさんと同じで八つ当たりになってしまう。

「でもね、良い機会だから、ちゃんと顔を上げて生徒達を見てみるといいですよ。安藤センセは嫌いやがってるみたいですけどね、今みたいに素顔に近い状態で接した方が、生徒達も近寄りやすいでしょうから」

「生徒達が、近寄り……やすい？」

「はい」

「おれって、今まで近寄りにくかったんですか？」

　生徒達に馴な染じめないと悩んでいたのに、逆のコトを言われて俊は驚おどろいた。

「どちらかと言えば、そうでしょうねぇ」

　及川は、驚いている俊を見て苦笑した。

「あんな眼鏡で目を隠かくしたら、警けい戒かいされてもしかたないでしょうねぇ。表情を読み取りにくい相手と接するのは結構難しいから、許容範はん囲いから追い出されても文句は言えませんよ。……教師は生徒に対して責任を負う義務がありますけど、生徒達には教師を理解してやらなければならない義務はないんです」

　ショックだった。

　生徒達に受け入れられない原因を、自分で作っていたなんて……。

「おれ、こんな童顔だから、なめられるかなって思ってたんですけど……」

　呆ぼう然ぜんとしてそう言うと、及川がいきなり爆ばく笑しようした。

「イヤ、し、失礼……」

　及川は俊に睨にらまれると笑いを納め、一つ咳せき払ばらいをしてなんとか元通りの飄ひよう々ひようとした顔に戻もどった。

「なめられたって良いいじゃないですか。無視されるより、どんな態度でも話しかけて貰える方が良いでしょう？　外見でなめられても、こっちはガキどもより長く生きてますからねぇ。人生経験の豊富さで、いずれ逆転も可能ですよ」

「……自信、無いです」

「大だい丈じよう夫ぶですよぉ。いくら童顔で単純でもちゃんと高校卒業してるんですから。生徒達よりはいくらか先を読めるでしょう？」

「童顔で………単純？」

　俊はピクッと頰ほおを引きつらせる。

「あ、いや、失礼。とにかく、眼鏡は止やめて、今みたいにしてたほうが良いってコトです。あ、それとですね……」

　及川は机を開け、一枚の紙を取り出した。

「これ、差し上げます」

「これは……──『御崎日報』？」

　Ｂ４両面に印刷された新聞。発行元は新聞部となっているが、こんな新聞を見たのは初めてだった。

「日報なんて噓うそっぱちで、新聞部員の気が向いたときにしか発行されないんですよぉ。それに生徒同士の暗あん黙もくの約束事があって、この新聞は絶対に教師の目に触ふれないように配布されてるんです」

「生徒達だけ？　だったら、なんで……？」

「ぼくが持ってるかって？　それはですね、ぼくが新聞部の顧こ問もんをやってるからです。連中も学校の機材を使う為ために、教師側の味方が必要だったんですよ。で、ぼくに白羽の矢が立ったわけです。野次馬で物好きそうだからってね」

　最近の子供は遠えん慮りよを知らなくて困っちゃいますよと笑う及川の声を聞きながら、俊は新聞を読み始めた。

　表面の見出しを読んでギョッとする。慌あわてて内容にも目を通し、読み終わったときには非常に複雑な心境に陥おちいっていた。

「及川先生」

「はい。なんでしょう」

「この情報、流したのはあなたですね？」

　紙面から目を離はなし、すがめた目で及川を見た。

「……あ！　そう言えば、事務所のおばさま方から買い物につき合ってくれって言われてたの、ケロッと忘れてました。いけませんねぇ。急いで行かなければ。じゃあ、お先に」

　及川は息つぎもせず一息でそう言い、身み支じ度たくを整えて、そそくさと部屋から出ていった。

　残された俊はもう一度紙面を読み返した。

『ウッヒョン奮ふん闘とうする』と題された記事は、昨日の会議の様子を事細かに描びよう写しやしていた。

　俊が一人立ち上がって反論し、及川の助言が無ければ他の教師に黙もく殺さつされたはずだと……。

『単純なのか、お人ひと好よしなのか。なんの後うしろ楯だてもない身で学園の体制に戦いを挑いどんだウッヒョン。身の程知らずな行こう為いではあるものの、本記者はその熱意と誠意を評価する』

　その記事は最後にそう結んでいた。

（喜んで……良いいんだよな……）

　自分の無力さを余さずバラされてもの凄すごく情けないし、恥ずかしい。が、この記事は興味本位の暴ばく露ろではなく、俊の人間性を評価してくれているように思えた。

　少なくとも、この記事を書いた生徒は俊を教師として認めてくれた。そう考えると、嬉しくて胸のあたりが暖かくなった。







　帰り際、校舎を出た途と端たん、

「ウッヒョ～ン！」

　と、複数の女生徒の声に呼び止められた。

　傘かさを肩かたに掛かけ、声のする方を捜さがすと、二階の渡わたり廊ろう下かの窓から三人の女生徒が身を乗り出していた。顔に見覚えはないから、俊の受け持ちの生徒でないのは確かだ。

　なにか用があるのだろうかと、三人を見上げたままじっと待っていたが、ニコニコ笑っているばかりでなにも言ってこない。

「なにか、用？」

　待ちきれなくなった俊がそう声をかけると、「バイバイ」と、ニコニコ笑って手を振ふってくる。

「あ……。さよなら」

　俊もつられて微ほほ笑えみ、手を振ると、「キャー！」とか「ヤダッ！」とか、意味不明の嬌きよう声せいをあげ窓から姿を消した。

（なんだったんだ……？）

　一人取り残された俊は、呆然として窓を見上げた。

（バイバイ……か）

　思い返してみると、生徒の方から挨あい拶さつされたのはこれが初めてだった。

（やっぱり……近寄りにくかったのか）

　振り返した手を見つめていると、いきなり背中をどつかれた。

「なっ！」

　どつかれた衝しよう撃げきでよろけ、水たまりに足をとられた。ムカッとして振り向いた先には、やっぱり知らない顔の女生徒達がいて、「さいなら。ウッヒョン」と、指をピラピラ動かしている。

「……さいなら」と、同じように指を動かして見せたら、やっぱりさっきの子達と同じ意味不明の嬌声をあげる。

（なにがおもしれーんだ？）

　色とりどりの傘を手に、短いスカートの裾すそを揺ゆらして、梅つ雨ゆ空ぞらをはじき飛ばす勢いで華はなやかな笑い声をまき散らす生徒達の後ろ姿を見ながら、一人でゆっくりと歩いた。

　彼女達が自分のなにをそんなに面おも白しろがっているのか、まったく理解できなかったが、不思議なことにあの笑い声を聞いてもイヤな感じはしない。むしろ彼女達の楽しそうな様子を見ていると、こっちまで気持ちが明るくなるようだ。

　考えてみると、今までの自分は生徒達に受け入れて貰うことばかりを考えていて、こんな風に生徒達を見つめたことがなかった。

　良いい機会だから生徒達を見てみなさいと及川が言ったが、こうして見つめると、確かに気づかされることがあった。

（おれは教師なんだよなー）

　当たり前のことを今さらながら実感してしまう。

　生徒と教師とでは立場がちがう。それに伴ともなって当然考え方もちがってくる。最初から受け入れて貰えるはずがなかったのだ。

　自分に出来るのは、教師として生徒達が道を間違えないように見守り、迷わないように方向を指し示すことだけ……。

（一からやり直しだ）

　友達感覚で受け入れて貰うことを望むのは止やめて、信頼され一目置かれる存在になる。

　女生徒のアイドルになりつつあることにはまったく気づきもせず、単純な俊は新たな目標に向けて努力することを誓ちかっていた。




　　　　☆




　高梨が停学になってから、二度目の週末。

　俊はすっかりなれた私鉄のホームに降り立ってため息をついた。

（おれ、なにやってんだ）

　高梨は自宅謹きん慎しん中ちゆうだから、ＪＲの駅を利用しても絶対に会うことはない。それなのに、わざわざ時間と金のかかる私鉄を利用するなんてどうかしてる。

　はっきり言って自意識過か剰じようだ。

　コンタクトにしてから驚おどろくほどに生徒達から声をかけられるようになった俊は、教師を続けていく自信もつき、学校ではそれなりに楽しく充じゆう実じつした時間を過ごしている。

　だが悩なやみが一つ減ったせいか、学校から出ると高梨のコトが気になって、途端に憂ゆう鬱うつになってしまう。困ったもんである。

（いい加減、腹くくって直接謝りに行こうか……）

　学校で再会してうろたえるより、高梨のマンションに行って謝り、他言しないでくれるように頼たのむのが一番良い手段なのだ。それがわかっていても、どうしても実行できない。

　理由は簡単。高梨の『誰だれか』と鉢はち合あわせするのがイヤなのだ。

　最初からこの片思いが滑こつ稽けいなモノだと自覚しているだけに、これ以上惨みじめな気持ちにはなりたくなかった。

　高梨の『誰か』が女でも男でも、不細工でも美形でも、そんなのはどうでも良いい。目の前で、高梨が彼の大切な『誰か』に、あの穏おだやかで優しい笑顔を向けるのを見たくない。

（間ま抜ぬけな片思いの挙げ句、嫉しつ妬とだなんて……。おれってば、やっぱサイテー）

　また、ため息がこぼれた。







　この私鉄の駅は、ＪＲの駅と違って利用客が少ない。乗客が少なければ、当然待ち合わせをしている人も減る。自分でも卑ひ屈くつだとは思うが、人待ち顔で佇たたずむ人をあまり見なくてすむことだけが、私鉄を利用する上での唯ゆい一いつの利点だ。

　改札を抜け、駅舎から出ると、どんよりとした雲が頭上に広がっていた。手をかざすと微かすかに雨あま粒つぶの感かん触しよくがある。折おり畳たたみ傘がさを持っていたが、開くのが面めん倒どうで、そのまま小雨の中に歩き出した。

　今け朝さの天気予報では、明日の日曜は梅雨の晴れ間で久々に快晴になると言っていた。が、きっとはずれだ。この時期の天気予報ほど当てにならないモノはないから……。

　そんなことを考えながらトボトボと歩いていた俊は、いきなり頭上に傘をさしかけられ、ギョッとして足を止める。

　見上げると、傘の形の青空が広がっていた。

「え？」

　見覚えのある懐なつかしい傘の模様に、おもわず振り向いた。

「た…かなし……」

　目の錯さつ覚かくじゃない。こんな所に居るはずのない高梨がそこにいた。

　高梨は不ふ機き嫌げんそうな顔で俊を睨にらみつけ、あいた手でグイと俊の二の腕うでをつかんだ。

「あ……。うで、はなしてくれないか」

　驚きのあまり声がかすれる。

「いやだ」

　その顔同様、不機嫌そうな声だった。高梨は腕をつかんだまま、俊を引きずるようにして歩き出した。

「でも、あの……、人が見てるし……」

　何な故ぜここに高梨がいるのか？

　そんな疑問は後回しだった。とにかく腕を離してもらってこの場から逃にげ出したかった。

　本音を言えば、人に見られるより高梨の不機嫌そうな態度の方が辛つらかった。生徒相手に良からぬコトをした自分が悪いのだと分かっていても、惚ほれた相手の冷たい態度は心臓に悪すぎる。

　片思いを自覚するときの胸の痛みにはどこか甘あまいモノが含ふくまれていたが、今はまるで氷の欠片かけらが刺ささったみたいで、心臓が凍こおりついてしまいそうだった。

「はなせって！」

　身をよじってそう叫さけぶと、高梨は立ち止まった。前を向いたまま「離したら、あんた逃げるだろうが」と言って、引きつるような笑みをその顔に浮うかべる。

「別に俺は良いいんだぜ。ここで大声で叫んだって……。──俺とセックスしたくせに、なにも無かったことにして逃げるのかよ…ってさ」

「あ……」

「あんた、スッゲー困るんだろ？　だったら黙だまって来いよ」

　腕に食い込む指の力をさらに強め、高梨はまた歩き始める。

　俊には返す言葉がなかった。

　自己嫌けん悪おと胸の痛みに耐たえられず、うつむいてしまった俊の視界から青空が消える。

　今はただ、黙ってついて行くことしか出来なかった。







　高梨のマンションについて、やっと腕を離してもらった俊は、命じられるままおとなしくソファーに座った。

　高梨も向かい側に座ったが、口を開こうとせず、俊を睨むようにして見つめている。

　綺き麗れいに片づけられたテーブルの上に、黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねがぽつんと置いてあるのを見つけて、俊は視線を膝ひざの上に落とした。

　今度こそ、最悪の事態だと思う。

　なにを言われても、どう責められてもしかたない。教師のくせに生徒と寝ねてしまったのは事実だし、その事実を高梨に知らせずに自分一人の胸に納めてしまっていた。

　一晩きりの相手だと思っていた相手の正体を知ったとき、高梨はどんな気分になっただろう。

　少なくとも、愉ゆ快かいだとは思わなかったはずだ。

「あ……あの、ごめん…」

　俊はいたたまれず口を開いた。

「なにが？　なにに謝ってるわけ？」

　冷ややかな声が問い返してくる。

「だから……その、おれ、教師なのにあんなコトしちゃって……。それに、気づいてたのに黙ってたし……。あの、でも、普ふ段だんはあんなコト絶対にしねーんだ。あの日は酔よってたから……」

「確かにかなり酔っ払ぱらってたよな。フラフラして、手を離すとひっくりかえっちまいそうだった」

「随ずい分ぶん、迷めい惑わくかけたみたいで……」

　ごめんと続けた言葉は声にならない。いたたまれない雰ふん囲い気きに押おしつぶされそうだった。

「で、あんた、酔っ払うと誰とでも寝るわけ？」

　グサッと言葉が刺さる。

「……自分では覚えてないけど、そうみたい…だな。でも、大学に入ってからは、一度しか……。あ、今回で二度目か」

「そんなんだから恋こい人びとにも振ふられるんだ」

「……おれ、そんなことまでしゃべった？」

「言った。……まさか、あんた、覚えてないのか？」

　あきれたような声だった。

　俊はおそるおそる顔を上げ、頷うなずいた。

「実を言うと、居酒屋でビールとチューハイを二に杯はいずつ飲んだ後の記き憶おくが……無いんだ」

「ショットバーのカウンターで俺の隣となりに座ったことも？」

「全然覚えてない。居酒屋の後から記憶がとぎれてて、朝、起きたらこの部屋にいたんだ」

「信じられない……」

　高梨は額に手を当て天てん井じようを見上げ、「ちょっと待てよ」と、ふと思い出したように俊に視線を戻もどした。

「あんた、犬のこと覚えてたじゃないか！　犬飼かってたんだっけって、屋上で言ってたぞ！」

「あれは違ちがう！」

　責めるような強い口調で言われて、俊の声も思わず大きくなる。

「頭撫なでられた感触に覚えがあって、それにつられて思い出しただけで、後のことは全然覚えて……ないんだ。噓うそじゃない」

　徐じよ々じよに声が低くなり、最後には独り言のように、ホントなんだけど……と呟つぶやいた。

　覚えていないなんて威い張ばって言えるコトじゃない。自己管理が出来ないなんて社会人としては失格なんだから。

「それじゃあ、約束も覚えてないのか？」

「約束って？」

　訳がわからず聞き返すと、高梨は大きくため息をついてうなだれた。

「迎むかえにこいって言った」

「迎えに？　誰が？」

「あんたが……。毎日、駅に迎えに来てくれるなら抱だいても良いいよって、あんたが言ったんだ。だから毎日駅まで迎えに行って……」

　クックッと自じ嘲ちよう気味に高梨が笑う。

　俊は混乱しながら揺ゆれる肩かたを見つめた。

「じゃ、おれに貸してくれたあの傘は？　恋人を迎えに来てたんじゃなかったのか？」

　あの青空を封ふうじ込めた傘は、もしかしたら最初から自分のモノだったのだろうか？

「あんたの為ために用意したに決まってんだろ。でも、あそこに立ってると傘持ってない奴やつなんていなくって、なんか浮かれてるみたいで恥はずかしくなって……。そんなときあんたに会って、ちょうど傘持って無かったみたいだから貸したんだよ。捨てるよりましだと思ってさ……。まさか、同一人物だったなんて……」

「やつあたりは？」

「毎日迎えに行ってもあんた現れないし、遊ばれたのかなって、いい加減諦あきらめなきゃなんねぇのかなって……イライラしてたんだよ。──バカみたいだ、俺おれ」

　高梨は頭をぐしゃぐしゃとかきまわした。

　ストレートの黒くろ髪かみが手の動きにあわせるように、パサパサ揺れる。

（触さわりたい……）

　母親似の茶色の癖くせ毛げが嫌きらいだった俊は、ずっとストレートの黒髪に憧あこがれていた。前の彼女が脱だつ色しよくしてソバージュにしたときは、随分とガッカリした覚えがある。

「なにしてんだよ？」

　テーブル越ごしに手を伸のばし、高梨の髪に触ふれた。

「いや、その……、髪、サラサラして触り心地良さそうだったから。つい…」

　引っ込めようとした手を、高梨の手が追い掛かけてきてつかんだ。

「あんときもそう言ってた」

「この部へ屋やで？」

「いや、店で……。マジで覚えてないんだな」

　高梨は、俊の手を握にぎったままテーブルを回り込んで隣に座った。

「ごめん」

「良いよ、もう……。で、どうすんの？」

　包み込むように両手で握られた右手が暖かい。

「どうするって？」

　俊が高梨の顔を覗のぞき込むと、高梨はふいっと横を向いた。

「だから、俺に口止めするとか、……色々あるだろ？　そっちの出方次第では、俺にだって考えがあるし……」

「考えって？」

「……良いいから、どうすんのか言ってくれよ！」

　ギュッと手を握りしめられた。

　俊は、横を向いたきりこっちを見ようとしない高梨の横顔を見ながら、口を開く。

「思い出したい……」

「え？」

　高梨が驚おどろいて振り向いた。

　意表をつかれて驚いたその顔には、あの朝の穏おだやかさも、学校での落ち着きも感じられない。年相応の少年の顔で、俊は年長者の自覚から、一いつ瞬しゆん、言葉を続けるのをためらった。が、もう黙っていることは出来なかった。

「なんで覚えてないんだろうって、すげー悔くやしかったんだ。頭撫でられて、犬のこと思い出しただろ？　だから、もう一度、あの、アレすれば全部思い出せるかもしれないし……」

　覚えてさえいれば、こんなに悩なやむ必要はなかったのだ。

　高梨は約束を守ってくれていたのだから……。

「ホントに、それで良いのか？　困るんじゃねぇの？」

　鼻がくっつきそうなぐらい顔を寄せ、高梨が聞いてくる。

「えーっと、立場上まずいんだけど、でも、個人的にはそうじゃなくて……。だから、あの、お前がイヤじゃなかったら、もう一度最初から……」

　やり直したいんだけど、と、続けようとした言葉は、高梨の唇くちびるに邪じや魔まされて出てこなかった。







　ホントは抱き上げて連れてったんだと高梨が言うのを丁重に断って、手をつないだまま寝しん室しつに移動した。

「キングサイズのベッドなんて生意気」

　ベッドに座った俊が、ブラインドを降ろしている高梨を眺ながめながらそう呟くと、高梨は軽く笑った。

「あんときもそう言った。……一人じゃ歩けないぐらい酔っ払ってたのに、女がいるならお邪魔だろうから帰るって暴れて、なだめるのに苦労した」

　そう言われると、確かにそんなことがあったような気がするから不思議だ。

「離り婚こんした両親が使ってたベッドをそのまま使ってるだけだって……」

　ふと脳裏に浮うかんだ言葉を口にすると、高梨が頷うなずいた。

「あたり。このマンションも以前は両親と三人で暮らしてたけど、今は一人だから部屋数も要らなくなったし、犬も飼いたいしでリフォームした。そこまでは思い出した？」

「うん。なんとか……」

　薄うす暗ぐらい部屋に間接照明を一つだけつけて、高梨は俊の隣に座る。

「じゃあ、あんたの髪の感触が好きだって言ったのは？」

　そうっと髪に触れられて、自然に身体からだが震ふるえた。

「それはもう思い出してる。飼ってた犬に似てるって、散々なで回されて……」

　そうだ。こんな風に髪をいじってた手が、耳に、頰ほおに触れて……。

「おれと寝ねたい……？」

　そっと触れるだけのキスをされて、それで初めて妖あやしい雰ふん囲い気きになってるのに気づいた。

「そう。それで、約束した」

「迎えに来てくれるって……。おれが呼べばどこにでも来てくれるって……言った」

「大当たり」

　二人はクスクス笑いながら、キスを交わした。それからお互たがいに服を脱ぬがせあう。

　あの夜と同じように……。

「この後のことは？　まだ思い出せない？」

　毛布の中に潜もぐり込むと、高梨は片方の肘ひじをつき俊を見おろしながら、そう聞いてきた。

「うん。まだダメ。……だからさ、もっと思い出させて」

　両手を伸ばして高梨を引き寄せる。

「もっと……さわって……」

「了りよう解かい」

　舌を絡からめ合って、深くくちづける。頰と首筋に触れる高梨の髪の感かん触しよくがくすぐったい。

　俊は思い出すことを放ほう棄きして、高梨の動きに意識を集中した。

　もう、無理に思い出す必要はない。

　大切なことはちゃんと思い出せたから……。

　頭を撫なでる手。

　それがきっかけだったのだ。

　髪と頭を撫でまわす大きな手の感触があまりにも心地よくて、もっとその手に甘あまえたくなってこの部屋までついてきた。そして、耳に、頰に触れられて、もっとこの手に触れて欲しいと思った。

　心からそう願った。

　約束なんて本当はどうでも良かったのだ。

　ただ、もっと甘えてみたくて、わがままを言ってみただけ……。

（高梨には言えねーよな）

　律りち儀ぎに約束を守って、来ない自分を待っていてくれた高梨にこんなコトを言ったら絶対にムッとされる。それにこれからも迎えに来てくれるつもりだったら、黙だまってた方が好都合だろう。

　身体にかかる心地良い重みに酔よいながら、そんな狡ずるいことを考えてしまう。

　だが、そんな穏やかな心地よさに酔っていられたのは初めのうちだけだった。

　高梨の動きと熱い吐と息いきに巻き込まれ、次第になにも考えられなくなってくる。

「…ふ…。あっ…！」

　すでに熱くなっていた中心に高梨の指が絡む。そのままやんわりとしごかれ、俊はたまらず肩かたにしがみついた。が、高梨はあっさりその手をすり抜ぬける。

「な……に？」

　密着していた熱い身体が離はなれて、俊は不安になり戸と惑まどった。

「もっと良くしてやるよ」

　下に降り、脇わき腹ばらにキスを落としながら、笑いを含ふくんだ声で高梨が言う。

「あっ……だめっ！」

　高梨の舌に中心を舐なめあげられ、くわえられた。

　最初の夜に体験していたのかもしれないが、記き憶おくのない俊にとっては初めての感触だった。

「ん……、やぁ……、ああっ！」

　熱く湿しめった口にすっぽりと包まれ、微び妙みように動く舌がもたらす目もくらむような快感に、悲鳴にも似た嬌きよう声せいが零こぼれる。

「それ…やめ……。はなせ…って！」

　シーツをギュッと握にぎり締しめ哀あい願がんしたが、高梨は行こう為いをやめない。

　高梨の唇がもたらす快感はあまりにも強きよう烈れつすぎて、俊は身をよじって逃のがれようとしたが、高梨はそんな抵てい抗こうをあっさり封ふうじ込め、さらに微妙に舌を動かし、強く吸いあげる。

「あ……ああ……っ……や」

　身体の中心から広がる強い快感に俊は翻ほん弄ろうされた。

　指先までしびれるほどの快感の波が身体中を満たし、解放を願って暴れている。

「も……でる……っ！」

　このままじゃ、高梨の口の中に放ってしまう。

「あっ……ん。は……なせよ！」

　俊は、太ふと股ももをくすぐる高梨の髪かみを引っ張った。

「いいよ。……このままイケよ」

　それでも高梨は俊を離はなそうとせず、さらに強く吸い上げる。

「や……ああっ！」

　俊は耐たえられず、ギュッと目をつむって自身を放っていた。

　荒あらく浅い呼吸を繰くり返しながら、身体中に残っている快感の余よ韻いんにぼんやりと浸ひたっていた俊は、後ろを探られる感触で我にかえった。

「こっち、良いい？」

　湿った指を潜り込ませながら、かすれた声で高梨が聞いてくる。

　初めての行為自体はおぼえていなくても、翌朝に感じた痛みはおぼえている。身体の中でうごめく長い指の感触に、思わず身体が緊きん張ちようした。

　でも、今さら後には引けないし、引くつもりもない。

「いいけど、……痛くすんなよ」

　取りあえず念を押おしたら、高梨は苦笑しながら「善処する」と答え、クッと指を動かした。

「んっ……！」

　その途と端たん、俊の背筋を快感が走り抜けた。

「なに……？　あ……、な……んで？」

　高梨の指が動くたびに、身体の奥おく深くから今まで感じたことのない快感が湧わき上がってくる。

「ここ、感じるだろ？　この前ので研究ずみだから。……安心して、身体の力抜いて」

　研究ずみって、おれは実験台か、と突つっ込む間もなく、高梨の指が中を刺し激げきする。つむぎだされる快感に俊は翻弄された。

　痛くするなよと言ったことを俊が後こう悔かいするぐらい、高梨は長い時間をかけて後ろをほぐした。

　前を触さわられるのとは違ちがう奥深い快感に、俊がもう勘かん弁べんしてくれと半泣きになった頃ころ、確かな質感をともなって高梨がゆっくりと侵しん入にゆうしてくる。

「あぅ……やっ、…やだ！」

　俊は思わず悲鳴を上げていた。

　充じゆう分ぶんに馴ならされていても、本来受け入れるようにはできていない身体だから痛みは拭ぬぐいきれなかったのだ。

「……ごめん。これ以上は……我が慢まんできねぇ」

　高梨は苦しそうな声でそう言うと、無意識に逃にげようとする俊の身体を無理矢理引き戻もどした。

「ああぁ……！」

　繫つながった身体を強引に揺ゆすり上げられる。

　あまりの痛みに身体がきしむ。が、強く突かれるたびに、先程までとは比べモノにならないほどの快感をも感じてしまって、俊は自分がどうにかなってしまいそうな恐きよう怖ふすら感じた。

　それでも高梨にしがみつき、腰に足を絡める。

　もっと強く、もっと深く高梨を感じるために……。

　いま、この瞬しゆん間かん、高梨は自分だけを見つめ、感じている。

　──高梨にとって特別な『誰だれか』になれた。

　そう実感できるなら、どうなったってかまわない。

　高梨が与あたえるすべての感覚が愛いとしい。

　なににも勝る甘あまい歓よろこびを味わいながら、俊は熱い身体を抱だきしめた。

　たった一人の大切な『誰か』を抱きしめて、心から幸せだと感じていた。







　翌朝、目を覚ますと、隣となりに高梨の姿はなかった。

　上半身を起こして部へ屋やを見回し、思わずほくそ笑む。

（まめな奴やつ）

　夕べ、床ゆかに脱ぬぎ捨てた服が見当たらない。きっと高梨がクローゼットにしまってくれたのだろう。

　俊はなんとなく浮うき浮きしながら、ドアが開くのを待った。

　さほど待たずに開いたドアから、高梨が顔を出す。

「おはよ」

　俊がそう挨あい拶さつすると、高梨は少し照れ臭くさそうな顔を見せ、「おはよう」とあの穏おだやかな声を聞かせてくれた。

　高梨がブラインドの羽を動かして寝しん室しつに光を入れる。

　昼近いのだろう。強い日差しが斜ななめの線になって寝室に差し込んだ。

（天気予報、当たったな）

　昨日きのうは絶対はずれると思っていた。

　どうも自分には気分次第で物事を悪い方に考える癖くせがあるようだ。

　そんな自分の欠点に今いま更さらながら気づき、それで損ばかりしていたなとも思う。

「思い出した？」

　高梨がベッドに座って、聞いてくる。

　俊は頷うなずいた。

「全部思い出したワケじゃないけどな」

「そっか……。で、どうすんの？」

「え？」

　俊が聞き返すと、高梨は困ったような顔になった。

「だから、思い出したら、その後はどうするつもりかって聞いてんだけど」

「ああ。そーいうことか……」

　昨日の会話の続きだったのだ。

　どうするのかと聞かれ、思い出したいと答えた。思い出したら、その後はどうするのか……。

「とりあえず、シャワーを借りて、着き替がえて、朝あさ御ご飯はんを食べる」

「……用意するけど、その後は？」

「その後か……。あ、そーだ。高梨。お前さ、おれの名前知ってる？」

　不意に思いついてそう聞いたら、高梨は明らかにうろたえた。

「フルネームだぞ」

「安藤……、あとは知らない」

「ニックネームは？」

「………ヒョン」

　俊の表情にヤバイものを感じたらしく、高梨はフイッと視線をそらしてしまう。

（やっぱり……）

　でも仕方のないコトだと思う。

　俊自身、フルネームを知ってる教師なんて片手で数えられるぐらいしかいないのだ。

「まず自己紹しよう介かいからだな。高梨弘樹くん」

　教師で、年上、しかも男同士。道徳上は許されないコトでも、一度手に入れた幸せを──自分だけの『誰か』を無くしたくない。

「クンは余計だ」

　高梨がムッとする。その照れたような横顔に、俊は話しかけた。

「じゃあ、弘樹」

「なんだ」

「自己紹介の後は、散歩しよう」

　梅つ雨ゆ時どきには珍めずらしい晴天の日曜日。家に閉じこもっているのはもったいない。

「散歩しながら、話をしよう」

「はなし？」

　高梨が困こん惑わくした顔で振ふり向いた。

「そう。……携けい帯たいの番号とか、休日の予定とか、いろいろさ……、これからの話をしよう」

　散歩のついでに、高梨が自分に会いたくなったらいつでも訪ねて来れるよう、自分のアパートまで案内しよう。

　不安材料はいっぱいあるけれど、澄すみ切った青い空の下なら、きっとなにもかもうまくいくと信じられる。

　二人で共に生きていく道を見つけられる。

　きっと………。

「もし、弘樹がイヤじゃなかったら……だけどさ」

　返事は聞くまでもなかった。

　高梨が嬉うれしそうに微ほほ笑えんでくれたから……。

「じゃあ、まずタオルを出して、朝食の準備だな」

　立ち上がりかけた高梨の腕うでをつかんで引き止めた。

「なに？」

「その前に……」

　腕を離して、自分の唇くちびるに指先を当てる。

　高梨はすぐに理解して、両手で俊の頰ほおを包み込んでくれた。

「これは、ちゃんと覚えてたか」

「まあな」

　あの朝、前夜の記き憶おくを無くしていた俊は、呆ぼう然ぜんとして硬こう直ちよくしたまま高梨のキスを受け入れてしまった。

　でも、今日は違う。

　大好きな綺き麗れいな髪かみに指をからめ、唇を開いて恋こい人びとを誘さそう。

　二人はクスクス笑いながら、何度も恋人同士の甘いキスを交わしあった。

　もう一度、あの朝からやり直すために……。
















雨にふられて













「あんたが覚えていてくれたら、あんなに悩なやまずにすんだのに……」

　俊の頭の上で、弘樹が呟つぶやく。

　ソファーにもたれビデオを見ている弘樹の膝ひざに頭をのせて寝ねそべり、先週行ってきた教師対象の研修会の小冊子を読みふけっていた俊は、またかと、本の陰かげでペロっと舌を出した。

　俊がアルコールのせいで最初の夜の出来事を綺き麗れいさっぱり忘れてしまっていたことを、かなり根に持っているのだろう。弘樹は、思い出したようにこのセリフを繰くり返し、チクリチクリと俊を責める。

「だーかーらー、悪かったってば。何度も謝っただろー」

　その度に俊が答えるセリフもいつも同じ。

「そりゃそうだけどさ……」

　さらにかえす弘樹のセリフも同じで、この夏休みの間、いったい何度このやりとりをかわしたのか、俊にもわからないぐらいだ。

　他人が聞いたら、弘樹のことをしつこい奴やつだと思うかもしれない。

　でも俊にとって、このやりとりは、恋人の気持ちを確認出来る儀ぎ式しきのようなものなのだ。

　こんな関係になった今でも忘れられないほど、すれ違ちがっていたあの頃ころの弘樹が、自分を求めてくれていたのだと実感できるから、責める言葉でさえ甘あまく感じられる。

　俊は小冊子を床ゆかに投げ捨て、弘樹の長い髪かみを引っ張った。

「おれだって散々悩んだからお互たがい様だろ？」

「……あんたのは、自業自得」

「あー、そーかよ」

　俊は首を伸のばして、かわいげのないことを言う唇くちびるを塞ふさいだ。

　外は朝から三十度を超こす真夏日だが、部屋の中はシャツ一枚でいるのが肌はだ寒ざむいぐらいに冷れい房ぼうが効いている。

　恋人の体温を心地良いと思えるぐらいの温度に、俊がわざと設定したのだ。







　紆う余よ曲折を経て、二人が互いの気持ちを確認しあったのは、梅つ雨ゆ明け間近の晴れた日。

　お互いの真意がわからず、すれ違っていた間に溜たまり溜まった鬱うつ屈くつの反動もあって、それからはもうお互いしか見えない甘々状態で、その勢いのまま夏休みに突とつ入にゆうした。

　生徒は完全に休みになるのだが、教師はそうじゃない。基本的にはいつもと同じで、出勤義務がある。

　授業がなくても成績がふるわない生徒のための補習や、教師対象の研修会もあるし、普ふ段だんはできない雑用なんかを片づけたりと、そこそこ忙いそがしかったりする。

　だが、貯たまった代休や年休をこの機会に消化するのが通例になっていて、普通のサラリーマンに比べれば格段に長い夏休みが取れる。

　これ幸いとばかりに、俊は仕事以外の時間を、ずっと弘樹のマンションで過ごしていた。

「あんたが覚えていてくれたら……」以外に、自己管理ができなくなるんだから自分の前以外ではアルコールを飲むなとも、散々言われた。

　弘樹と出会う以前にも、アルコールのせいで記き憶おくを無くしたことが何度かあったし、その件に関しては異存はなかったのだが、この夏休み中、

「たまには良いいだろ？」

　と弘樹に勧すすめられるまま飲んで酔よっ払ぱらい、またしても記憶を無くしてしまった。

　翌朝、目覚めた俊は、真しん剣けんに青ざめた。

　記憶にないキスマークや、いつもとはまったく違う後ろの痛み、さらには全身が異常にだるい。いったい、なにをどうしたら、こんな風になるんだろう？

　怖こわくなった俊は、

「夕べ、おれ、なんか変なことしたか？」

　と、聞いてみたのだが、弘樹はニヤニヤ笑うばかりで口を割ろうとはしなかった。

　本来、俊はセックスに関しては保守的で、過か剰じような演出やアクロバティックな体位を好まないほうだ。弘樹もそれを知っているから、誘さそうことはあっても、決して無理強いはしてこない。

　いくら俊が酔っ払っていて、前後不覚の状態だったとしても、それは同じはず。

　と、なると答えは一つ。

　酔っぱらい状態の自分が、なにか良からぬことを要求したに違いない。

　酔った自分がどんな風に変へん貌ぼうするのか、俊にはわからない。が、自分の身体からだの状態から、おぼろげながら、なにがあったのかは想像できる。

　俊は、恥はずかしいやら怖いやら、なんともいたたまれない気分になった。

「おれ、これからは、弘樹の前でも絶対に酒飲まねーからな」

　そう宣言したら、弘樹はちょっと不満そうな顔をした後で、「わかった」と頷うなずいた。

　が、その直後、俊が好んで飲んでいる銘めい柄がらのビールが、冷蔵庫にしっかりと補ほ充じゆうされていたから、なにをどうわかってくれたのかは定かではない。

　そんな風に、夏休みの間中、もっぱら自じ堕だ落らくでただれまくった生活を送っていたのだが、本格的に二学期が始動する二日前である昨日、俊は、はたと我に返った。

（こんな生活してたら、やばいんじゃねーか？）

　教師の仕事は、生徒達が考える以上に激務なのだ。

　精神的な疲ひ労ろう度どは言うに及およばず、授業中はほとんど立ちっぱなしだし、のけぞったり屈かがんだりしながら黒板に数式を書くのも、肩かたが凝こったり腰こしが痛くなったりで結構しんどい。

　授業のない時間も、次の授業の準備やら報告書の作成に追われて休む暇ひまなんてない。

　仕事に慣れきっている先せん輩ぱいの教師達は適当に休んでいるようだが、教師になってまだ半年の新米教師である俊にはそんなゆとりはない。

（ただれてる場合じゃねーな）

　毎日のように弘樹とじゃれついていれば、それなりに体力を消しよう耗もうしてしまう。

　時間に融ゆう通ずうのきく夏休み中は睡すい眠みん時間もたっぷりとれたからそれでも良かったが、二学期が始まれば疲労は蓄ちく積せきされる一方だろう。

　疲つかれたせいで、仕事に支障が出てしまうことだってあるかもしれない。

　高校生の頃から教職に憧あこがれていた熱血教師志願者の俊は、このままじゃ駄だ目めだと考えた。

　恋人との甘々な生活も大切だし、教師としての誇ほこりも大切だ。

　どちらも手放したくないのだから、両立する方法を考えなければならない。

　悩みに悩んだ結果、俊は一つの打開策を考えついていた。







「俊、できたぞー」

　弘樹が、キッチンスペースから声をかけてくる。

「今日は和風か」

　俊は、綺き麗れいにセッティングされたテーブルに座って頰ほおをほころばせた。

　メインは白身魚のつみれとオクラの入った涼風麵。魚ぎよ介かい類と海かい藻そうの酢すの物には、薄うすくかつら剝むきにしたニンジンが花びらのように飾かざりつけられ、鮮あざやかな色合いが食欲をそそる。

　料理研究家の母親と一いつ緒しよに暮らしていた頃、母親が新たに思いつく料理の試作品を強制的に作らされていたとかで、弘樹の料理の腕うではプロ並みなのだ。

「和食は苦手じゃなかったっけ？」

「かなり苦手だな。どっちかっていうとイタ飯系ばっか作らされてたし。──修業中ってことで、多少のランク落ちは勘かん弁べんしてくれよな」

「これだったら、どこに出しても恥ずかしくねーよ。そんな卑ひ下げすることないって」

「見た目も大事だけど、料理は味が決め手だからな。……ま、食ってみて」

　俊に勧めておきながら、弘樹は箸はしも取らずにビールを呷あおっている。

（噓うそつきめ）

　口では自信なさそうなことを言っている癖くせに、弘樹の態度は自信満々だ。

　きっと何度も何度も味見して、自分でも納なつ得とくのいく味に仕上げたんだろう。

（すぐに感想言わないで、ちょっとだけ、じらしてやろーか）

　イタズラ心に目覚めた俊は、弘樹が淹いれてくれた香こうばしい麦茶を一口飲んでから、箸を手に取った。

「いっただっきます」

　つるるっと麵を口に入れる。

（あ…、おいし！）

　こんぶの風味が効いたつゆから、微かすかなすだちの香かおりがする。

　冷えているのにふわっとした食感で、ほのかに甘い白身魚のつみれには、俊の好物、エビがくるんであった。

（うーん、しあわせ）

　エビと幸せを同時に嚙かみしめていた俊は、ふと視線を感じて目線を上げた。

「どんな感じ？」

　視線がからんだ途と端たんに弘樹が聞いた。

　弘樹の唇には、答えを確信しているかのような、微かな笑みが浮うかんでいる。

　感想を先延ばしにしてじらしてやろうと思っていたのに、食べている姿を見られた時点でバレバレだったに違いない。

　俊は無意識のうちにほころんでいた頰を引き締しめる努力を放ほう棄きした。

「すっげー、おいしい！」

「そう？　そりゃ、どーも」

　素っ気ない口調とは裏腹に、弘樹がちょっと得意げに微ほほ笑えむ。

　まるで、ご褒ほう美びを貰もらった子供のような表情だ。

　じらして楽しむよりも、こんな表情を見せて貰えるほうがずっと良い。

　学校にいるときの弘樹は、決してこんな風に笑ったりはしない。

　いつもどこか冷めた雰ふん囲い気きをまとっていて、笑ったとしても微かに唇の端はしを上げる程度、弘樹に好意的じゃない人が見たら、シニカルで小こ馬ば鹿かにしたような表情だと思うだろう。

（ガードが堅かたすぎるよな）

　心許せる相手にしか素の表情を見せないなんて、勿もつ体たいないと俊は思う。

　大人おとなびて冷めた受け答えのせいで、弘樹を煙けむたがっている同どう僚りようの教師達だって、こんな表情を見せられたら、きっと態度を変えてくれるだろう。

（でも、やっぱり、もったいねーか）

　愛してると千回言われるよりも、自分だけに向けられた、ただ一度の微笑みのほうが愛情を確信できる。

　切れ長の目に、すっきりと通った鼻び梁りよう。弘樹は人目を引くほどに綺麗な造作の持ち主だ。

　母親譲ゆずりだという派は手でな顔立ちからは、女性的な甘あまさは感じられない。むしろ、とぎすまされた鋭えい利りな刃は物ものを思わせる、ストイックで冷たげな美貌だと言えるかもしれない。

　だからこそ、そんな弘樹の素の表情──柔らかな心からの笑顔を、自分だけが独どく占せんしているのだと思うと、密ひそかな優ゆう越えつ感を感じてしまう。

　こんな顔を、自分以外の誰だれかに見せたりしないで欲しいとも思う。

　この笑顔を大おお盤ばん振ぶる舞まいされたら、きっと今以上に目立ってしまうに違ちがいない。

　同僚の教師だけじゃなく、冷たい雰囲気に気け圧おされて遠巻きにしている女生徒達まで弘樹に接近してくるのは、正直言って面おも白しろくない。

　学校にいるときの、排はい他た的にさえ見える冷たい態度を改めたほうが弘樹のためだと思っても、ついつい自分の優越感や独占欲を優先して、学校での態度を改めるように忠告できずにいる。

　そんな自分の身勝手さに自己嫌けん悪おを感じることもしばしばで……。

「なぁ、食わねぇの？　麵がのびるぞ」

　ふて気味に弘樹が呟つぶやく。

「え？　あ、食うよ！」

　箸をくわえたまま、ぼうっと弘樹を見つめて考え込んでしまっていた。

　俊は、もう一度「いただきます」としきりなおしてから、恋人が丹たん精せい込めて作った料理に箸をのばした。







　食事を終えたあと、俊は、ソファーに座って一人緊きん張ちようしまくっていた。

　後片づけを終えた弘樹が、コーヒーカップを両手に持ってキッチンスペースから出てくる。

　俊は、隣となりに座った弘樹の鼻先に、決意も新たに一枚の紙をビシッ！　と突つきつけた。

「これ、読んで」

　この紙には、今後、弘樹とつき合っていく上で必要だろうと思われる約束事を、思いついただけ箇か条じよう書がきにしてあった。

　これこそが、夏休み後の体調を維い持じするために、俊が考えついた打開策なのだ。

「教師根性まるだし……」

　そう呟きながら紙を受け取った弘樹は、初めのほうに目を通しただけで、俊の趣しゆ旨しに気づいたらしく軽く眉まゆをひそめる。読み終わったときにはムッとふてくされていた。

「却きやつ下か！」

　あまり目立たないようにという姑こ息そくな考えから、俊が紙の真ん中ぐらいに書き込んでおいた項こう目もくを長い指ではじき、突っ返してよこした。

　そこには休日の前日にしかこのマンションには泊とまらないと、つまりぶっちゃけた話、セックスしないと書いてあるのだ。

　弘樹が素直に頷うなずくわけがない。

　正直言って、俊だってそんなのは嫌いやだったりなんかする。

　学校に行けば毎日でも顔を見れるけど、学校モードの冷ややかな弘樹の顔を見るだけじゃ物足りなすぎる。仕事に支障がでなければ、今までのように、毎日、自分にだけに向けられるあの笑顔を見ていたいし、大好きな髪かみに触ふれていたいのだ。

　だったら、なぜそんな項目を書き込んだのか？

　理由は簡単。

　これは、本当に認めて欲しい約束に頷いて貰うための『前ふり』なのだ。

「じゃ、これでは？」

　突っ返された紙に、あらかじめ考えてあった妥だ協きよう案、水曜日も泊まる旨むねを書き込んで、もう一度手て渡わたした。

　俊が（ポーズだけだが）譲じよう歩ほした甲か斐いあって、今度は弘樹も（渋しぶ々しぶながら）頷いてくれた。

　それでもかなり不満らしく、ふてくされた表情で言う。

「なぁ、なんで、こんな決まり事つくんなきゃなんないわけ？　今のままでいいじゃないか」

「決まり事じゃねーよ。約束。──二学期が始まったら、今までみたいにここに入り浸びたるわけにはいかねーだろ？　その、今のペースでさ、毎日みたいにやってたら、体力続かないし……。気持ち良くつき合っていくためにも、こーいう話し合いは必要だと思ったわけだ」

「話し合いねぇ……。なんか、一方的に俺おれが操あやつられてるような気がするけど？」

「おれに約束させたいことがあるんなら、遠えん慮りよなく言えよ。おれも、弘樹の意向に添そうように努力するしさ」

「そう？　じゃ、毎日夕食食べにこいよ」

「毎日？　ここへ？」

「ああ。あんた一人だと、コンビニご飯とかばっか食べてそうだし、俺も一人のときは料理なんかしないしな。──どう？」

　これからも、毎日、弘樹の作った料理を食べられる。

（それは、すっげー幸せかも……）

　すっかり弘樹に餌えづけされていた俊は、思わずうっとりと今後の食生活に思いを馳はせる。

　が、すぐに、とある不安が脳裏をよぎって、正気に返った。

「なに？　嫌いやなわけ」

　弘樹は、俊の表情の変化を敏びん感かんに感じ取ったらしい。

「イヤじゃねーんだけど……」

　毎日このマンションに来て、何事もなく無事に自分のアパートに帰れるんだろうか？

　かなり危ないと俊は思う。

　だが、『毎日顔合わせて、おれに手を出さずにいられるか？』なんて弘樹に聞くのは、あまりにも自意識過か剰じようすぎるような気がしてためらわれる。

「よし。じゃ、決まりな」

　俊が言いよどんでいるのを良いことに、弘樹が宣言した。

「明日はなにが食べたい？」

　張り切っているのか、弘樹は楽しげに微笑んで、俊の顔を覗のぞき込むようにして聞いた。

　こんな顔を見せられると、今いま更さらちょっと待ってとは言えない。俊は観念した。

「オムライス」

「そんな簡単なんで良いいわけ？」

「うん。ケチャップ味のがいーな」

　弘樹が「了りよう解かい」と答えながら、俊の頰ほおに軽くキスする。お返しに、唇くちびるへのキスを返したら、そのまま抱だきすくめられソファーに押おし倒たおされた。

「ちょ、ちょっとまてって」

「ん？　ベッドでないとやっぱり駄だ目め？」

「そうじゃねーよ。明日から二学期始まるんだぞ？」

「それがどうかしたのか？」

「……どうかしたって……」

（こいつ、おれの話、聞いてねーのか）

　俊はムッとして弘樹の腕うでから逃のがれようとジタバタ暴れたが、無駄な抵てい抗こうだった。

　喉のどの奥おくでククッと含ふくみ笑いをしている弘樹に、あっさり押さえ込まれてしまう。

「うそだよ。ちゃんとわかってるって……。キスだけ。な？　それなら良いだろ？」

「う……ん」

　少々不安はあるものの、俊は抵抗をやめた。

　大きな手が頰を撫なで、優しくふれるだけのキスが唇や額、目元に幾いく度どとなく繰くり返される。

（こんな風にしてんのが一番いいな）

　穏おだやかな愛あい撫ぶに安心して、俊は瞳ひとみを閉じた。

　セックスが嫌だとは言わないが、あまりに激しい快感は、理性を根こそぎ奪うばい去ってしまうから少々苦手だ。

　弘樹に溺おぼれすぎて、自分を見失ってしまいそうで怖こわい。いつか、弘樹しか見えなくなって、他ほかのことをすべて捨ててしまいそうな予感さえする。

　唇を優しくなぞっていた弘樹の舌が、そうっと口こう腔こう内に侵しん入にゆうしてくる。同時に、耳元を撫でていたはずの手が下にさがり、服の上から胸の突とつ起きを刺し激げきする。

「…ん…んん…？」

　キスだけじゃなかったのかと苦情を言うこともできないままに、穏やかな愛撫にすっかり安心しきっていた俊の身体からだは、徐じよ々じよに激しくなっていく愛撫をあっさりと受け入れてしまう。

　息苦しくなるほどに長いキスを終えた頃ころには、弘樹の愛撫にならされた身体は後あと戻もどりできなくなっていた。

「ね、どうする？　ここでやめる？　それとも続ける？」

　器用に片手で俊のシャツのボタンを外し、直接肌はだに手をはわせながら、弘樹は確信犯の笑みを浮うかべている。

　密着した身体から、弘樹の変化が否いや応おうなくわかってしまう。同時に、俊の状態も弘樹にもばれてしまっているのだろう。

「……やだ」

「なにが？」

　分かり切っている答えを言わせようと、弘樹が聞き返した。と、同時に俊から手を離はなし、ソファーに手をついて上半身をあげる。

　心地良い重みと温ぬくもりを失って、無意識のうちに俊の手が弘樹を追ってしまう。

「あ……」

　ヤバイ！　と手を引っ込めたが、遅おそかった。

「この手、なに？」

　引っ込めそこねた俊の手をつかみ、ニヤリと弘樹が笑う。

「……」

　俊は言葉に詰つまった。

　最初からその気だったのなら素直に「やりたい」と言えるが、こんな風にあとに引けない所まで追い込まれて答えを強制されると、なけなしのプライドが疼うずいて、どうしてもその言葉を言えなくなってしまう。

　弘樹だって、そんな俊の気持ちをわかっているはずなのに、なぜかいちいち聞きたがるのだ。

　意地悪だと、俊は思う。

「ったく……、意地わりーこと聞くな！」

　ギーッと髪を引っ張ったら、「いててっ」と弘樹は苦笑した。

　弘樹は髪にからんだ指をそっと外して立ち上がり、あっさり俊を抱き上げ寝しん室しつに向かう。

「お約束、その四。寝室以外の場所でのセックスは厳禁。だろ？」

「う……ん」

　初めの頃は、お姫ひめ様だっこは恥はずかしいからいやだとさんざん抵抗していた俊だったが、最近ではもうすっかり観念してされるがままだ。

「ま、お約束のその一は解除されちまったから、そのうちこれも解除されるんだろうけどな」

「……あれは特別」

　最初の約束は駅まで毎日迎むかえに来ること。

　が、同じ学校に通っている教師と生徒が毎日連れだって歩くのはさすがにやばいだろうと、俊のほうからなかったことにしてくれと頼たのんだのだ。

「そう？　ま、べつに良いいけどね」

　弘樹は、なにやらいやらしげにククッと含み笑いをした。







「う……っ……」

　まるでじらすかのように、ゆっくりと丹たん念ねんに愛撫する恋こい人びとの動きに敏感に反はん応のうして、身体がピクッと震ふるえる。俊は、手で口元を押さえ、零こぼれそうになる声を必死に堪こらえていた。

　それに気づいた弘樹が動きを止め、真上から瞳を覗き込んでくる。

「いいかげん観念して、それ、やめたら？　どーせ無駄な抵抗なんだし」

　弘樹の言うとおり、無駄な抵抗だと俊だってわかってる。

　行こう為いが進むにつれ理性がなくなって、最後には自分がなにを口走ってるのかさえ覚えていられないぐらいなのだから……。

「……いやだ」

　初めの頃は、無意識に零れる自分の喘あえぎ声ごえを耳にしても、そんなに気にならなかった。だが、今では恥ずかしくて仕方ない。

　きっかけは、弘樹の声だった。

　弘樹が与あたえてくれる快感にメロメロになって、俊がひっきりなしに嬌きよう声せいをあげているときでも、弘樹の方はさほどでもないのだ。

　最後の最後でうめき声を漏もらすことはあっても決して乱れたりしない。

　弘樹の方から誘さそうことの方が断然多いから、弘樹だって良いと思ってくれてるんだろうけど、俊はどうにもフェアじゃないような気がする。

　自分一人だけが翻ほん弄ろうされているようで、おもしろくない。

　弘樹にも、自分のような喘ぎ声をあげさせてみたいと思って、フェラチオでもしたろうかと考えてはみたものの、羞しゆう恥ち心しんが先に立ってしまってなかなか実行に移せない。

　せめて、理性が残っている間は、できる限り声は出したくなかった。

「今さら恥ずかしがらなくても良いじゃないか」

「おれの勝手だろ。ほっとけ」

　プイッと横を向いたら、弘樹が耳元に唇を寄せてきた。

「ほっとけないから言ってんだって……。──あんたの声、好きなんだ」

　もっと聞かせろよ…と、耳元で囁ささやく。

　よく響ひびく低い声と、頰をくすぐる微かすかな髪かみの感かん触しよくに、ビクッと肩かたが震える。

　熱くなりかかっていた身体には、それだけでも充じゆう分ぶんに刺激的だった。

「いやだ……ってば……。もう……」

　六歳も年下のくせに、こういう駆かけ引きに関しては弘樹のほうが断然長たけている。

（高校生の癖くせに、なんでこんなに駆け引き上じよう手ずなんだよ！　ん……？　高校生って……）

　ふと、俊はあることに気がついた。

「なぁ、弘樹？」

「なに？」

「おまえ、夏休みの宿題、全部終わったか？」

「……!!」

　弘樹は絶句し、脱だつ力りよくしたかのように俊の胸に倒たおれ込んできた。

「な～んで、こ～いうときにそ～いうこと聞くんだよ。ムードぶち壊こわしだろうが！」

「いや、だってさ、気になっちまったから。──大だい丈じよう夫ぶか？　まだだったら、おれ、手伝うけど？」

「心配ご無用！　あんたがぜってー、そーいうことを言い出すだろうと思って、全部、完全に終わらせといたよ」

「凄すごい！　おまえ、えらいよ」

　俊としては心から感心して誉ほめたつもりだったのだが、弘樹はお気に召めさなかったようで、俊の上からどいて、仰あお向むけに寝ね転ころがった。

「ひろき……？」

　怒おこらせたかと気になって、肘ひじをついて俊が顔を覗のぞき込んだら、ふてくされた顔の弘樹に「俊は？」といきなり聞かれた。

「なに？」

「宿題。──高校生ンとき、ちゃんとやってたほうなんだろ？」

「……計画は完かん璧ぺきだったんだけどな。気がつくと、最終日に慌あわててやってたよ」

「ああ、なるほどね」

「なにが、なるほどなんだ？」

「いや、あんた、けっこう計画倒れなとこあるしさ」

　弘樹がいやらしげな含ふくみ笑いをしながら言った。

「それ、どーいう意味だ？」

「言っても納なつ得とくしないだろ。……あんた、全然覚えてないし」

　ニヤニヤ笑う弘樹の顔から、俊は、酔よっ払ぱらって記き憶おくにない夜のことだとピンときた。

「あの夜、なにがあったわけ？」

「さあ？　忘れたなぁ」

　弘樹がニヤニヤしたままでとぼける。

「教えろよ」

　俊はなおも食い下がって弘樹の髪を引っ張ったが、あっさり手を取られひっくり返された。

「教えない。……そのほうが楽しいし」

　機き嫌げんがなおったらしい弘樹は、先程までとはうって変わって、性急にことを進めだした。

「あ…」

　最さい奥おうに侵しん入にゆうしてうごめく長い指の感触に、甘あまく身体がしびれる。

「もう、良いだろ？」

　わざと低く抑おさえた声で囁かれ、俊は頷うなずいた。が、なけなしの理性で「終わったら帰るから、一回だけだぞ」と念を押おすのも忘れない。

　弘樹は一いつ瞬しゆんあきれ顔になったが、すぐにニヤニヤと笑って頷いた。

「はいはい。一回だけね。わかったわかった」

（こいつ、ほんとにわかってんのか？）

　あまりにも投げやりな返事に不安が胸をよぎったが、ゆっくりと入り込んでくる熱い確かな恋人の存在感に、理性が少しずつ失われ始める。

　徐じよ々じよに激しく動き出す弘樹に翻弄され、甘い声を抑えきれなくなる。

（きっと、今日も泊とまりだな）

　わずかに残る理性でそんな風に思ったときには、諦あきらめよりも、甘い期待のほうが勝っていた。




　　　　☆




「なんだよ。いつ帰ったんだ」

　翌朝、目覚まし時計の音で弘樹が目覚めたとき、俊の姿はマンション内になかった。

「朝飯作ってやろうと思ってたのに……」

　せめて一声かけていってくれれば良いのにと弘樹は思う。

　俊は気を使ったつもりなのかもしれないが、起きたときに一人きりというのはけっこう寂さびしいものがあるのだ。

「わかってねぇよな」

　不機嫌そうにガシガシと頭をかきつつ、バスルームへ向かう。

「あ、やべ」

　鏡に映ったぼさぼさな頭を見て、弘樹は慌てて髪を手て櫛ぐしでなおした。







『きれーな髪。だいすきー』

　二週間ほど前、年上の恋人が酔よっ払ぱらってそう言った。

「絶対きっちゃダメだぞ。脱色もパーマもダメ！」

　しらふのときはさりげなく髪に触ふれる程度なのだが、酔うと歯止めがきかないらしく、弘樹の頭を抱だきかかえるようにしてベッタベッタに触さわりまくってくる。

「もっと触らせてやるから、ベッドに移動しない？」

　そう誘ったら、「イヤダ」ときっぱり断られた。

「いや？」

「うん。ふろ」

「え、さっきシャワー浴びてただろ？」

「それでも、ふろ！」

　べろんべろんに酔っ払ってるのに風ふ呂ろはまずいだろうと止めたのだが、酔っぱらいに正論は通用しなかった。しかも普ふ段だんはバスルームを覗くことさえ許してくれないのに、「一いつ緒しよにはいろー」と、かわいらしく誘ってくる。

　断る理由のない弘樹は、これ幸いと、酔っぱらいのご好意に従うことにした。

　だが、しかし、酔っぱらいの目的は、最初から弘樹の髪にあったらしい。

　可か愛わいい酔っぱらいの全身を洗ってやれるかもと期待していたのに、逆に弘樹が髪を洗われる羽目になった。

　ちょっと動くだけで、あっちこっちへフラフラしてこけそうになる俊を（何度かしくじりつつも）支えながら、好きなように髪をいじらせる。

「じゃ、泡あわながすぞー」

　頭皮がふやけるんじゃないかと不安になるぐらい長く弘樹の髪をいじくりまわした後で、俊がシャワーノズルを手にした。

「んふふふ～♪」

　酔っぱらいは、意味不明、音程不安定の鼻歌を歌っている。どうやら、シャワーの水流で泡が流れ、弘樹の髪がまっすぐになっていくのが楽しいらしく、完全に泡が切れてもシャワーノズルを手放そうとしない。

「俺おれがやるから、貸して」

　さすがに息苦しくなった弘樹は、酔っぱらいの手からシャワーノズルを取り上げた。

　髪を洗っただけなのに、俊までもが泡だらけになっている。弘樹は自分が座っていた椅い子すに俊を座らせ、ぬるいシャワーを頭から浴びせた。

「んー」

　顔を上げ、瞳ひとみを閉じてシャワーを受ける俊は、まるでキスを誘っているかのようだ。

「じゃ、そろそろ出ようか」

　弘樹は、一刻も早く恋人を抱きしめたい衝しよう動どうにかられてシャワーを止めた。

「うん」

　俊はプルプルと頭を振ふって水すい滴てきを払はらうと、瞳を開ける。

「あれー？」

　立ち上がってくれるだろうという弘樹の予想を裏切って、俊はタイルにペタッと手と膝ひざをつき、いきなり弘樹の股こ間かんへと唇くちびるを寄せてきた。

「な、なな、なにしてんだよっ！」

　いきなりの、突とつ拍ぴよう子しのない行動に弘樹は焦あせった。思わず腰こしが引けて、みっともないことに尻しり餅もちをついてしまう。

「ひろき、元気になってるから、なめたげるよ」

「いや、でも」

　しらふのときには、触らせようとしただけでも恥はずかしがって強固に抵てい抗こうするのだ。あまりの変へん貌ぼうぶりに、さすがに弘樹は戸と惑まどった。

「なに？　イヤだってーの？」

「いや、そーいうわけじゃなくて」

　うろたえている隙すきに、酔よっぱらいは四つ足で近寄ってきて、弘樹の前で身体からだを伏ふせると、微み塵じんもためらわずに舌をはわせた。

「ちょ、ちょっ、ま………うっ」

　俊の舌がなぞるように舐なめ上げ、先せん端たん部ぶをチョロチョロとくすぐる。

　決してうまいとは言えない愛あい撫ぶだ。

　が、目元をほのかに赤く染めた、恍こう惚こつとしたその表情がなんとも言えずにそそる。

　俊は、大きく口を開け弘樹をくわえると、唇で刺し激げきしながら、ディープスロートを繰くり返した。

「んふ……んん」

　少し苦しげな表情と、鼻にかかった甘い声が堪たまらない。

「あ、……くっ。しゅん、ちょっと、やばい……って」

　弘樹は射精の衝動を抑えきれなかった。

「ご、ごめん…。大だい丈じよう夫ぶか？」

　俊を引き離はなす間もなく放ってしまった弘樹は、荒あらい息を抑えながら、俊の頰ほおを両手で包み顔を上げさせる。

「ん？」

　顔を上げた俊は、桜さくら色いろの舌で唇から零こぼれた液体をペロリと舐め取りながら、なぜ弘樹が焦あせっているのか分からない様子で首を傾かしげている。

「あーあ、飲んじゃったのか」

「うん。おいしかった」

　ここまで酔っていれば、味覚なんてないに等しい。それに美う味まいわけないのに、そう言い切る俊がかわいくて、たまらなくなった弘樹はギュウッと強く抱きしめた。

「噓うそつけ。酔っぱらい」

「よっぱらってない。……なあ、今の気持ちよかった？」

「ああ、すげー良かったよ」

　弘樹の答えに、酔っぱらいは嬉うれしそうにニッコリ笑う。

「じゃ、も一回やったげよう」

「……！　いい！　もう充じゆう分ぶん！」

　タイルにペタッと手をついて身を伏せようとする酔っぱらいを、弘樹は慌あわてて抱き起こした。

「ったく、どーなってんだ？　いつもは嫌いやがるくせに」

「いつも、やったげたいって思ってんだけどさ」

　くたっと全体重を弘樹に預け、酔っぱらいが呟つぶやく。

「そうなのか？」

　良いいことを聞いたと、弘樹は喜ぶ。が、

「だって、おればっかりアホみたいによがってんじゃんか。たまには弘樹にも仕返ししないと」

　喜びもつかの間、ガクッと頭を垂れた。

「仕返しって……。あんた、それ、なんか違ちがうんじゃないか？」

「そっかー？　あ……、今度アレつかおっか」

　弘樹の嘆なげきをあっさりと切り捨て、酔っぱらいはボディーソープを指差した。

「つかうって……、なにに？」

「だからさ、あれで、ぬるぬるーって」

「……それも仕返し？」

「そ！　今日は、おれがいっぱいサービスしてあげるからさ。して欲しいことあったらなんでも言って」

（仕返しってのは、そーいう意味か）

　弘樹は、ボディーソープに手を伸のばそうとしている俊を抱き留めた。

「いつもして貰もらってるから、気にしなくて良いい」

「ほんとーか？　ちゃんと気持ちいい？」

「ああ。あんたサイコーだよ」

（そんなこと気にしてたのか）

　最近、ことの最中に俊が声を出さないようにしてるのには気づいていたが、そういう理由だったとは思ってもみなかった。

　しらふのときに、そんなこと気にしなくて良いと言ってやろうかとちょっと考えたが、やっぱりやめた。

　声を抑えようと我が慢まんする仕草も可愛いし、我慢しきれなくなって、徐じよ々じよに我を忘れ乱れていく姿を見るのも悪くないからだ。

　自分の腕うでの中で、恋こい人びとが変貌していく。

　その事実が、どれくらい弘樹を喜ばせているのか、年上の恋人はまったく気づいていないようだ。

「あれ？　もう元気になってる」

「俊が、か…、嬉しいことを言うから」

　本当は「かわいいから」と言いたいところなのだが、言ったが最後、機き嫌げんが悪くなるのは目に見えてる。

　俊は、酔っ払ぱらっていても、しらふでも「かわいい」という言葉に過か剰じように反はん応のうするのだ。

「なぁ、ベッドいこ？──俺、あんたの中に出したいよ」

「うん、良いよ」

　ニコッと笑って、俊がすり寄ってくる。

　抱だき上げて連れて行ってくれと要求されているのかと思ったら、違った。

　俊は弘樹をまたぐようにして膝立ちになり、自分から入れようとしているのだ。

「しゅんーっ！　それは無理！　ダメ！」

　弘樹は慌てて、俊をひっぺがした。

　いつもの感じやすい身体ならなんとかなるかもしれないが、アルコールを過剰に摂せつ取しゆしている今の俊は、快感に対して酷ひどく鈍にぶくなっている。なんの準備もできていないそんな身体で、いきなり入れたりしたらきっと痛いだけだ。

「ちゃんと準備して、痛くないようにしてやるから。な？」

　子供に言い聞かせるように、瞳ひとみを見つめて同意を求めたのだが、俊の視線はあっさりそれた。

「じゃあ、やっぱ、アレつかおっか？」

　視線の先にはボディーソープ。

　俊は「へへへ」と笑いながら、液体を手にとって、弘樹に塗ぬりつけた。

「いや、でも、まずいって……」

　口では拒こばみつつも、泡あわ立だてようとする指の感かん触しよくが、ぐらぐらと理性を揺ゆさぶる。

　もう一度液体を手にとった俊が、自分の後ろにそれを塗り込める姿を見たら、もうどうとでも好きなようにしてくれってな気分になった。

「じゃ、いっくぞー」

　俊は、やたらと楽しそうに自分から腰こしを下ろした。

　きっとキツいぞと弘樹は覚かく悟ごしていたのだが、意外にもあっさり入ってしまう。

　が、その後が悪い。

「いたっ！」

　潤じゆん滑かつ液えきのおかげで入ったものの、準備のできていない身体は硬かたく狭せまかった。

　俊は痛みを訴うつたえて、ポロポロと涙なみだをこぼす。

「しゅん、一回抜ぬこう。な？」

　あまりの狭さに弘樹も苦痛を感じる。俊の腰をつかみ持ち上げようとしたのだが、俊が「だめ！」と叫さけんで首にしがみついてきて、妨ぼう害がいする。

「このまま、中でいって」

　そんなかわいいことを言われても、この状態ではどうしようもない。

　無理矢理引き剝はがしたら、この酔っぱらいが拗すねるのも目に見えている。

（しかたないか……）

「すぐに楽にしてやるから、身体の力ぬいて。な？」

　肩かたに額を押おしつけている俊の耳元に囁ささやきかけ、柔らかな耳みみ朶たぶを嚙かむ。

　しゃくりあげる背中をあやすように撫なでながら、痛みで萎なえ、小さくなっている前をゆっくりと刺激する。

「大丈夫。すぐに気持ち良くなるよ。大丈夫だから……」

　暗示にかけるように何度も耳元に囁きかけ、刺激するうちに、俊のそれはゆっくりと頭をもたげはじめる。

「あ……、あん」

　耳に心地良よい声を惜おしげもなく聞かせてくれる頃ころには、後ろの緊きん張ちようもほぐれていた。

「良くなってきた？　自分で動ける？」

「う……ん」

　俊は、二、三度自分で動いたが、「だめ、力はいんねー」と、弘樹にもたれかかってきた。

　そういうことならと、俊を首にしがみつかせ、下から突つき上げた。

「あ…！　ん、……いい。ひろきぃ」

　激しく動くたびに、俊がせがむように嬌きよう声せいをあげ、弘樹をきつく締しめつける。

　さっきまでとは違う、熱く、吸いついてくるようなその感触に、弘樹は夢中になっていく。

　素直に言うことを聞いてくれるようになった俊を四つん這ばいにさせ、背中にキスを落としつつ、ふたたび後ろから挿そう入にゆうする。

　グッと根本まで突き入れると、細い身体がビクンとしなった。

「ああ……ん」

　俊の声と、二人の身体がぶつかり合う音が、バスルームに反はん響きようする。

「ひろきぃ……あっ…ふ…ひ…ろ…きぃ…」

　名前を呼ぶ声に煽あおられるまま、弘樹は熱い身体に溺おぼれていった。







「やば……」

　あの日の激しいセックスを思い出したせいか、身体が熱くなってくる。弘樹は、シャワーを冷水に切り替かえ、火ほ照てる身体を静めた。

　結局、あの日は、俊が快感と風ふ呂ろの蒸気でのぼせて気絶するまで行こう為いを続けてしまった。

　翌朝、自分の身体の不調を自覚した俊に、疑わしげな視線を投げかけられ、なにがあったんだとしつこく問いただされたが、弘樹は白状しなかった。

　あの夜以来、禁酒宣言している俊だが、いずれ気がゆるみ誓ちかいを破る日が来るはずだと密ひそかに期待しているのだ。

　妙みようにお堅かたいところのある俊のことだ。あの夜のことを白状したりなんかしたら、部へ屋やのあちこちに『ビール一いつ杯ぱい、恥はじ一生』とか書いた貼はり紙でもして真しん剣けんに禁酒しかねない。

　それだけは、なんとしても阻そ止ししなければと思う。

（言っても、信じないかもな……）

　酔った俊は、まるで小学生並みに幼い言動を取るようになると教えたこともあったが、そのときも「噓うそだぁ」の一点張りで信じようとはしなかった。

「おれ、教師なのに、そんな風になるわけない」

　などと、訳のわからないことを呟つぶやいていたから、信じたくなかっただけなのかもしれないが……。

「教師。……教師、ねぇ……」

　酔よっ払ぱらった俊は可か愛わいい。

　わがままを言ったり、普ふ段だんは決して口に出さない気持ちを白状してくれるのも嬉うれしい。

　ずっとアルコール漬づけにして、部屋に縛しばりつけて置きたいなんて思ってしまったこともあるぐらいだ。

　だが、そんなことできるはずもないし、それだけじゃあ物足りなくなるのもわかってる。

　しらふのときの俊を、同じように愛いとおしいと思っているからだ。

　しらふの俊はあまりわがままを言わない。そのかわり、話し合おうよと手を差し伸のべてくれる。

　すれ違ちがわないように、誤解が生じて気持ちが離はなれてしまわないように、どんな些さ細さいなことでも話し合おうと言ってくれる。

　以前、つき合っていた彼女と気持ちがすれ違った挙げ句、こっぴどく振ふられたせいで、同じ失敗を繰くり返すまいとしているのだろう。

　両親の気持ちが徐々にすれ違い、修復できないほどに気持ちが離れていってしまうのを幼い頃にみせられたから、弘樹もまた同じような痛みを知っていた。

　だからこそ、話し合おうよと手を差し伸べてくれる俊が愛しい。

　不器用ながらも、一生懸けん命めいに教師としての務めを果たそうとする俊の姿を学校で見かけるたびに、応おう援えんしてやりたいとも思う。

　が、同時に、無性に苛いら立だち、差し伸べられた手を振り払はらって、すべてを壊こわしてしまいたくなる衝しよう動どうに駆かられることがあった。

　俊のせいじゃない。

　すべての原因が、自分の胸の中にあることを、弘樹は自覚していた。




　　　　☆




　二学期の最初のテストが終しゆう了りようしてしばらくすると、学校にいつもの日常が戻もどり始めた。

　先せん輩ぱいの教師から聞いてはいたものの、夏休みが明けたばかりの頃、俊は授業中に居い眠ねむりする生徒のあまりの多さに驚おどろかされた。

　同時に、ちょっと羨うらやましいとも思う。

　四十人近くいる生徒のうち、四、五人が眠っていても、（少々問題はあるが）授業の流れに支障はない。が、たった一人しかいない教師が居眠りしたら授業自体がなりたたない。

　一日休めば生徒達のカリキュラムに大きな穴を開けてしまうことになるのだ。疲つかれてるからって理由だけで、学校を休むわけにはいかない。しかも、疲ひ労ろうの原因が、恋人と毎日のようにいちゃいちゃしているせいだったりなんかするから、なおさらだ。

（あー、ねむいなぁ）

　お昼休みはご飯も食べずに寝ていたが、焼け石に水。俊の眠気は一向にさめない。

　実際のところ、夏休みの終わりに決めた約束事はほとんど守られていなかった。

　二学期に入ってから、自分のアパートで眠れたのは、片手で数えられる程度なのだ。

（初対面の印象って、あてにならねーよなー）

　弘樹の部屋で初めて目覚めた朝、穏おだやかで優しそうな奴やつだと思ったのだ。きっといっぱい甘あまえられるだろうと……。

　なのに、現実はこうだ。

　優しいことは優しいが、けっこうわがままで、俊を罠わなにかける狡こう猾かつさまで持ち合わせている。

　なかなか自分のアパートに戻れないのは、そのせいだ。

　帰ろうとすると、弘樹がさりげなく近寄ってくる。そして、俊が観念して陥かん落らくせざるを得ない状態にまで追いつめてくれるのだ。

　だからといって、弘樹に対して失望することはなかった。

　弘樹が引き止めるから帰れないのではなくて、弘樹に引き止められるのが嬉しいから帰らないのだと、自分でもわかっているからだ。

　結局の所、帰らないのは俊自身の意志。

　大人おとなびた外見からは想像できない幼さや、わがままを垣かい間ま見せられるのが嬉しい。クールな外面をかなぐり捨て、手段を選んでいられないほどに求めてくれているのだと思うと、もう一晩ぐらい泊とまってやろうかなって気分になってしまう。

　まぁ、そんな自分の甘さに、翌朝になってかなり後こう悔かいするのだが、それすらも夜の甘さには勝てない。

　弘樹風に言ってしまえば、この眠気は自業自得なのだ。







　六時間目の授業は、弘樹のいるクラスだった。

　授業中の弘樹は、決して俊と目を合わせようとはしない。

　窓の外を見ていたり、教科書をみるでもなく目を伏ふせてつまらなさそうにしている。

　たぶん照れ隠かくしのポーズなのだろうと思って、今までは注意もせずにほうっておいたのだが、今日はちょっとほうっておけないぐらい態度が悪かった。

　頰ほお杖づえをついたうえに、完全に目を閉じているのだ。

（弘樹、ずるいぞ）

　俊だって眠いのだ。共犯者の分際で一人だけ居眠りしてるなんてずるすぎる。

（よし！　つるし上げてやる）

　俊は少々意地悪な気分になっていた。

「こぉら、高梨」

　机の脇わきに立ち、持っていた教科書で、ポンと軽く頭を小こ突づいた。

「今はオネムの時間じゃないだろ？」

　ムッとするだろうと思っていたのに、弘樹は片目を開け、ニヤリと唇くちびるの端はしを上げる。

「眠ってませんよ」

「噓つけ」

「ホントです。──安藤先生の声があんまりステキなんで、聞き惚ほれてたんです」

「な……っ！」

（なんてこと言うんだーっ！）

　二人だけの時間の睦むつ言ごとを連想させるセリフに、俊は一気に耳まで赤くなった。

「問題、ありますか？」

　してやったりと言わんばかりに、弘樹の笑みが深くなる。

　俊の反応を窺うかがっているのだろう。教室中が興味津しん々しんといった感じで静まりかえった。

　なにか言い返してやりたいのだが、いい言葉が見つからない。下へ手たにしゃべると、ボロを出してしまいそうで、俊は真まっ赤かになって絶句したまま、ぱくぱくと口を動かすことしかできない。

「いやーん！　弘樹さまってば、それセクハラー」

　静まりかえっていた教室に、男子生徒の裏声が響ひびいた。

（今度はなんだよ！）

　声の主は、弘樹の友達の森本だった。

「もりもとー、うっせーぞ」

　不ふ愉ゆ快かいげに眉まゆをひそめる弘樹に睨にらまれても、森本はいっこうに気にしていないようだった。細い目を三日月型にして、俊に向けてヒラヒラと手を振る。

「ヒョン、こんな不届き者、逆セクハラで訴うつたえちゃってぇーん！」

　森本の発言がきっかけになって、教室中がザワザワとざわめきだした。

「えー、あたしもウッヒョンの声、スキー」

「ヒョン、おれ、証人席に座ってやってもいいぞー」

「こら、騒さわぐな！　授業中だぞ」

（どうやってこの場をおさめたらいーんだ？）

　静まりかえられるよりはましだが、この騒ぎをおさめる手だてが思いつかない。俊はいやな汗あせを流しつつ、乏とぼしい経験から必死に打開策を探した。

（やっぱ、騒ぎの元をビシッとやっつけないとダメか）

　授業中に生徒を立たせておく教師もいるようだが、俊はそういうのは好きじゃなかった。

　立たせられている間、その生徒は授業の内容に耳を傾かたむける気にはなれないだろう。生徒の学ぶ権利を、教師自らが妨ぼう害がいするような真ま似ねはしたくない。

　今の俊に考え得る手はただ一つ。

「高梨、おれの声に聞き惚れてたって言うんなら、授業内容だってちゃんと耳に入ってるだろうな？」

　黒板に歩み寄り、カツカツと数式を書き込む。

「だったら、これ、解けるだろ？」

　チョークでコンコンと黒板を叩たたいて促うながすと、弘樹はめんどくさそうに立ち上がって、俊の手からチョークを受け取った。

（解けるもんなら、解いてみやがれ）

　使用する公式は、弘樹達の学年ですでに学んでいる。が、かなり難解で一見しただけでは、解答を導き出すのは困難。しかも、クラスメイト達の視線を一身に浴びた状態では落ち着いて考えることもできないはずだ。

　俊は、黒板に向かっている弘樹の横顔を眺ながめつつ、心の中でニヤリと笑った。

「ふん。なるほどね」

　が、予想に反して、弘樹はサラサラと解答を書き込んでいく。

　自信ありげな弘樹からチョークを返へん却きやくされ、俊は渋しぶ々しぶながら頷うなずいた。

「正解。──高梨、話を聞いてるってのはわかったから、次からは目も開けててくれよな」

　懲こらしめ作戦が不発に終わってしまった悔くやしさに、席に戻ろうとする弘樹とすれ違ちがいざまに改めて念を押おした。

「了解しました」

　自分の席に座りながら弘樹が答えた。

　うつむきかげんな口元は、またしてもニヤリと笑みを刻んでいる。嫌いやな予感がした俊は、早々に授業に戻ろうとした。が、その前に、

「ちゃんと先生を見てますよ。目の保養にもなるし……」

　またしても弘樹の爆ばく弾だん発言。

（このっ、バカッ！）

　弘樹の発言に、教室中が面おも白しろがって騒ぎ出す。

　セクハラ裁判だ、訴そ訟しようだとはしゃぎまくる生徒達をおさめ、授業に戻ろうと焦あせっている間に、六時間目の終了ベルが鳴り響いた。

（弘樹のやつ。帰ったらとっちめたる！）

　あの騒ぎのおかげで予定よりも授業は進まなかった。

　取りあえずできなかった練習問題を（生徒達のブーイングをシカトして）次の時間までの課題にして教室を出た俊は、このクラスの担任の女性教師とすれ違った。

「お疲つかれさまです」

「はぁい。お疲れさま」

　少しだけ年上の女性教師、赤あか坂さかにおじぎして廊ろう下かを歩いていると、背後から彼女の怒ど鳴なり声が響いてきた。

「そこの高梨弘樹！　ふざけたこと書いてんじゃねぇぞ！　てめえの進路ぐらいまじめに考えな。もう一回書き直しだ！」

　あらっぽい口調で怒鳴ったのにも驚おどろいたが、怒鳴られているのが弘樹だってことのほうに倍も驚いた。

　教師達の不評を買ってはいるものの、大たい抵ていのことを弘樹はそつなくこなせてしまうから、実際に注意を受けることなんて滅めつ多たにないのだ。

（弘樹、進路のこと悩なやんでたのか？）

　もう一度教室に戻もどって、弘樹がどんな返事を返すのか聞きたい。

　が、担任でもない俊が首を突っ込む問題ではないだろう。

　そう、校内にいる間は……。

（帰ったら、話をしないとな）

　悩んでいたのなら、相談して欲しかった。

　水くさいなぁと、少しガッカリしながら、俊は職員室へと戻っていった。




　　　　☆




　弘樹は、わめく担任を適当にあしらって追っ払ぱらった。

　さっさと家に帰ろうと立ち上がりかけた弘樹の前に、森本が立ちふさがる。

「弘樹さまってば、ごっきげんじゃん」

　森本は、もとから細い目を、きゅうっと三日月型に細めてニコニコと笑った。

「その呼び方はやめろって……。──俺おれ、機き嫌げん良さそうに見えるか？」

「かなりね。夏休みの間中、いっくら電話かけても遊びに出てこなかったから、きげんわりぃのかなーって、最近誘さそうの遠えん慮りよしてたんだけど余計な心配だったみたいだな」

「ああ、そういや最近、お前と全然遊んでなかったっけ？」

　森本から遊びに誘われたのは、夏休み中の電話が最後だったかもしれない。

「ひでー、気づいてなかったんだ。冷たいなぁ」

　口調から察するに、森本はちょっと怒おこっているようなのだが、三日月のカーブが少々ゆるくなった程度で、表情からは感情の変化がなかなか読み取りにくい。

　きっと十年経たとうが、二十年経とうが、こいつは同じ表情で話しかけて来るんだろうなと、弘樹は思っている。

　たとえ、その間、一度も会っていなかったとしても、まるで昨日会ったばかりのように、ニコニコしながら話しかけてくれるはずだ。

「わるかった。──学校で、そのほっそい目を毎日見れるから、特に気にしてなかった」

　弘樹は、お人ひと好よしな友人に軽く笑いかけた。

「あ、やっぱり、ごきげんじゃん。──なあなあ今日さ、ちょっと出てこないか？　良さそうな店がオープンしたんで、みんなで繰くり出すことになってんだ」

「……カラオケ？」

　音おん痴ちの分際で人前で歌いたがる森本の悪あく癖へきを思い出し、弘樹はちょっと引いた。

「ちがうよん。ビリヤード」

「おまえ、ビリヤードできるのか？」

「ぜーんぜん。でも高梨はできるだろ？」

「まぁ、人並みに」

「じゃ、行こうぜ。ビリヤードする高梨。きっとすっげーカッコいいから、女の子も引っかけやすいよ。な、いこ？」

（それが目的か……）

　女の子達をおびき寄せるエサとして利用したがっているのなら、まだ納なつ得とくできるのだが、このお人好しの友人は、見合い大好きおばさんのように、弘樹に彼女を斡あつ旋せんしたくて仕方がないようなのだ。

「遠慮しとくよ。俺、ナンパなんかする必要、これっぽっちもないからな」

「へ？」

　ニンマリ笑いかけてから、薄うすっぺらな鞄かばんを手に教室を出た。

「ちょっと、高梨！　それってどーいう意味？　おせーてー！」

　ドアから顔を出して叫さけぶ森本に、「また今度な」と、手をあげて答えてから、足早に学校を後にした。

（さて、今日はなににしようか）

　和食がことのほか好評だったので、最近は和風テイストのイタリアンに凝っていたのだが、そろそろ飽あきる頃ころかもしれない。

（中ちゆう華かにでも挑ちよう戦せんしてみるか）

　中華はほとんど作ったことがないが、簡単なものならなんとかなる。

　両面をぱりぱりに焼いた中華風焼きそばに、エビをふんだんに入れたシュウマイをつければ、きっと俊は喜ぶはずだ。

（エビはどう使おう。細こま切れか、そのままか……）

　弘樹は、頭の中でレシピを組み立てながら、作った料理を口に入れた瞬しゆん間かんの俊の顔を想像してみる。クールを装っている外面が崩くずれずにすんだのは、蓄ちく積せきされた習慣のたまもので、奇き跡せきにちかかった。







　主婦達の間をすり抜ぬけながら目的の食材を買い込んだ弘樹は、ビニール袋ぶくろを手にマンションのエントランスに辿たどり着いた。

　自室へ上がる前に、テンキーロック式の郵便受けをチェックする。

　届くのは、ダイレクトメールや公共料金の領収書ぐらいで、いつもは封ふう筒とうの裏書きを見ると、そのままゴミ箱に捨ててしまう。

　だが、今日は違った。白い封書に挟まるようにして、ピンク色の封筒が入っていたのだ。

（なんだ。これ……？）

　最初、弘樹は、住所を探り当てた誰だれかがラブレターでも送りつけてきたか、近くの部へ屋や宛あての封筒が間違って配達されたんじゃないかと思った。

　軽く舌打ちしながら表書きを眺める。

　表書きの字が、弘樹の予想がはずれていると教えてくれた。

（気色わりぃ）

　確かに弘樹宛に届いた手紙だったが、どう贔ひい屓き目に見ても上じよう手ずとは言いがたい字だ。

　ラブレターだったら、もう少しマシな字で書かれてあるはず。まるで筆跡を隠かくすかのように角張って震ふるえている文字は、脅きよう迫はく状じようを連想させた。

　汚きたないモノにでも触さわるかのように、指先で摘つまんで裏書きを見た弘樹の表情が、不意に固まる。

（どういうことだよ……、これ……）

　手から滑すべり落ちたビニール袋の音で、弘樹は一瞬の硬こう直ちよくから解き放たれた。

　のろのろと体を動かし自室へ戻り、習慣にしたがって買ってきた食材を冷蔵庫に押おし込む。

　そして、ソファーに座ると、もう一度手紙の裏書きを眺ながめた。

　──さいき　みき

　ひらがなで書かれた文字。

　名前は知らないが、名字には見覚えがある。六年前まで弘樹自身が使っていた名字なのだ。

　びりびりと乱暴に開けて中を見ると、カードが入っていた。

　──みきの、六かいめの、おたんじょうびパーティーをひらきます。おにいちゃん、あそびにきてください。

　オレンジ色の色鉛えん筆ぴつで書かれた、ぎこちない文字。

　端はしのほうには、柔らかな大人の筆跡で、住所がしたためられ、

　──是ぜ非ひ一度、訪ねていらしてください。心からお待ちしています。

　そうつけ加えられていた。

「いくらなんでも、不意打ちすぎ……」

　かつて、料理研究家として売れ始め、派は手でに活動するようになった母に対して、平へい凡ぼんなサラリーマンだった父は引け目を感じていた。やがて耐たえられなくなった彼は、たぶん彼にとっては心安らげる相手である女性の手を取り、このマンションから出ていった。

　当然、再さい婚こんしているだろうとは思っていた。が、妹が生まれたなんて話は一度も聞いてない。

　頑かたくななまでに父の話題を避さけようとする弘樹に、さすがの母もその事実を打ち明けることができなかったのかもしれない。

　それに関しては文句はない。ないのだが……。

「会いに来いって……？　この俺に？」

　カードの端につけ加えられた柔らかな筆跡は、きっと父の再婚相手のものなのだろう。

　まだ一人ではろくに字が書けない娘むすめに、見本を与あたえ、根気よく教えながら封筒とカードを書かせた姿が容易に想像できる。

　両親が離り婚こんしてからの六年間、弘樹は一度も父に連れん絡らくをとろうとしなかったし、父からの電話をも拒こばみ通していた。

　そんな自分に、この招待状を送る決意をするまで、父と再婚相手の女性がどれだけ悩なやんだか、それがわからないほど今の弘樹は子供ではない。

　母が再婚し、一人暮らしをするようになった高校生の息子が不自由をしていないか、寂さびしくはないかと心配し、娘の誕生日をきっかけに関係を修復しようとしている。そんな優しい気持ちからの行為なのだと理解はできる。だが、

（……勘かん弁べんしてくれよ）

　弘樹は手に持っていたカードを握にぎり潰つぶした。

　縁えんが切れていた六年間で、彼らは誰にでも誇ほこれる暖かい家庭というやつを築いたのだろう。

　だが弘樹は、愛し合って結婚したはずの両親がすれ違ちがい破局に向かうのを間近に見ていたせいで、どうしても他人を信じることができずにいたのだ。

　話をしようと手を差し伸のべてくれる恋人を手に入れた今は、その不信感も薄れつつある。が、完全に消えたわけじゃない。

　──俊は決して裏切らない。

　そう信じているのに、もしかしたらと考えてしまうことがある。

　両親だって愛し合っていたから結婚したのに、結局別れてしまったのだ。自分たちが同じ轍てつを踏ふむ可能性だってゼロじゃない。

　もしも、この不安が現実になっても、俊だったら新しい誰かを見つけ、父のように新しい幸せを築くことができるのかもしれない。

　だが、弘樹には無理だ。

　俊を失ったら、両親の破局で受けた心の傷が、また開いてしまう。

　弘樹には、癒いえかけた傷をえぐられる痛みに耐えられる自信はなかった。

　同じ痛みを受ける危険をおかしてまで、もう一度新しくやりなおす気力なんてない。

（絶対、会いに行かない）

　父が新しく得た幸せな家庭なんか見たくない。

　幸せな家庭で、なんの傷を負うこともなく育っているだろう妹にも会いたくなんかない。

（俺おれは……ひがんでるのか……）

　そんな考えがふと浮うかぶ。

　否定できない自分の狭きよう量りようさが腹立たしく、疎うとましい。

　弘樹は握り潰した招待状を、部屋の片かた隅すみへと放り投げた。




　　　　☆




　いつもより早めに仕事を終えた俊は、視し聴ちよう覚かく準備室へ向かった。

　視聴覚準備室の主、英語担当の及川に会うためだ。

「失礼しま……、わっ!!」

　ノックしてドアを開けた途と端たん、いきなり濃こい二枚目顔と衝しよう突とつしそうになった。

「助けてください！　安藤センセッ！」

　及川が、ガバッと俊に抱だきついてくる。

「な、なんなんですか!?」

「あの人が、ぼくをムリヤリ拉ら致ちしようとしてるんですー」

　及川の指差した先には、女性教師、赤坂が腕うでと足を組んでふんぞり返っていた。

「人聞きの悪いこと言ってんじゃねーよ。──安藤先生、そいつ、逃にがさないでくださいね。この後、ちょっと使うんで」

（ちょっと……つかう？）

　いったいなにに使うんだろう？

　興味を引かれた俊は、べったりと張りついている及川を手で押し戻もどしながら、そのまま室内へと入った。

「及川先生を、なにに使うんですか？」

「ボディガードよ」

「はぁ？」

「わたしのように美しい女が一人で飲みに行くと、色々と面めん倒どうなのよ。誘さそわれたり、からまれたりしちゃって落ち着いて飲めないの。だから、そいつがいるとなにかと便利なのよね」

「噓うそですからね。安藤センセ。──この人、飲むと、すっごく質たち悪いんですよ。モノは壊こわすし、見知らぬ人にからむし……。そんでもって、最後には前後不覚な状態にまでなっちゃうんですよ。だから、ぼくにつき合わせて弁べん償しようやら、事後処理をさせようって魂こん胆たんなんですよぉ」

「なるほど。そーなんですか」

　俊は二人を見比べて頷うなずき、

「そういうことなら、どーぞどーぞ」

　ぎゅうぎゅうと及川の背中を押して、赤坂に渡した。

「ありがと。安藤先生は優しいのね」

　ガシッと及川の手首をつかんだ赤坂は、ニッコリと微ほほ笑えむ。

「安藤センセ、ひどい」

　恨うらみがましい目で及川に見られたが、この際、無視するしかない。

　前後不覚になるまで飲むなんて、俊にとっては他ひ人と事ごとじゃない。

　俊はその悪あく癖へきのおかげで、運良く弘樹と出会えたが、世の中、そうそう甘あまい話ばかりではないだろう。『世話焼き』及川と一いつ緒しよなら、どんな状態になってもきっと無事に部へ屋やまで送り届けてくれそうだ。

　赤坂が禁酒すれば良いい話なのだが、それができない気持ちも、俊にはよーくわかっていた。

「安藤先生、これになにか用があったんでしょう？　特に急いでないから、どうぞ」

　赤坂が、ニッコリと微笑む。

　彼女はコケティッシュな雰ふん囲い気きがただよう、個性的な美人だ。

　そんな彼女に生徒達がつけたニックネームは『コロリ』。

　話す相手と気分次第で、口調と態度がコロコロ変わるからだと、俊は仲良くしている生徒に教えてもらった。

　俊や及川は、容姿の特とく徴ちようからニックネームを命名されてしまったのだが、性格の特徴をニックネームにされるのと、どっちがましだっただろう？

　ちょっと考えた俊は、どっちも嫌いやだと思った。

「用はないんです。仕事が早く終わったから、ちょっと寄ってみただけで……。だから、気にせず、飲みに行っちゃってください」

　お先に失礼しますねーっと、俊はドアに向かった。

　その両腕が、ガシッと両側からつかまれる。

「な、なんなんです？」

「仕事、終わったんですよね。安藤センセ」

「そういうことなら、一緒に行きません？」

「いえ、あの、おれ、このあと用事あるんです」

「ぼくを助けると思って、ちょっとだけつき合ってくださいよー」

「用事あるんなら、最初の乾かん杯ぱいにつき合うだけでも良いから、一緒に行きましょう」

　両側からたたみかけるように言われて、俊は混乱した。

「すいません。ホントに食事の予定が入ってるんで……」

「誰だれと、何時に会うんです？」

「どこで食事するの？　どうせだったらご一緒しません？」

「え、あの……」

　根が真ま面じ目めだから、この二人を納なつ得とくさせるだけの噓がすんなりと出てこない。

　あなた達も良く知っている高梨弘樹と、彼のマンションで食事するのだとは、口が裂さけても言えるわけがない。

（ど、どーしよう。赤坂先生の機き嫌げん損ねると、あとが怖こわそうだし……。あ、そっか！）

「あ！　約束、今日じゃなくて、明日だったかもしれないです」

　ちょっとすみませんと腕を離はなしてもらって、手帳を開ける。

「やっぱり、そうだ」

「じゃ、今日は？」

「暇ひまです。おつき合いさせてもらいます」

　もちろん、手帳にはなんの予定も書き込んでいない。

　進路希望調査を提出しろと、赤坂が弘樹を怒ど鳴なっていたのを思い出したのだ。

　校内で特定の生徒の進路を聞いたりしたら、どうしてそんなことを聞きたがるんだと、不ふ審しんに思われるかもしれない。だが、飲みに行った先で、冗じよう談だんまじりにそれとなく聞き出せば、さほど不審に思われずにすむだろう。

「でも、おれ、酒飲めませんよ」

「良いいのよ。隣となりに座っててくれれば、それで充じゆう分ぶん。──両手に花ってもんだわ」

　赤坂は嬉うれしそうにはしゃいでいる。

「ぼくたち、お花なんですかぁ？」

　及川は苦笑しているが、俊は正直いってムッとした。

（誰が花だ！）

　幼い頃ころ、女の子に間違われ続けたせいで育はぐくまれた容姿に対するコンプレックスを刺し激げきされたのだ。が、先せん輩ぱい相手に怒るわけにもいかない。

「喜んでいただけて、光栄です」

　愛あい想そ笑いを浮かべている自分を、「お前も大人おとなになったなぁ」と誉ほめてやりたい心境だった。







　十五分後に正門前で待ち合わせることにして、鞄かばんを取りに職員室へと戻った。

　その途中、職員用のトイレに入って、誰もいないことを確認してから携けい帯たいを取り出す。

　呼び出しコールを四回聞いた後、「もしもし……」と、不機嫌そうな弘樹の声が聞こえた。

　俊が相手だと穏おだやかな口調になるのだが、普ふ段だんの弘樹はいつもこんな風に投げやりな調子でしゃべる。そんなだから教師達の受けがよけい悪くなるのだろう。

　やっぱり一度話し合ったほうが良いかなと考えながら、「おれだけど」と話しかけたら、

「俊？　電話なんて珍めずらしい。なんかあったか？」と、露ろ骨こつに優しい口調になった。

（しょーがない奴やつ）

　俊は苦笑した。

「あのさ、もう夕食の支し度たくはじめてた？」

「いや、今日はまだだけど……」

「そっか、ちょうど良かった。先生達とのつき合いで遅おそくなるから、今日はそっちに行けそーにないや。ごめんな」

「……つき合い……？　だれと？」

「え、及川先生と……」

　赤坂先生と続けようとして口ごもる。

　進路調査の件は、弘樹に直接聞けばそれですむ話で、担任の赤坂から話を聞き出そうとするのは、教師の立場を利用した、いわばカンニング行こう為いのようなもの。

　お節せつ介かいがすぎるとふてられるかもしれない。

「ダレと、二人で？」

「う、うん。そう……」

「……なんで、そういうことになったんだ？」

「なんでって……。別に、特別なんかあるとかじゃねーんだけど」

　つきなれない噓のせいで、どうにも歯切れが悪くなる。

「ほら、あの、職場の人間関係を円えん滑かつにするためにもさ、たまには夕食ぐらいつき合わねーとまずいからさ」

「そんなん、どうだっていいじゃねぇか」

　電話の向こうで舌打ちする音が聞こえた。

「いや、でも」

「あんな奴ほっぽっといて、さっさと帰ってこいよ」

「あんな奴って。……目上の人に向かって、その言い草は酷ひどくねーか？」

「俺おれより、あいつのほうが良いいってわけ？」

「な……!?」

（なに言ってんだ。こいつ）

　弘樹のふざけたセリフに、俊は怒るよりもあきれて絶句してしまった。

　恋こい人びとと同どう僚りようを比べるなんて無茶苦茶すぎる。

「子供みたいなこと言ってんじゃねーよ。──とにかく、夕食は無理だけど、今日中にそっち行くから。話はそのときに」

　携帯の向こうで弘樹がなにか言っているようだったが、俊は一方的に通話をカットした。

　電話で話す内容じゃないし、ここは校内だから誰かに聞かれるかもしれないと思うとどうにも落ち着かない。

（…機嫌、悪かったのかもな）

　直接会って話せばきっとわかってくれるだろうけど、それまでの間、気持ちがすれ違ちがったままだと思うと、無性に寂さびしくなる。

　俊は、一方的に切ってしまった携帯を眺ながめため息をついた。







「もお、おまえら、つき合い悪いなぁ。もっと飲めよー！」

　赤坂が空になったジョッキを居酒屋のテーブルにドンッ！　と叩たたきつける。

　隣に座っているだけで良いと言った癖くせに、この言い草。

　飲むと質たちが悪いというのは、偽いつわらざる真実だったらしい。

「まぁまぁ、怒らない怒らない。楽しく飲みましょうよ」

　及川が赤坂をなだめ、通りかかった店員に追加注文をする。

　中ジョッキと、ライチのシャーベットを一つずつ。

　運ばれてきたジョッキは赤坂の前に、シャーベットは及川の前に置かれた。

「最近は居酒屋のデザートも質が上がってきましたねぇ」

　濃こい二枚目面づらを嬉しそうにクシャッと歪ゆがめて笑う及川は、酒をほとんど飲まずにデザート類ばかりを注文していた。

　本人曰いわく、酒は飲んでも酔よわないからつまらないのだそうだ。

　飲めば飲んだだけきっちり酔っ払ぱらう俊は、一杯目のジョッキをちびりちびりと舐なめつつ、心の底から羨うらやましいと思った。

　酒は飲めないと宣言したものの、以前、新任教師の歓かん迎げい会かいで飲んでいたのをしっかりと目もく撃げきされていて断りきれなかったのだ。

「貴様、男のくせに甘あま党とうだなんてサイテーだぞ！」

「あ、それ、男女差別ですね。いけませんよー」

　からむ赤坂を、あっさりと及川がいなす。

　そんな二人を眺めながら、俊は失敗したかなぁと少々後こう悔かいしていた。

　思っていたより赤坂のペースが速くて、進路調査の話を聞き出す前に酔っ払ってしまったのだ。こんな状態で話をきいても、まともに答えてくれるかどうか、怪あやしいところだ。

「安藤センセ、さっきから全然しゃべらないですね。つまんないですか？」

　不安が顔に出てしまっていたらしい。及川に聞かれて、俊は慌あわてて首を振ふった。

「いえ、そうじゃなくって……。ただ、その、ホントに凄すごいなぁって」

「そうでしょう。この人、ホント、たち悪いんですよぅ」

　二人は、赤坂の耳に届かないよう小声で囁ささやきあって、苦笑した。

「コソコソとなんだぁ？　あたしの悪口か？」

「いえいえ、実に豪ごう快かいで男らしい方だと誉めてたんですよ」

「そうか？　もっと褒ほめ称たたえてくれたまえ」

　あっはっはと笑う赤坂に、俊の不安はピークに達した。

（ダメもとで聞いてみるか……）

　弘樹と気まずくなってまでつき合ったのだ。成果を得ないままで帰るのは虚むなしすぎる。

「豪快と言えば、今日、豪快に怒鳴ってらっしゃいましたよね？　そこの高梨弘樹！　って」

「ああ、聞かれてたか」

「聞いてしまいました。進路希望調査がどうとか……。ずいぶん怒ってたみたいで」

「そうなんだよ。もう、あったまきちゃってさっ！」

　赤坂は、おでんの卵にグサッと割わり箸ばしを突つき立てた。

「なにやったんです？」

「それがさぁ、あいつ、進路希望調査に、『自宅から通えるところならどこでも』って書き込んで提出しやがったんだよ」

「おやまぁ。やる気ないですねぇ」

「そう思うだろ？」

　及川の相あい槌づちに、赤坂は勢いづいて話し続ける。

「あたしはさぁ、志望校は確定しなくても良いいからってちゃんと言っといたんだよ。希望学部とか、国公立か私学か、今回の調査はその程度のことを書けばいいからって……。なのに、なんなんだよ、あれはっ！」

　大きく口を開け、ゆで卵をひとくちで口に放り込む。

「…ほいで、……書きなおせって……言ったら、『どこがお勧すすめですか？』だって。もーあきれちゃって、開いた口が塞ふさがらなかったわよ！」

「口にもの入れてるときには、口、閉じててくれたほうが有り難いんですけどねぇ」

　赤坂の口から零こぼれたゆで卵の残ざん骸がいを、せっせとお手て拭ふきでふき取りながら、及川がぼやく。

「自分のことなんだから、自分で考えろってーのっ！」

「す、すみませんっ」

　俊は思わず謝ってしまっていた。

　弘樹は進路を悩なやむどころか、悩むことすらしていなかったらしい。

　毎日顔を合わせていたのに、その手の話題に触ふれなかったことが悔くやまれた。

「なんで、安藤センセが謝るんです？」

「え、いえ、あの、悪い話題を出しちゃったかなーって思って」

　ごまかし笑いをしながら言いつくろうと、及川は顔の前でこきざみに手を振った。

「いえいえ、いつものことですよ。どーか、お気になさらず」

「なにがいつものことだってーの？」

「赤坂センセは、いつも教育熱心でいらっしゃるってことですよ」

「あら、やだ、そう？」

　赤坂が、ほほほ…といきなり上品に笑い出す。

（酔っ払ってるときのおれも、こんな調子なのかな）

　単純で、傍はた迷めい惑わくで、感情の起き伏ふくが激しくて……。

　──人のふりみて我がふりなおせ。

　俊は、人前では決して酔っ払わないぞと、改めて心に誓ちかっていた。







　聞きたいことは首しゆ尾び良く聞きだしたし、早く帰ろうと思ったのだが、酔っ払った赤坂がなかなか解放してくれない。

　二軒けん目のスナックで、一人でボトルを空けた赤坂が酔いつぶれて、やっとお開きになった。

　酔いつぶれた赤坂は、こんな事態に慣れっこらしい及川が送っていくことになり、二人を乗せたタクシーを見送った後、俊は弘樹のマンションへと向かった。

（そんな臭におわねーよな）

　二軒梯はし子ごしてビールを二杯はい。ペースもゆっくりだったし、酔っている自覚もない。

　自分の息がアルコール臭いかどうか、アルコールを飲んだ本人にわかるはずがないのに、俊は手の平にハァーと息を吹ふきかけて確かめてから、ドア脇わきのチャイムを鳴らした。

　さほど待つこともなくドアが開く。

　風ふ呂ろ上がりらしく、パジャマ姿に肩かたにタオルをかけた弘樹は、無言で俊を招き入れた。

（機き嫌げんわるそ）

　暗い玄げん関かんから、室内へと移動すると、弘樹の表情がハッキリ見えてくる。

　俊は一気に暗い気分になった。

「弘樹、あのな……」

「あんた、酒のんでんの？」

　取りあえず、電話の一件から片づけようかと口を開きかけた俊を遮さえぎって、弘樹が言った。

「あ、うん。つき合いで……。でも、ちょっとだけだったから、全然酔ってねーよ」

「ふうん……。こんな遅くまで飲んでるなんて、よっぽど楽しかったんだな」

「遅くまでって」

　一軒目を出たのが九時近くだったのは覚えているが、その後は時計を見ていなかった。

　弘樹の肩かた越ごしに、リビングの時計を見た俊は啞あ然ぜんとした。

（やばっ！　午前様だ）

　機嫌が悪いのも当たり前だ。今日中にそっちに行くと言っておきながら、日付が変わってしまってるとは、大失敗だ。

「もう来ないかと思った。──なんか飲む？」

「あ、麦茶がいいな」

　ソファーに座りながら遠えん慮りよがちに注文すると、弘樹は自分の分の缶かんビールももってきた。

　いつもは、翌日にアルコール臭しゆうが残るとまずいから、十二時過ぎの飲酒は止とめているのだが、今日はそんな雰ふん囲い気きじゃない。

「あのさぁ、弘樹……」

　手て渡わたされた麦茶を一口飲んでから、俊は口を開いた。が、隣となりに座った弘樹からはなんの反はん応のうも返ってこない。

（いつもだったら、こっち向いてくれんのに）

　シカトされているみたいで、物凄く寂さびしい。

「話、聞く気……ある？」

「あるよ。──どうぞ」

　弘樹は、ソファーにゆったりともたれ、ビールを一口あおってから答えた。

（噓うそつき）

　どう贔ひい屓き目に見ても話を聞く態度じゃなかった。

　弘樹は依い然ぜんとして俊を見ようともしない。

　肩に手をかけ、『こっち向けよ』と気安く言えるような雰囲気でもない。

（学校にいるときと同じだ）

　こういう関係になる前、俊は、弘樹に対して苦手意識を持っていた。

　成績は良いし、話しかければ返事もする。だが決して心を開かずに、一歩引いたところからこちらを見下しているような感じがして、できるなら関かかわり合いになりたくないとさえ思っていたのだ。

　あの頃ころだったら、そんな態度を取られても「この生徒苦手だな」と思って終わりだったが、今はそうはいかない。

　縮まったはずの距きよ離りがいっきに開いてしまったような気がして、不安で、寂しい。

（やっぱ、隠かくし事はダメだよな）

　赤坂のことを隠したままで、今日のことを説明しようとしても、きっとスムーズにはいかないだろう。俊は、多少ムッとされることを覚かく悟ごの上で、すべて話す決意をした。

「あのさ、今日、実を言うと赤坂先生も一いつ緒しよだったんだ」

「コロリも？　ダレと二人きりじゃなかったのか？」

「三人で行ったんだ。って言うか、赤坂先生がいたからつき合うことにしたんだけどさ」

「なんだよ。それ」

　弘樹が目に見えてムッとする。

「変な誤解すんなよ。……今日、六時間目が終わった直後に、赤坂先生、お前んとこに行っただろ？　進路希望調査がどうとかって……。あれ聞いちゃったらさ、どういうことなのかすごく気になっちまってさ」

「……それでわざわざ、コロリに事情を聞いてきたってのか？」

「お節せつ介かいが過ぎるとは思ったけどさ。──赤坂先生に聞いたら、志望校どころか、進路を真ま面じ目めに考えようとしてないっていってたし……。なぁ、ほんとにそうなのか？」

「お節介すぎ」

　──バッカじゃねぇの？

　声を落とし、吐はき捨てるように弘樹が呟つぶやいた。

　独り言のつもりなのかもしれないが、この距離ではどうしたって聞こえてしまう。

　俊はカチンときた。

「お節介で悪かったな！　お前、ご両親に電話とかもしてねーみてーだし、一人で悩んでんじゃねーかって心配になっちまったんだよ」

「……親は関係ないだろ」

「あるよ。こういう問題って、親おや御ごさんともちゃんと相談したほうが良いいんだから。──そうだ。弘樹から電話入れてみたら？　きっと親身になって相談に──」

「余計なお世話だっ!!」

　俊の言葉は弘樹の怒ど鳴なり声に遮られた。

　初めて聞いた弘樹の感情的な怒鳴り声に、俊の頭は一いつ瞬しゆん真っ白になった。

「なんであんたがそんなことにまで首突つっ込むんだよ！　かんけーないだろっ！」

「……え？」

（関係ない……のか？）

　恋こい人びとの将来のことを心配するのはいけないことなのか？

　今だけじゃなく、この先もずっと一緒にいたいから、よけい気にかかってしまうのに……。

　うろたえている俊の肩かたに弘樹の手がかかる。抵てい抗こうする間もなくソファーに押おし倒たおされた。

「ちょっ……ひろき。や……めっ」

　強引に唇くちびるを奪うばわれ、俊は必死で顔を背けた。が、痛いぐらいに顎あごを摑つかまれて引き戻もどされる。

「黙だまってろよ」

「う……」

　熱を誘さそうようないつものキスとは違ちがう、乱暴で痛いだけのキス。

　もどかしそうにワイシャツのボタンを引きちぎり、身体からだをまさぐる手も強引で恐きよう怖ふ感を煽あおる。

　俊は、逃のがれようと、弘樹の肩を押したがビクともしない。

　本気で押さえ込まれたら全然敵かなわないのだと改めて思い知らされて、悔くやしくて、怖こわかった。

「イヤ……だってっ！　ひ…ろき」

　唇をやっと解放された俊が、全身で抵抗しながら訴うつたえると、弘樹はチッと舌打ちをした。

　その手が中心に伸のびて、さっきまでとはうって変わった優しい仕草で、やんわりとズボンの上から触ふれてくる。

「あ……や…だ」

　なれた愛あい撫ぶに、恐怖で縮こまっていたはずの身体が勝手に反応する。

（こんなん……ダメだ！）

　こんなかたちで身体をつないでしまえば、絶対にわだかまりが残る。

　安心していられた弘樹の腕うでの中で、恐怖や不安感を感じるようになるのは、絶対にイヤだ。

　だが、気持ちとは裏腹に、身体は敏びん感かんに反応してしまう。

「はな…せって…ば」

　俊は、たわいなく組み敷しかれる自分の非力さに苛いら立だちながら、力が抜ぬけ始めた身体で懸けん命めいにもがいた。ふと手が自由になって振ふり上げた途と端たん、パシッという音と共に手の甲こうに衝しよう撃げきが走る。

「あ……」

　手の甲は、偶ぐう然ぜん弘樹の頰ほおに当たったのだ。

　頰を叩たたかれた弘樹は、動きを止め、呆ぼう然ぜんとして俊を見おろしている。

　俊はその隙すきにソファーから逃にげた。

「ひろき……、こんなんサイテーだぞ。なんで、こんなことすんだよ」

「……あんたがうるせーから、黙らせようと思って」

　肩かたをすくめ、投げやりな調子で弘樹が答えた。

「なんだよ、それ……。それじゃあ、癇かん癪しやく起こした子供と一緒じゃねーか！」

「わるかったね。ガキでさ……」

　弘樹は壁際まで逃げた俊を追おうともせず、ソファーに深く座り直した。

　軽く首を動かして俊を見つめる目は、暗い。

「こっちこないの？──こないんだったら、帰れよ」

「え？　なに？」

　言われている意味が分からない。俊が聞き返すと、弘樹は、

「やらせてくれないんなら、もう帰れって言ってるんだよ」と、抑よく揚ようのない冷たい声で答える。

「な…に、言ってんだよ？　おれは、お前と話がしたいからきたんだぞ」

「はなし？　説教の間違いじゃねぇの？　ったく、教師根性丸出しでさ、家でまでそんな話聞かされるなんて、やってらんねーよ。──あんたもいい加減、ガキの相手すんの飽あきたんじゃねーの？　これに懲こりて、今度はもっと年上狙ねらったら？」

「ひ……ろき？」

　声は聞こえているのに、なにを言われているのかすんなりと理解できない。

　俊は、呆然として弘樹を見つめた。

「そんな不安そうな顔しなくたって大だい丈じよう夫ぶだよ」

　弘樹が、俊の視線から逃れるように顔を背ける。

「あんただったら、いっくらでも新しい男たらしこめるさ。俺おれだって、男になんか興味なかったのにあっさりひっかかっちまったしな……。ああ、そっか。やってるときの顔、自分じゃわからないか」

　喉のどの奥おくでククッと耳障りな笑い声をあげ、

「あんた、あんとき、スッゲー良いい顔してんだぜ」と下げ卑びた口調で言う。

　思いがけない弘樹の言葉に、俊は自分の耳がおかしくなったのかと思った。

「なに言って……」

「イクときの表情なんか、もうサイコー。あそこの締しめつけ具合も、女とは比べものにならないぐらいだし……。あれだったら、大抵の男は──」

「うるさい！　だまれっ！」

　もうこれ以上、なにも聞きたくない。

　俊は乱れた服もそのままに、弘樹の前から逃げ出した。







　徒歩だと十五分かかるアパートまでの道を全力疾しつ走そうで走り続け、震ふるえる手で鍵かぎを開ける。

　そのまま、玄げん関かん先でへたりこんだ。

　──心臓が苦しい。吐き気もするし、頭も酷ひどく痛む。

　俊は、肉体が訴える不快感をすべて走ったせいだと自分に言い聞かせた。

　弘樹が、本心からあんなコトを言ったのではないと信じたい。できることなら、さっきのやりとりのすべてを記き憶おくの底に押し込んで、なにもなかったことにしたかった。

　なぜ急に、弘樹があんなことを言い出したのか、まったく理解できない。

　俊が知っている昨日きのうまでの弘樹は、あんな言葉を投げつけるような奴やつじゃなかった。少々強引なところはあっても、俊を傷つけるようなことは決してしないと信じていた。

（おれの勘かん違ちがい……だったのか？）

　恋の成じよう就じゆにのぼせ上がって、勝手な理想像を弘樹に当てはめ真実に気づけずにいただけで、幸せだと感じていたあの日々は、全部独りよがりの間抜けな錯さつ覚かくだったのか？

　それとも、弘樹にあんなコトを口走らせた原因が、なにか他ほかにあるのだろうか？

（わかんねーよ）

　俊は答えを探る努力を放ほう棄きした。

　──今は、なにも考えたくないし、思い出したくない。

　顔を上げたひょうしに、つき合い始めた頃ころに弘樹からもらった黒い傘かさが視界に入った。

　開くと、内側に色あざやかな青い空のプリントがほどこしてある傘。

　以前、俊はこの傘に救われた。

　だが、今はこの傘に触れることすら厭いとわしく感じるのだ。傘の魔ま法ほうも効きやしないだろう。

　視界に入ってしまった傘から逃れるために、這はうようにして室内に入り、服のままベッドに潜もぐり込んだ。

　だが、いくら待っても動悸も吐はき気も収まらない。

　時間が経たつにつれ、先程の弘樹の言葉が幻げん聴ちようとなって繰くり返し戻ってきて、俊を苦しめた。身体を丸め、耳を押おさえるようにして頭を抱かかえたが効果はなかった。

　俊は、自分が涙なみだを流していることにも気づかずに、訪れない眠ねむりを待ち続けていた。




　　　　☆




　眠れぬままに朝を迎むかえ、それでも俊はいつもの時間に出勤した。

　教師が一日休めば、複数の生徒達の貴重な時間が無む駄だになる。プライベートのごたごたで仕事を休むなんて、俊には考えられないことだった。

　だるい身体を引きずるようにして学校に出勤したものの、頭がボウッとして意識がハッキリしない。寝ね不ぶ足そくのせいだと自分に言い聞かせ、俊は事務的に仕事をこなした。

　仕事を終えると、まっすぐ自分のアパートに戻って、すぐにベッドに潜り込んで丸くなる。

　──ある朝、目が覚めたら芋いも虫むしになっていた。

　昔そんな小説を読んだのを思い出し、羨うらやましい話だなんてちょっと思いながら目を閉じる。

　それでも、翌朝になっても俊は人間のままで、だから、仕方なく着き替がえて出勤した。

　その日は弘樹のクラスの授業のある日だった。

（おれは教師なんだから、こんなことで授業に穴を開けちゃダメだ）

　自分に言い聞かせ、動こうとしない足を無理矢理一歩ずつ動かして、教室に向かう。

　だが、辿たどり着いた教室に、弘樹はいなかった。

　前の授業まではいたと、他の生徒が教えてくれた。

（おれの顔、見たくなかったのか）

　俊は少しガッカリし、それ以上にホッとしていた。

　弘樹のことを思えば、授業をさぼるなんてもってのほかだと怒おこらなければならないのに、さぼってくれていて良かったと思ってしまった。

（……なさけねーよな）

　教師としての使命感より、個人的な感情を優先させてしまった。

　こんなんじゃ教師失格だと、俊はさらに深く落ち込み、ため息をついた。







　浮ふ上じようするきっかけもないままに、一週間が過ぎた。

　放課後、仕事を終えた俊は鞄かばんに荷物を詰つめ込んで職員室を出た。

　いつもだったらまだ明るい時間帯なのに、廊ろう下かの窓から見える空は暗く淀よどんでいる。

　雨が降るのかもしれない。傘を持ってきていなかった俊は、ため息をつきながら動きたがらない身体を叱しつ咤たしつつ廊下を歩く。と、そのとき、

「あっ！　安藤センセー発見っ！」

　廊下の遥はるか向こうから、叫さけぶ人がいる。

　及川だった。

「見つけましたよ！　捕つかまえましたよ！　逃にがしませんよ！　安藤センセ！　さあさあさあさあ！　ぼくと一いつ緒しよに来てください」

　真顔のまま、ズンズンズン！　と歩み寄ってきた及川にむんずと腕うでを摑まれた。

「え……あの？」

（なにがどーなってんだ？）

　及川の奇き妙みような行動パターンには慣れたつもりだったのだが、今回のこれは不意打ちだった。

　初めての行動パターンにうろたえ、対処できないうちにズルズルと引っ張られて歩かされ、ぎゅうぎゅうと視し聴ちよう覚かく準備室に押し込まれる。

「取りあえず、そこ座ってください。──今日はね、冷たいローズヒップティーを用意してあるんですよ。ローズヒップって、知ってます？　バラの実でしてね、天然のビタミンＣがたっぷりはいってるんですよ。酸味があるから食欲不ふ振しん時じに飲むと良い刺し激げきになりますし、美容と健康のためにもお勧すすめなんです」

　さあさあ、どうぞどうぞ、と手て渡わたされたグラスには、ルビー色の液体が注そそがれていた。

　浮うかんだ透とう明めいな氷が蛍けい光こう灯とうの光をはじき、本当の宝石のように光っていた。

（おいしそーかも……）

　勧められるまま一口飲んで、あまりの酸っぱさに口が歪ゆがんだ。

　色合いから甘あまいジュースを連想してしまったせいで、よけい酸っぱく感じたのかもしれない。

「あ、シロップつかいます？」

　及川は、自分のグラスに三個分のシロップを入れている。

　見てるだけで甘ったるさが口いっぱいに広がってしまった俊は、丁重に辞退した。

「それでいったい何事ですか？　なにか事件でも？」

　気を取り直し、俊が聞くと、及川はフッと遠い目をした。

「あったんですよ。一大事なんです。もう大変だったんですから……」

「なにがあったんです？」

　なにか悪いことでもあったのだろうか？　俊は思わず身を乗り出した。

「実はですね──」

　及川が同じように身を乗り出し、人差し指をピタッと俊の額に押しつける。

「──安藤センセが落ち込んでらっしゃるんです」

「え？　おれ……？」

　それは確かにそうだが、その程度のことのなにが一大事なんだろう？

　それに、及川とは科目が違ちがうから、飲みに行ったとき以来、顔を合わせていなかったのだ。

　それなのに、なぜそんなことを知っているのか？

　困こん惑わくしている俊から指を離はなし、及川はわざとらしく大きなため息をついた。

「ホントに大変だったんですから。あなたを心配した生徒達が押しかけてきて、ぼくになんとかしろって迫せまってくんですよ。──安藤センセの様子が変だから、なんとかしろって……」

「生徒が……？　おれのことを？」

　落ち込んではいても、授業はノルマ通りにキチンとこなしていた。騒さわがれるほど変なことはしていないはずなのだが……。

「まさか、ばれていないと思ってたんですかぁ？」

「はぁ……」

「甘いですよ。安藤センセ。生徒達をなめちゃいけません。──彼らは、学校という疑ぎ似じ社会の中で人間関係を築き上げて、日々経験値を上げてるんですよ。人間観察の能力はぼくらとかわりゃしないんです」

「……おれ、生徒達に心配されちゃってるんですか？」

「ええ、特にあなたのコアなファン達が……。──なにがあったのか、プライベートなことまで白状しろとは申しません。でも、もしも、ぼくに立ち直るお手伝いができるのなら手間は惜おしみませんよ？」

　いかがなもんでしょう？　フレームレス眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみが問いかけてくる。

　俊は深々と頭を下げた。

「ご迷惑とご心配をおかけしたみたいで、ホントにすみません」

「いえいえ、そんなそんな……。謝ったりする必要はこれっぽっちもないんですよ。──で、どうですか？」

「……すみません」

　心配げに問いかけてくる及川に、俊は再び頭を下げた。

　教え子でもある恋こい人びととうまくいかなくなったから落ち込んでるなんて言えるはずがない。

　もとより、心配して貰もらえるような立場じゃない。

「おれって、ホンットに情けないやつですよね。──ホント、教師失格だ」

「安藤センセ」

　ガクッと首を垂れたままで呟つぶやいたら、ポンポンと肩かたを叩たたかれた。

「さらに滅め入いってどーするんですか。しっかりしてくださいよ。──あなたは、少し自分に厳しすぎますよ」

「そんなこと……ないと思うんですけど……」

「いえいえ、ありありです。あなたの基準で言ったら、ぼくなんて、何千回も教師失格してますよ。──週に何回かは、生徒の足首つかんで、三階の窓からぶら下げてやりたいって想像しちゃってますしね」

「また……そんなこと言って」

　どうせ慰なぐさめるための噓うそだろう。

　俊が疑わしげに見つめると、及川はプルプルと首を振ふった。

「いえいえ、噓じゃないです。ホントですよ。もちろん、実際にはそんなことやりませんよ。暴力は根本的な解決にはつながりませんし、マスコミが飛んできちゃいますから……。まぁ、単なるストレス発散のための想像です。ぼくらだって人間です。落ち込みもするし、腹も立てる。──それで良いいんじゃないですか」

「そう……なんですか？」

「そうなんですよ。生徒達は、マニュアル通りの教師なんて求めていないと、ぼくは思いますけど」

「でも……、自分のことで頭が一いつ杯ぱいで、生徒達に余計な心配をかけるおれなんか……」

「──教師失格なんですか？」

　困った人だと言いたげに及川は微ほほ笑えむ。

「生徒に心配されるなんて、けっこうな話じゃないですか？　あなたのことを心配してここに来た生徒達を見て、ぼくはなんだか嬉うれしくなっちゃいましたけどね。誰だれかのことを気き遣づかえるってのは、ステキなことじゃありませんか？」

「はあ……」

　そうなのかもしれないが、気遣われる側としては、情けなさが先に立って素直には喜べない。

　俊の煮にえ切らない表情を見て、及川はまた微笑んだ。

「ねえ、安藤センセ……。あなたはどうして教師になりたいと思ったんですか？」

「どうしてって……。中学のときの担任の先生の影響なんですけど」

「やっぱり……。では、その先生、どんな方でした？　生徒だった頃ころのあなたは、その先生をどんな目で見てました？」

「どんなって……、素す晴ばらしい人で、尊敬してました」

「随ずい分ぶんと大おお雑ざつ把ぱですねえ。もうちょっと具体的に教えてもらえませんか？」

　俊は言葉に詰つまった。

　本当に大好きな先生で、理想的な教師だと思っているのに、どうしたことか表現する言葉が見つからない。

　結局、俊は、及川に説明できないまま視聴覚準備室をあとにした。







　自分のアパートに戻もどった俊は、懐なつかしい中学の卒業アルバムをめくりながら、最近思い出すことさえしなくなっていた記き憶おくを辿たどっていた。

　教師になりたいと思うきっかけになった中学三年のときの担任の教師と、その当時のクラスメイト達が写った卒業写真を見て、思わず笑みが零こぼれる。

　写真の中のみんなは、緊きん張ちようしているのか、同じように口元を引き締しめ、真ま面じ目めそうにしゃちほこばってる。が、普ふ段だんは、そんな表情はしていなかった。

　高校受験を間近に控ひかえた時期でも、無む駄だに緊張することもなく、毎日楽しく過ごしていた。

　すべて、担任の人ひと柄がらのおかげだったと思う。

　その彼が事故で早そう逝せいしたのは、俊が高校一年の夏休み。

『惜しい人を亡くした』

　焼しよう香こうに行った先で、大人おとな達がそう囁ささやき合っていた。

　ＴＶやマンガの中で慣れ親しんでいた言葉だったが、俊は、そのとき初めて、確かな実感を感じながらその言葉を聞いたような気がする。

　まだ三十代初めの若さだった。

　こんなことにならなければ、この先、何十人、何百人もの生徒達が自分たちのときのように、あの先生に励はげまされ、巣す立だっていっただろう。

（あのとき、初めて教師になりたいって思ったんだよな）

　先生のかわりに、先生のような教師になりたいと、そう思った。

　どんな先生だったのか？

　思い出そうとしても、やっぱり具体的なエピソードはなかなか思い浮うかばない。

　強きよう烈れつな個性を持ったタイプの教師ではなかったから、派は手でなエピソードには縁えんがなかったせいかもしれない。

　生徒を職員室に呼びつけるようなことはしないで、自分から教室に顔を出し、教室の隅すみや廊ろう下かで、まるで内ない緒しよ話ばなしをするかのようにこっそりと話をするような人だった。

　なめてかかって反はん抗こう的な態度を取る奴やつもいたが、彼は決して卑ひ屈くつな態度にはならずに始終穏おだやかに話し続け、生徒のほうはそんな彼に根負けして、最後には「しょうがねぇなぁ」と憎にくまれ口を叩きながら素直に話を聞くようになっていった。それに……。

（けっこう間ま抜ぬけだったよな）

　授業中に、いきなり、

「ごめん、今のうそ！　うそ教えちゃったよ」と慌あわてていたことがある。

　学校側の連れん絡らく事じ項こうを伝え忘れて、夜中に電話がかかってきたこともあった。

　今の俊に言わせれば、教師失格のオンパレード。

　だが、その当時は、そんなこと思いもしなかった。

　どんな先生だったのかと聞かれると返答に困るが、どんな人だったのかと聞かれるのなら簡単に答えられる。

　穏やかで、なによりも誠実な人だったと……。

　そんな人だったから、一いつ緒しよに頑がん張ばろうと言われると素直に頷うなずけたし、失敗してオロオロうろたえていると手伝ってやろうという気にもなった。

（もしかして、おれ、勘かん違ちがいしてたのか）

　教師という職業に憧あこがれていたわけではなかったのかもしれない。

　教師という職業は付属品で、あの先生のような人になりたいと、あんなふうに生きたいと願ったのが、そもそもの始まりだったような気がする。

　七年ぶりに気づいた真実というやつに、俊は「おれってバカ」と思わず噴ふき出していた。

　勝手な教師像を作り上げ、枠わくにはまろうとしていた自分の馬ば鹿かさかげんがおかしい。

　肝かん心じんなのは、個人としての姿勢。誠実に相手と向かい合おうとする姿勢だったのだ。

（だったら、やっぱり、今のおれじゃ失格だよな）

　義務感だけで学校にいって、ノルマ通りに授業をこなすだけ、生徒の顔なんて見ようともしなかった。心配されて一人落ち込むなんてもってのほか、心配して貰えたことをありがたいと思えば良かったのだ。

　──気遣ってくれる生徒がいる。

　その事実をただ素直に受けとめ、励はげまされ、喜べば良かった。

「及川先生に感謝だな」

　覚えているつもりでも、実際に意識しないと、思い出せないことがたくさんあるものだ。

　自分が生徒だった頃なんて、最近では思い出そうともしなくなっていた。

（あ……。違うか……）

　そういえば、少し前に弘樹とそんな話をした。

　夏休みの宿題の話を……。

（弘樹、今、なにしてるだろう？）

　少し気持ちが上向きになったおかげだろうか。

　喧けん嘩かして以来、弘樹のことを無意識に思い出して痛みを感じることはあっても、意識して考えることは避さけ続けていたのに、今は抵抗無く想おもいが向いた。

　つき合うようになってから、ずっと夕食を作り続けていてくれたから、時間を持て余しているかもしれない。いや、以前は夜遊びの常習者だったみたいだから、復活して遊びまくっている可能性の方が高いか……。

（おれとのことで、成績が下がったりしたらイヤだな）

　ふと、そんなことを思った自分に悲しくなる。

　そんなことばかり考えるから、教師根性丸出しだなんて言われたのだ。

　わかっているけど、弘樹が大切で心配だから、どうしても考えてしまう。

（でも、もうやめなきゃいけないんだよな）

　弘樹は、やってられないと言ったのだ。

（おれが妙みような教師根性にかたまりまくってたから、イヤになっちまったんだろーし……）

　でも、我が慢まんできなくなってあんなことを言い出す前に、なにか一言いって欲しかった。

　弘樹の望むような人間にはなれないかもしれない。だが、それでも一緒にいるための努力は惜しまなかった。

　自分に非があったと思えたら素直に認めたし、どうにも納なつ得とくできなかったら理解してもらうためにどんなことだってやった。

　こんな考え方が、教師根性丸出し過ぎて嫌いやなんだと言われれば、それまでの話なのだが……。

（他ほかの奴を捜さがせって言われてもなぁ）

　はい、そうですかと、簡単に気持ちは切り替かえられやしない。

　四年つき合った恋人にこっぴどく振ふられたときも、なかなか立ち直れずに地を這はう勢いで落ち込みまくっていたのだ。

（あれ。そういえば……）

　我が身を振り返った俊は、ちょっと青くなった。

　弘樹と出会ったのは、以前の彼女と別れ、落ち込みまくっていた時期。別れて一ヶ月も経たっていなかった頃だったのだ。

　別れる前から疎そ遠えんになりつつあったとはいえ、最終通告を受けるまでは、彼女といずれ結けつ婚こんすることになるだろうと信じて疑わなかった。

　その事実を、弘樹は酔よっ払ぱらった自分から聞かされていたかもしれない。

（おれ、もしかして、そーいう軽い奴だって思われてたのか？）

　有り得ないことじゃない。

（うわっ、サイテー）

　せっかく浮ふ上じようした気持ちが、またしてもずっしりと沈しずみ込む。

　俊は、頭を抱かかえ、ため息をつきながら卒業アルバムの上に突つっ伏ぷした。




　　　　☆




　金曜日の最後の授業は数学だった。

　授業に出る気になれなかった弘樹は、屋上で壁かべにもたれて座り、目を閉じていた。

「弘樹様、起きてる？」

　呼ばれて、弘樹がめんどくさげに目をあけると、森本が三日月型の目で微ほほ笑えんでいた。

　本当に機き嫌げんが良いいのか、それともこちらの機嫌を伺うためのお愛あい想そ笑いなのか、さっぱりわからない。

　どっちでも良いいけど、と投げやりに思いながら、弘樹は眉まゆをひそめる。

「その呼び方はやめろって言っただろうが」

「あ、ごきげんななめちゃんなんだー。ななめついでに授業もさぼっちゃったのか？」

「余計なお世話」

「余計なお世話ついでだけどさぁ──」

　森本は、弘樹の隣となりにしゃがんで、ジイッと顔を覗のぞき込む。

「──さぼるなとは言わないけど、もうちょっと考えてさぼれよ」

「なんだ？　それ？」

「同じ授業ばっかさぼるなって言ってんの。どーせだったら各教科、まんべんなくさぼれって。他のはちゃんと出てるのに、ヒョンの授業ばっかさぼってたんじゃ、ヒョンがかわいそーだろ」

　他のセンセー達に注意とかされそーじゃんかと、森本がつけ加える。

　考えてもいなかったことを指し摘てきされ、弘樹の胸は鈍にぶく痛んだ。

「あいつ、……ヒョン、……怒おこってたか？」

「怒ってるっていうより、落ち込んでるみたい。──授業中、何度もお前の席チラチラ見て、ため息ついてるしさ。……それでなくとも、最近のヒョンは様子が変なんだからさ、お前もちょっとは気を使えよな」

「……変って？　どんな風に？」

「笑わないし、無む駄だ口ぐちたたかないし……。とにかく変なんだよ」

「あ、そ……」

（まいったな……）

　気のない返事を返しつつも、弘樹は酷ひどく動どう揺ようしていた。

　あんな自分勝手なお子さまなんかにもう構っていられないと、そんな風に俊が怒ってくれていれば良いと思っていたのだ。

　だが、どうやらそうではないらしい。

　落ち込ませたかったわけじゃない。困らせたかったわけでもないのだ。

　あんなことを言った後で、なにを言っても信じては貰もらえないだろうけど……。

「高梨も、ついこの前までごきげんだったくせに、ヒョンと示し合わせたみたいにごきげんななめになっちゃうしさ。俺おれ、つまんねーよ」

　森本が、チラリと意味ありげな視線を向けてくる。

（……まさか……な）

　弘樹は一いつ瞬しゆん焦あせったものの、ばれているわけがないと自分に言い聞かせた。

「なんで、おまえがつまらながるんだよ？　関係ないだろうが」

「そんなことないって。──ヒョンや高梨みたいな美形は、俺にとっちゃ癒いやしグッズみたいなもんなんだから。いつもごきげんでいてくれないと、俺までしおれちゃうよ」

「……おまえ、変だ」

　弘樹はガクッと気が抜ぬけた。

「そう？　普ふ通つうだと思うけどなぁ」

　森本はマジで首を捻ひねっている。

　本人は真ま面じ目めなつもりなのかもしれないが、傍はた目めから見るととぼけているようにしか見えないその仕草に、なんだか気持ちが和なごむ。

（こいつに全部しゃべっちまおうか）

　ふと、そんな考えが浮うかんだ。俊のことや家族のこと、胸に溜たまっているモヤモヤのすべてを吐はき出してしまえば、いっそすっきりするかもしれない。

（やっぱ……ダメだよな）

　自分のことだけならともかく、俊とのことまで話すわけにはいかない。

　俊は、二人の関係が周囲にばれることをなによりも恐おそれていた。すでに終わってしまった今でも同じことだ。これ以上、俊を傷つけるような真ま似ねはできない。

「なあ、ごきげんななめくん。今晩、気晴らしに遊ばない？」

　ほとんど社交辞令化している誘さそい文句に、弘樹は条件反射で「また今度な」と答えたが、ふと考えを変えた。

「いや、やっぱ、行こうかな」

「え？　まじまじ？　スッゲー久しぶりじゃん。うれしーなー」

　森本は、いきなりぴょんと立ち上がると空に向かって手をあげ「やったぁー」と大喜びした。

「やっぱ、変だよ、おまえ」

　そんなに大喜びすることか？

　あきれつつ、何度も邪じや険けんにしてるのに懲こりずに声をかけてくれる森本の存在に少しだけ感謝もしていた。

　俊のいない週末を、一人きりで過ごすのは寂さびしすぎるから……。







　はしゃいでいる森本に、弘樹は、ナンパする気はないし、カラオケだったら絶対に行かないぞと何度も念を押おした。

「だいじょうぶ。もっと良いいとこだよん」

　そう言って、森本が案内したのは新しくできたというビリヤード場。

　広いフロアーには二十台ほどのビリヤード台が整然と配置され、打ちっ放しのコンクリートの壁の一方に貸し出し用のキューが並べられている。

　オープンしたての上に週末とあって、フロアーはかなり混こんでいた。

　客の中には、以前の遊び仲間達の見知った顔もある。今は、ここが彼らにとってメインの遊び場なのだろう。彼らがこの店の売り上げに貢こう献けんするのは一時のことだ。新しい遊び場を見つけたら、すぐにそちらに乗り換かえる。

　どうせだったらオープンしたての騒さわがしさが一段落ついてから来たかったなと、弘樹は店内の騒そう々ぞうしさに辟へき易えきしながら思った。

「俺からでいい？」

　森本がウキウキとキューを構え、手玉を突く。だが、手玉は見事にラインをそれ、どのボールにも当たらずに虚むなしくクッションに当たり跳はね返った。

「へたくそ」

「へへへー。も一回、仕切りなおしな？」

　森本は、弘樹の返事を待たずに手玉をもう一度台の上に置き直した。

　今度はなんとかボールに当たったものの、完全なミスショットだ。一番最初に当てるべき、１ボールにかすりもしていないのだ。

「おまえ、ホンットにへたくそだな」

　これでは相手にならない。弘樹がどんなに手加減しても、勝敗の行方は明らかだ。

「ルール無視のワンショット交代制にするか？」

　仕方がないから、そう申し出たら、森本はキューを両手で握にぎりしめ、嬉うれしそうに目をしばたたかせた。

「やん。もう、弘樹様ったら優しいんだからん」

　どうやら本人はかわいこぶってるつもりらしいが、目が細すぎて年寄りのまばたきにしか見えない。

「気持ち悪いからよせ」

「あ、そう？　じゃ、次、高梨の番なー」

「はいはい」

　なにを言っても悪びれない森本に、どっと脱だつ力りよく感かんを覚えつつキューを構える。

　手玉は思い通りのラインを描えがいて転がり、１ボールをポケットに押し込んだ。

「うっわー、スッゲーなぁ」

「今のはなんにも難しいことないぞ？」

「えー、だってさぁ。思った方向に手玉を動かすことじたい、できねぇんだもん。俺」

　その言葉通り、森本が突いた手玉は、ボールを避けるように虚しく転がるばかり。

　さすがに見かねた弘樹が、弘樹自身もみようみまねで覚えた基本を教えてみたが、一向に上達しない。

　もしかしたら、森本の細すぎるあの目には、一いつ般ぱん人じんとは違う機能がついていて、自分とはまったく違う光景を見ているのかもしれないとまで弘樹は思った。

「しっかし、ここまで下へ手ただと、逆に感心しちまいそうだ」

「やだなぁ。てれるじゃんか」

「誉ほめてない……。なぁ、森本。今まで何回ぐらいビリヤード場にきたんだ？」

「え？　んーっと、ここできてからだから、七回……ぐらいかな？」

「それ、……マジですごいな」

　それぐらい通ってれば、どんな運動音おん痴ちでもある程度はできるようになっているはずだ。

　弘樹が知る限り、森本の運動能力は並より少し上のレベルだ。それなのに、ビリヤードだけは上達しないとくれば、これはもう根本的な才能に見放されているとしか思えない。

「いや、もう、それほどでも」

　森本は、弘樹のあきれ顔に、へへへーっと懲こりずに笑っている。

「……ま、でも、そんだけ下手でも通いたがってるんだから、ビリヤードは好きなんだな」

「うん。もう夢中さ」

「それは真剣に凄すごいな。誉めてやるよ。──俺だったら上達しないゲームなんか、見切りをつけてやめてるぜ。一回も勝てないんじゃ、つまらないもんな」

　忍にん耐たい強いというか、懲りないと言えばいいのか……。

　森本がそういう性格だからこそ、自分たちの友達関係は維い持じできているのだと弘樹は知っている。でなければ、つき合いは悪いし、森本を邪険にすることが多い弘樹は、とっくに見放されているはずだ。

「あんがと。へへ、それ、真ま希きちゃんにも言われたよ」

「まき……って」

　できれば二度と聞きたくない名前だった。

　夏休み前、弘樹が停学処分を受ける原因になった少女の名前。

　弘樹にとっては自分勝手で軽けい薄はくな最低女なのだが、いまだに会っているのだから森本にとってはそうではないのだろう。

「うん。真希ちゃん。高梨、忘れてる……わけないか。──あのさ、実を言うと俺達、またつき合ってんだ」

　弘樹は絶句した。

　真希と会うだけでも驚おどろきなのに、つき合っているなんて、森本の正気を疑う。

　真希は、森本という彼氏がいるにもかかわらず、ちょっと見のいい男に声をかけられて、最初から浮うわ気きするつもりでその男の部へ屋やに行くような少女だったのだ。その挙げ句、複数の男にレイプされて泣きをみたが、自業自得だと弘樹は思っている。

　しかも、それが最初の浮気と言うわけでもなかったのだ。

「バッカじゃねぇの？　あのバカ女、絶対また同じ騒ぎを起こすに決まってる。それでも良いいのか？」

　他ほかの誰だれかの話だったら物好きな奴やつだとあきれて終わらせるところだが、相手が森本とあってはそうもいかない。このお人ひと好よしの友人が、あんなバカ女にまた傷つけられるようなことになったらと思うと、なにやら腹立たしくなってきて黙だまっていられなかった。

「そっかなぁ？　最近、真希ちゃん随ずい分ぶん変わったよ。夜遊びも控ひかえてるし……」

　森本は、それにさぁとつけ加えながら、眉まゆをひそめ不快感をあらわにしている弘樹を気き遣づかうようにチラリと見る。

「浮気されちゃったのって、やっぱり俺にも原因があったって思うし……。今度は、同じ失敗しないように、俺も頑がん張ばってるんだけど……」

「お前のせいじゃないだろうが！」

　カッとした弘樹が思わず怒ど鳴なると、森本はピッと肩かたをすくめた。

「もお、そんな怒おこるなよぉ。仕方ないじゃんか。俺はそう思っちゃうんだからさ……。弘樹の番だよ。時間もったいないから続きやろ？」

「んなこと思うな！」

　怒いかりのままに突ついた手玉は狙ねらいをそれ、ボールをかすめるにとどまる。

　弘樹はチッと舌打ちした。

「そんなこと言われても、思っちゃうのはやめられないって……。俺が、真希ちゃんを好きなのも一いつ緒しよ……。──俺が真希ちゃんを好きなぐらい、真希ちゃんは俺のこと好きになっちゃくんないかもしんないけどさ、そんでも好きなんだもんよー。仕方ないんだって」

「また裏切られても良いいってのか？」

「そりゃ良くないよ。良くないから頑張ってんじゃんか」

　気負わない口調でそう言いながら、森本がろくに狙いも定めずに突いた手玉が、クッションに二度跳ね返ってからボールにあたり、見事にポケットインする。

「すげー！　今の見た？　なあなあ、凄いよな？」

「まぐれだろ？」

　喜んではしゃいでいる森本に答えながら、弘樹はキューを壁かべに戻もどした。

「なに？　どしたの？」

「帰る」

「え、まじ？　なんで？　時間まだあるし、もっとあそぼーよ。ここ出たら、俺のバイト先でただ酒のましてやろーと思ってたのに」

「また今度な」

　早足で出口に向かう弘樹を、森本が慌あわてて追いかけてくる。

「なぁなぁ、もしかして怒ってる？」

「別に……」

「じゃ、あきれちゃったわけ？」

「違う……」

「じゃ、なんで急に帰るなんて言うんだよー」

　表通りに出ても森本は離はなれようとしない。弘樹はため息をついてから立ち止まった。

「お前としゃべってたら、自分がバカに思えてきたんだよ。──ことわっとくが、けなしてんじゃねーぞ。誉ほめてるんだからな」

「……？　なにそれ？」

「そのうち教えてやるよ。許可が出たらな」

「許可って誰の？」

「……そのうちな。お前もさっさと帰って、あのバカ女にでも会いに行けよ。じゃあな」

　弘樹はその場から足早に立ち去った。

「お前も？　もってことは弘樹も彼女に会いに行くわけ？　ちょっとこら！　教えろよー！」

　森本の声を背中で聞きながら、弘樹は人ひと混ごみを縫ぬうようにして小走りに駆かけ、駅に向かう。

　俊に会うために……。

（今いま更さら行っても、手て遅おくれだろうな）

　それでも、今、会っておかなければならないと思う。

　森本の話を聞いているうちに、今の自分は、あんなに嫌きらっていた父親と同じことをしているのだと、気づいてしまったのだ。

　自分の中の苦痛や悩なやみを打ち明けることなく、一人で煮に詰つまって、自分の手で絆きずなを断ちきるような真ま似ねをした父と……。

　弘樹には、森本のように、好きなんだから仕方ないと言い切ることなんかできなかった。

　自分の中の不安感に負け、なにもかもを放り出して、俊を傷つけてしまった。

　俊は話し合おうよと、手を差し伸のべていてくれたのに……。

　会って、一言謝りたい。

　ただその一心で、弘樹は夜の街を駆け抜ぬけた。




　　　　☆




（暇ひまだなぁ）

　俊は週末の夜の長さにうんざりしていた。

　しかも今日はまだ金曜日の夜で、この後の二連休、なにをして過ごせば良いんだろうと思うと、よけいに気が滅め入いる。

　弘樹と一緒のときは短く感じていた時間が、一人だとこんなに長い。

　溜たまっていた新聞を読もうとしたが、集中力が持続しなくて、すぐに放り出してしまった。

　ゴロンとフローリングの床ゆかに寝ね転ころがったら、視界にはいるのがイヤでベッドの下に押おし込んでおいた、弘樹にもらった傘かさが目に入った。

　手を伸ばして引っぱり出し、寝ころんだままポンとひろげ、顔の上にかかるようにそのまま床の上に置いた。

　切り取られた青い空。

　この傘を貸してもらったときも嬉うれしかったけど、プレゼントされたときはもっと嬉しかった。

　俊の救いになったこの小さな青い空だけじゃなく、それを与あたえてくれた弘樹の存在そのものも、自分のものになったと思ったから……。

　だが、現実はこれだ。

　傘だけが手元に残って、弘樹はもういない。

　弘樹がいなければ、傘の魔ま法ほうも効きやしない。

　喪そう失しつ感だけが胸一いつ杯ぱいに広がって、なんの救いも感じ取れない。

（弘樹と会う前、おれ、なにしてたんだっけ？）

　実際には三ヶ月弱しか経たっていないのに、随分前のことのようにも思える。

　ずっと以前は、前の彼女と一緒に過ごしていた。彼女と疎そ遠えんになった頃ころは家に持ち帰った仕事をこなすのに夢中だった。そして別れた後は、この部屋で一人で滅入り、たまった仕事を片づけながら酒を飲んでいたような気がする。

　そして、寂さびしさに耐たえきれなくなって一人飲みに行った先で、弘樹に出会った。

（今頃、弘樹、夜遊びにでも行ってるかもな）

　弘樹は俊と出会う前は夜遊びの常習者だったのだ。ずっと側そばにいてくれて、楽しそうに振ふる舞まっていたけど、本当は以前の生活に戻りたいと思っていたのかもしれない。

　そんな考えが俊の脳裏をよぎる。

　まだ高校生なんだから、一人の人間に縛しばられずに遊びたいと思っても無理ない。

　俊は、周囲に二人の関係が知られるのを恐おそれ、二人で出歩くのを極力避さけ続けていた。

　二人で外を歩いたのは、初めからやり直そうと決めた、あの日が最初で、そして最後。

　閉へい鎖さされた空間でずっと二人きり、しかも教師根性を丸出しにした自分に説教臭くさいことを言われ、我が慢まんできずにぶち切れた。

　あの夜、弘樹が急に態度を変えた裏には、そんな気持ちの動きがあったのかもしれない。

　それに、弘樹があんなにきつい言葉を投げつけたのは、自分のことを簡単に新しい恋こい人びとを見つけられるような軽い奴やつだと思っていたからなのかもしれないし……。

（ほんっと、サイテー）

　出会ったときからそういう軽い人間だと思われていたらと考えただけで、胸に痛みが走って息が詰まる。

　俊は青い空を見続けていることに耐えきれなくなって瞳ひとみを閉じた。

　話し合おうよと言い続けていたにもかかわらず、弘樹に投げつけられた手痛い言葉の数々に耐えきれなくなって逃にげ出してしまった。

　あのとき、自分は踏ふみ止とどまるべきだったのだ。

　踏み止まって、弘樹の真意をきちんと問いただすべきだった。

　たとえ弘樹が、自分のことを二度と顔を見たくないと思うほどに疎うとましがっていたのだとしても、自分の気持ちをハッキリと言っておけば良かった。

　別れたくない、と……。

　それをしなかったから、今の自分はこんな風に時間を持て余しているのだ。

　ただ純じゆん粋すいに悲しむこともできず、同じ場所に留とどまったまま、グズグズと後こう悔かいばかりを繰くり返して……。

　目め尻じりから耳の上あたりに、妙みようななま暖かさを感じて瞳を開けると、青い空がぼんやりと滲にじんで見えた。

「……おてんき雨だ」

　ははっと弱く笑い、両手で顔を覆おおう。

「……っ！　……なにやってんだ！　おれ」

　なさけない！　と、自分で自分を罵ののしる。

　こんなところで一人で後悔して、泣いたからってなにも変わらない。

　伝えなければ、なんにも変わりやしないのに……！

　俊は傘の下から抜け出し、手の甲こうで涙なみだを拭ぬぐった。

　なにを言ってももう手遅れかもしれない。

　それでも、本気だったことだけは伝えておきたかった。

　簡単にかわりを見つけられるような、そんな軽い気持ちでつき合っていたんじゃないと、本気で愛しているんだと、それだけは弘樹に知っていて欲しい。

　信じていてもらいたい。

　俊は戸と締じまりもそこそこに、アパートから飛び出した。







（急がねーと）

　弱気になってこの気力が萎なえる前に、弘樹と会って話さなきゃならない。

　アパートから出たものの、通路の蛍けい光こう灯とうが少し前から切れていて手元が暗いのと、焦あせって震ふるえる手のせいで、なかなか鍵かぎ穴あなに鍵が入ってくれない。

「あー、もう、いいっ！」

　面めん倒どうになった俊は、盗ぬすまれて困るようなものはなにもないと腹をくくって、そのまま出で掛かけようとした。が、「不用心」と声をかけられて、足を止める。

　振り向いた先には、弘樹がいた。

　薄うす暗ぐらいのと、蝶ちよう番つがい側がわのドア脇わきの壁かべにもたれて立っていたから、今まで気づかなかったのだ。

「なんで……、いつから、ここに？」

（これ、夢かな？）

　弘樹に会いに行こうとして飛び出した途と端たん、本人に会えるなんて都合が良すぎる。頰ほおをつねって確認しようかとも思ったが、やめた。

　もしも夢だったら、自分の手で終わらせるのは勿もつ体たいない。

「あんたに会いに来たんだけど、呼よび鈴りん鳴らそうと思ったら、なんかバタバタ騒さわがしかったから……。出掛ける用事があるんなら、明日出直すよ」

　うつむき加減の弘樹が、ぼそぼそと呟つぶやくような声で言う。

「用事なんて、お前に会いに行こうと思ってただけで……」

　会えて嬉しいのに、気まずく別れて以来一度も顔を合わせていなかったから、なんとなくぎこちない態度になってしまう。

　弘樹から見たら、同じようにぼそぼそしゃべっているように見えるのかもしれない。

「俺に、会いに？」

　薄暗いからハッキリとは見えなかったが、微かすかに弘樹の顔がほころんだような気がする。

　そんな表情に背中を押され、俊は弘樹の腕うでに手を伸のばした。

「中、入れよ」

　腕を引っ張ると、なんの抵てい抗こうもなく弘樹も足を動かしてくれる。

（ホントに会いに来てくれたんだ）

　そんな実感がじんわりと染み入ってきて、胸がせつなく痛んだ。




　　　　☆




　部屋に入ってあかりをつけた途端、弘樹がむずがゆそうな顔をする。

「傘、なんで開いてるんだ？」

　今日雨降らなかったよな？　と突つっ込まれ、俊は慌あわてた。

「む、虫干ししてたんだ」

　傘の下で一人悶もん々もんと悩なやんでなきべそをかいていたんだなんて情けなさすぎて言えやしない。

　急いでたたんでベッドの下に押し込み、かわりに客用の座ざ布ぶ団とんを引っぱり出して弘樹を座らせた。俊もテーブルの向かい側に座り、話をしなきゃと決意を新たにしたものの、気負いすぎているのかなかなか言葉が出てこない。

　弘樹も、座った途端にまたうつむいてしまって、だんまりを決め込んでいる。

　狭せまいワンルームだけに、こうなると身の置き所がない。身動きすることすらためらってしまう気まずい沈ちん黙もくに耐えきれなくなった俊が、意味もなく咳せき払ばらいすると、はじかれたように弘樹が顔を上げた。

「なんか飲む？」

「うん」

　俊は、弘樹の言葉に条件反射で頷うなずいていた。

　だが、自分の部へ屋やにいる以上、それぐらいは自分でやるべきだし、なによりも冷蔵庫の中に見られるとやばいものが入っているのを思いだし、慌てて弘樹を止めようとした。が、手て遅おくれだった。

「……なに、これ」

　恨うらむべきは部屋の狭さか。

　止める間もなく冷蔵庫を開けた弘樹が超ちよう不ふ機き嫌げんな声を出す。

「水とビールしか入ってない。酒、やめたんじゃなかったっけ？」

「やめたんじゃねーよ。人前では飲まないって言っただけ」

「………ケチ」

（ケチ？　……なんでだ？）

　考えると怖こわい結論に達しそうだ。俊はそれについて深く追及するのを断念した。

「で、水にするの？」

「………ビール」

　控ひかえめに答えた。

　酒でも飲んで勢いをつけなければ、きっと、この先まともにしゃべれない。

　受け取った缶かんビールをぐぐーっと飲んで、今度こそ話をするぞと、決意も新たに弘樹を見る。

　その途端、ずっと視線をそらし続けていた弘樹と初めて目があった。

「やっぱ、怒おこってる……よな？」

　弘樹の視線と声が微び妙みように揺ゆれている。

（脅おびえてる？）

　まさかねと思いつつ、俊は首を横に振ふった。

「怒ってねーよ。──そりゃ、あのときは怒ってたし、ショックだったけどさ。……色々考えたんだけど、その……確かに教師根性丸出しだったし、おれにも悪いとこあったんだろうなって思うしさ……。

　でも、でもさ、あの……おれ、簡単にかわりを見つけられるような、そんな軽い気持ちでお前と一いつ緒しよにいたんじゃないから……」

　──それだけは信じて欲しい。

　祈いのるような気持ちでそう告げると、弘樹は視線をそらしてうなだれた。

「そんなこと知ってる。信じてるし……。

　あんたが悪いんじゃないんだ。ただ、俺おれがガキなだけで……。あんたがマジで教師やってるってことも、ちゃんとわかってるんだ。でも、不安でどうしようもなくなって、イライラして……。こんなに苦しいんならもうやめちまえってヤケ起こして、……気がついたらあんなこと言っちまってた」

　ホントにごめん！　と弘樹が頭を下げる。

「で、あの……怒ってないんなら、もう一回つき合って欲しいんだけど……。駄だ目め……かな？」

　うつむいたまま俊を見ようともせず、とぎれとぎれに弘樹が言う。

「だめ」

　俊は即そく答とうした。

「え、……だめ？」

　パッと顔を上げた弘樹は、初めてみる表情をしていた。

　酷ひどく脅えた子供のような顔。

　俊を誘さそうように、綺き麗れいな直毛の髪かみが弘樹の頭の動きにあわせて揺れている。

　俊は大好きな髪を頭ごと抱だきしめたい衝しよう動どうをグッと堪こらえた。

「うん、だめ……。なんで不安になんのか、イライラすんのか、ちゃんと教えてくれなきゃだめだ。でないと、また同じこと繰くり返すかもしんないし。おれ、こんなのもうイヤだから」

「そっか。そうだよな……」

　弘樹は再びうなだれ、そのまま黙だまり込んだ。

（よっぽど言いたくねーんだな）

　そんなに言いたくないなら言わなくても良いいと、そう言ってあげるのが、本当の優しさなのかもしれない。

　でも、俊にはどうしても言えなかった。

　不安を抱かかえて揺れ動く恋こい人びとの一挙手一投足を、動じずに受け止めてあげられるほど強くない。一緒になって揺らいでしまうだろう。だから、どうしても聞いておかなければならない。

　まるで根気比べのような長い沈黙の後、

「わかった。白状する……」

　弘樹が詰つめていた息を吐はき出すようにして囁ささやいた。

「最初から全部白状するつもりだったんだ。でも、やっぱ土ど壇たん場ばになると、なかなか…」

「けっこう往生際悪いんだ」

「あきれたか？」

「ううん。どっちかって言うと親近感。おれもそうだし……。でも、ちゃんと話せよ」

「わかった」

　うつむいたままで弘樹が言った。

「……なあ、俺達さ、いくつ歳としが離はなれてるか知ってるか？」

「六歳だろ。それがどーかした？」

「どうかした。──やっぱ、あんたは全然気にしてないんだな」

　酷く気落ちしたような言い方だった。

「あ、そっか！」

　俊はピンときた。

「弘樹、もっと遊びたいんだろ？　高校生だもん。まだまだ外に出て遊びたいよな。おれにつき合ってずっと家に閉じこもってるのに飽あきたんなら遊びにいったって良いーぞ。おれ、それぐらいだったら我が慢まんできるしさ」

「なに素すっ頓とん狂きようなこと言ってんだ？」

「違ちがうのか？」

「全然違う。大体、あんたを引きとめてんのは俺の方だろ？」

「もしかしたら、社交辞令で引きとめただけなのかもって思っちまったんだけど、違ったか？」

「全然違う。マジで側そばにいて欲しいから引きとめてたんだ。……離れてると、あんたがどっかにいっちまうんじゃないかって不安だったからさ」

「……？　わかんねーよ」

「……俺達、六年もズレてんだよ。あんたはとっくの昔に高校卒業して大学も出て、夢だった職業にも就いてるだろ？」

「確かに、そーだけど」

　俊にとっては、どうということもない単なる事実だった。弘樹がなぜそんなことにこだわっているのかさっぱりわからない。

「それに比べて俺はまだ高校生だし、あんたみたいに将来なにになりたいとかって夢もない。

　ずっと側にいて欲しいし、その……あんたのこと守ってやりたいとも思うけど、俺にできることって、飯作ることぐらいしかないだろ？　あの部屋を一歩出たら、俺は無力なただのガキだしさ……。

　離れてる間に、もっとしっかりした他ほかの奴やつの方が良くなって、あんたがどっかいっちゃうんじゃないかとか、年下の、しかも男となんていつまでもつき合っていられないって思うようになるんじゃないかって考えちまって……」

「……さっき、信じてるって言った癖くせに」

「信じてるよ。……両親が別れたときも、俺、親おや父じが俺達をおいて出て行くわけないって、最後まで信じてたんだ。……でも駄目だった。あんたも、親父みたいに、俺をおいていっちまうような気がして、どうしても不安になっちまうんだ。

　──自分でも、どうしようもないんだよ！」

　うつむいたままで弘樹が怒ど鳴なる。

　まるで、自分自身を怒鳴りつけているようにも見えて、我慢しきれなくなった俊はテーブルを回り込んで弘樹の隣となりに移動した。

「ずっと、そんな風に思ってたのか？　おれがどっか行っちまうんじゃないかって……。だから、夏休みが終わってからもお前ん家ちに無理矢理引きとめようとしてた？」

　横から顔を覗のぞき込むと、弘樹はふいっと顔を背けた。

「そうだよ！　最初からずっとだ！　……あんたに気に入って貰もらいたくて、あれこれ世話焼き続けてたし、毎日顔みたいから夕飯理由にして家に呼びつけてたし、帰って欲しくないから、せこい手使ってベッドに引っ張り込んでたんだよ！」

　弘樹はやけくそ気味に叫さけんだ後で、「あきれただろ？」と、前髪の間からチラリと目を覗かせた。

「うん。あきれた」

　俊が素直に頷うなずくと、またしても顔を背ける。

「悪かったね。どーせガキだよ」

「ふてるなよ。……おれは自分の鈍にぶさ加減にあきれただけなんだからさ」

　最初からずっと不安だったというのなら、夏休みの蜜みつ月げつの間もそうだったのだろう。

　恋人の不安感に気づきもせず、さんざん甘あまやかされて幸せ気分に浸ひたりきっていた自分の鈍さに、あきれるのを通り越こして腹がたってくる。

「ごめんな。気づいてやれなくて」

「あんたが謝ることじゃないだろ？　俺おれが勝手に煮に詰つまってただけで、あんたは八つ当たりまでされたんだから……」

「うん、でも、ごめん。──そんな不安がらなくても大だい丈じよう夫ぶだから。もっと自信持てよ。

　おれが好きになったのは、六年後の弘樹じゃなくて、今の弘樹なんだからさ」

「……六年後の俺はいらないっての？」

　弘樹はまたしても前髪の間から拗すねたような視線を投げかけてくる。

　これには、俊もさすがにあきれた。

「へりくつ言ってるなぁって、自分で思わないか？」

「……思うけど……」

　自分でも恥はずかしくなったのか、弘樹は微かすかに赤くなった。

　子供じみた言動に、俊は思わず笑ってしまっていた。

「……弘樹、そーしてると可か愛わいいかも」

「なっ！」

　さらに赤くなって振ふり向いた弘樹の頭を、俊はギュッと抱きしめた。

「大丈夫だよ。六年後のお前には、六年後のおれがいるんだからさ」

「……あんた、ずるいよ。自分は『かわいい』って言われると血相変えて怒おこるくせに」

「あ、弘樹もイヤだった？」

「別に良いいけどさ……。でも、たまには俺も言いたいかな」

「……もしかして、おれに？」

「ああ」

「勘かん弁べんして……」

「なんでそんなに嫌いやなわけ？」

「んー。女の子に間違えられるのが我慢できなかったんだよな。同じ顔がもう一個あるんだから、言いたいならそっちに言えって、子供の頃ころ、良く癇かん癪しやく起こしてたし……」

「同じ顔？」

　俊の腕うでから抜ぬけ出して、弘樹が顔を上げる。

「うん。子供の頃は姉と瓜うり二つだったから」

「へぇ、見てみたいな」

「今はそんなに似てねーよ。人妻で子持ちだし……。たまに電話寄こしては、旦だん那なの愚ぐ痴ちと子供の自慢話ばっかりしてる」

「……なあ、姉弟って、どんな感じなんだ？」

「弘樹一人っ子だもんな。姉弟欲しかったんだ」

「いや、それが、最近知ったんだけど……どうも、いるらしいんだ。……妹が」

　弘樹の口調が妙みようにまどろっこしい。

　俊が問いつめると、弘樹は、存在すら知らなかった妹から突とつ然ぜん誕生日パーティーの招待状が届いた話を酷ひどく嫌そうに話した。

「もしかして、招待状が届いたのって、喧けん嘩かした日？　だから、よけい機き嫌げんが悪かったのか？」

「……」

　弘樹は返事をしなかった。つまり、そういうことなのだろうと俊は思う。

（ホントにおれってにぶい）

　あの日の電話で、弘樹が命令口調で引き止めたときに、いつもと違うと気づくべきだった。

　姑こ息そくな手段を使って引き止めても、あんなことは今まで一度も言わなかったのだから……。

「で、どうすんの？　いくんだろ？」

「……行った方が良いいって口調だな」

「うーん。そうだな。弘樹がこだわんのもわかるけど、妹さんはお前が来ると思って楽しみにしてるかもしれねーじゃないか。すっぽかしたら、かわいそうだ」

「どうだか……」

　弘樹はふてたように顔をそらした。が、俊に髪かみを引っ張られて引き戻もどされる。

「用意して待ってるのに、すっぽかされるのがどんな気持ちか、知らないわけじゃねーだろ？」

「……知ってるけど。誰だれかさんに夕食すっぽかされたし」

　髪を引っ張られてムッとしたのか、弘樹が当てつけのように言う。

　俊も負けずにムッとした。

「おれはちゃんと連れん絡らくしたからな。──わけも言わねーで、いきなり拒きよ絶ぜつするよかマシだろ？」

「……ごめん」

　この反撃に弘樹はあっさりと白旗を揚あげる。

「おれも言い過ぎ」

　俊は、自分から弘樹の腕の中に倒たおれ込んで、胸に頰ほおを擦こすりつけた。

「……でも、ちゃんと行ってやらなきゃ駄だ目めだ。なんにも悪くない小さな女の子を、弘樹が一方的に傷つけるの、おれ、絶対いやだからな」

「わかった。……行くよ」

「約束だぞ」

　抱だきしめ返してくる腕の力が愛いとおしくて、顔を上げてキスをねだる。

「了りよう解かい。……あんた、約束好きだよな」

　弘樹は、苦笑しながら俊の耳元にキスを落とした。

「なんか特別な感じがするからさ。どーでも良い相手とは約束なんてしねーだろ？」

「それもそうか」

　俊の肩かた口ぐちに顔を埋うずめ、弘樹が笑う。

「不安になんのも、そうなのか？」

　くすぐったさに首をすくめながら、俊は囁ささやいた。

「ん？」

「おれを特別だって想おもってくれてるから……、これから先も、ずっと一いつ緒しよにいたいって思ってくれてるから不安になるんだろ？──おれ、信じてて良いいんだよな？」

「そんなこと……思ってもみなかった」

「え？　違ちがうのか？」

　俊は慌あわてて顔を上げた。

「いや、そうじゃなくて！」

　弘樹も慌てて首を振る。

「不安になる理由、今までわかんなかったからさ……」

「弘樹には悪いけど、もしそうなら、おれは嬉しいよ。それって、弘樹が、おれと同じ気持ちだってことだ……し」

　抱きしめる腕の強さがいきなり強くなって、言葉が途と切ぎれた。

「なあ、あんたも？　あんたも、俺とずっと一緒にいたいって思ってる？」

「うん。ずっと……。──なぁ、今度からさ、不安になったら今みたいに確認してくれよ。確認して、おれを喜ばせて」

　約束、と俊が囁いたら、弘樹は何度も何度も頷うなずいた。

「ありがと……」

　俊は、抱きしめあっているだけじゃ物足りなくなって、弘樹の髪を引っ張って自分からキスを仕し掛かけた。が、どうしたことか弘樹は真ま面じ目めに応じようとしない。

「上うわの空……。気になること、まだあるのか？」

　せっかくの気分に水を差された俊は弘樹を軽く睨にらむ。

「いや、そうじゃなくってさ……。これ、まずいって」

　困ったように自分の口元を手で覆おおった弘樹が、まるで俊から逃のがれようとしているかのように身を引く。

「なんで？」

　俊は、弘樹を追って身を乗り出した。

「だから……、やりたくなっちゃうだろうが！」

「いまさらなに言ってんだ」

　俊はキョトンとした。

「あ、そーいうこと言うわけ？──自分のアパートじゃ絶対にやらないって、あんたが言ったんだからな！」

「あ、そっか。……忘れてた」

　俊の部屋は安い賃貸だけあって壁かべが薄うすい。隣となりの部屋の住人にあの声を聞かれるとやばいから、絶対に自分の部屋ではしないと宣言したことがあったのだ。

「それって、酷くねぇ？」

　弘樹が酷く情けなさそうに嘆なげく。

　俊は笑って誤ご魔ま化かしながら、逃にげようとする弘樹の首に抱きつき「今日は特別。な？　やろうよ」とささやきかけた。

「あとで文句言うんじゃねぇの？」

「大だい丈じよう夫ぶだって。おれがやりたいんだから」

　──だから、はやく……。

　急せかす言葉は弘樹の唇くちびるに吸い取られた。







　唇をついばむように吸われ、開いた唇から弘樹の舌が侵しん入にゆうしてくる。さっきの上うわの空なキスとは違う、深く、激しいキスに、俊は夢中になって応じた。

「……ふっ」

　あわさった唇の間から、落ち込んでいたときとは違う、甘あまい、安あん堵どのため息が零こぼれる。

「ベッドに行く？」

　弘樹が、唇に零れた唾だ液えきを舐なめとりながら聞いてくるのに、「ここでいい」と首を振ふった。

　ベッドに移動する時間さえ勿もつ体たいない。

　俊は、もう一度唇を求め、弘樹の服に手を伸のばした。慌ただしく服を脱ぬがせあいながら、そのまま床ゆかに倒れ込む。

「背中いたくないか？」

「へいき」

　キスだけで火ほ照てってしまった身体からだには、むしろひんやりした感かん触しよくが気持ち良いい。

　翌日辛つらいかもしれないが、今はそんなことにかまっていられない。

　弘樹は、俊の身体をいたわって、ゆっくりとコトを進めようとするが、それさえも歯は痒がゆい。

　久しぶりの恋こい人びとの手の感触に、身体中の細胞が飢うえを訴うつたえているようだ。

　すでに形を変え、熱くなっている弘樹を肌はだで感じた俊は、無意識のうちに、それへと手を伸ばしていた。ためらいながらもキュッと握にぎると、手の中で弘樹がドクンと脈打つ。

（今だったら……）

　もっともっと弘樹を感じたいし、もっと弘樹にも感じて欲しいと思うから、いつもは羞しゆう恥ち心しんが先に立ってできないフェラチオも、今だったらできるような気がする。

「しゅん？」

　俊は、いぶかしげに声をかけてくる弘樹には答えずに、ちょっと乱暴な仕草で弘樹の肩を押おし、身体の位置を入れ替かえた。

「なに？　舐めてくれんの？」

　からかうような口調だった。

「イヤだったらやめる」

　俊は、弘樹の顔を見ずにぶっきらぼうに答えた。

　照れ臭くさくて仕方ないから、弘樹と目をあわせることすらできない。

「すげー嬉うれしいけど」

「じゃ、黙だまってろよ」

　熱く脈打つそれを指で支え、おそるおそる根本から舐めあげる。先からにじみ出してくる液を舐めとり、その青臭さに不快感を感じないとわかると、さらに大だい胆たんになった。

　唇と舌をつかって丹たん念ねんに愛あい撫ぶすると、弘樹はさらに大きさを増した。

「うまい…な」

　弘樹は、手を伸ばし俊の頰を両手で包み込む。

　うわずった弘樹の声に、俊も熱くなった。

　フェラチオなんて初めてだったが、散々弘樹に翻ほん弄ろうされまくったおかげで、どこをどうすれば感じるかは知っている。

　唇でくびれをしごきつつ、先せん端たんを舌でちろちろと刺し激げきすると、弘樹はたまらずに呻うめいた。

「酔よっぱらいの時より……マジ、良いよ」

　その言葉に、俊はピタッと動きを止めた。

「それ、どーいう意味？」

　顔を上げ、目を覗のぞき込むと、弘樹はふいっと視線をそらす。

「夏休みに酔っ払ぱらったときのこと？」

「え…。まぁ……その…」

　弘樹はごにょごにょと誤魔化そうとしていたが、やがて諦あきらめたみたいに「俺おれが強制したわけじゃないからな」と白状した。

「そんなこと、言われなくてもわかってるよ」

　正気の時には理性が邪じや魔まをしてできないことを、酔っぱらい状態の自分はやってしまったのだろう。俊は、ふてくされて身体を起こした。

「最後までやってくんないのか」

　残念そうに弘樹が言う。

「もうやってもらったんだろ？　だったら、もうしない」

「……なに怒おこってんだ？」

「怒ってない」

「怒ってるって。……あ、もしかして」

　真顔になった弘樹が顔を寄せてくる。

「──あんた、嫉しつ妬としてんの？」

　図星だった。

「うるさい。……もう今日はやめ。これ以上はなんにもしねーよ」

　自分で自分に嫉妬するなんて、馬鹿らしいし、恥はずかしい。俊は、耳まで赤くなって弘樹の肩かたを押し返した。

「却きやつ下か。ここまで煽あおっといて、そりゃないだろ」

　俊の手首をつかんで引き寄せた弘樹が、さらに耳元で囁ささやく。

「──あんたの中に出さなきゃおさまらないよ」

　低い声に、かっと身体が熱くなる。

「……ばか」

　身体が熱くなるのは羞恥心のせいじゃない。甘い期待のせいだ。チョロいとか思われてるんだろうなと思いつつも、弘樹の言葉一つで、俊はあっさり陥かん落らくした。

「あ……っ」

　弘樹の指に中心をつつーっとなぞられただけで、ゾクゾクと背筋を快感が駆かけ抜ぬけていく。

「ひろ……き」

　俊はたまらなくなって、弘樹の手をつかんで自分から後ろへ導いた。

「今日はずいぶん積極的」

　俺は嬉しいけど、と導かれるままに弘樹の指が侵入してくる。

「……んっ……あぁ」

　内部で指が動くたびに、快感が波のように広がって自然に身体が揺ゆれる。

「すげ……、ヒクヒクしてる」

　いつになく興奮気味な弘樹の声が嬉しい。

　自分と同じように、弘樹も感じているのだと思うと、我が慢まんできなくなった。

　一刻も早く、もっと深いところで弘樹を感じたい。

「ば……か。……も、い…から、はやく」

　肩にしがみつき、自分から足を広げて弘樹を誘さそう。

「ひろきを感じて……いきたい。だから…はや……く」

　急せかす声に煽られるように、弘樹の指が引き抜かれた。失ったモノを惜おしむかのようにすぼまったそこに、弘樹の熱が押し当てられる。

「あ……ああっ！」

　ぐっと侵入してくる熱い固まりに、俊の唇から無意識の悲鳴が零れる。

「いたい？」

「へいき……あっ……だから、もっと」

　痛みは確かにある。だが、深く侵入してくる弘樹の存在感の方が大きい。

　やがて、弘樹が動き出すと、俊はこらえきれずにあっさりと熱を放った。が、身体の熱は収まらず、うちつけられる弘樹の熱を感じて、もっともっとと求め続ける。

「ひろき……。あっ…ひろ……き」

　俊は我を忘れて、無我夢中で弘樹を貪むさぼった。

　いったん萎なえた中心が、深くうがたれるたびに頭をもたげ始める。

　それに気づいた弘樹に、ギュッと握りこまれ、ガクガクと身体が震ふるえた。

「しゅん……いい？　かんじてる？」

「う…ん。い…、あっ！　ひろ……き！」

　揺さぶられるたびに嬌きよう声せいが上がる。

　弘樹が与あたえる刺激に敏びん感かんに反はん応のうする自分の身体が愛いとおしいと、初めて俊は思った。

　高々と足を抱かかえ上げられ、弘樹がいっそう激しく動き出す。

「あ……、ああっ！」

　身体の最さい奥おうに弘樹の放った熱を感じると同時に、俊も熱を放っていた。

　倒たおれ込んでくる熱いからだを抱き留めて、荒あらい息をつきながら、俊は今まで感じたことのない幸せに酔いしれていた。




　　　　☆




（うまくやってるかな？）

　弘樹のマンションで、俊は、一人で留守番をしていた。

　弘樹は、俊が選んであげたプレゼントを手に、妹のバースディパーティーに行っている。

　今日の昼前、最後の最後で渋しぶってなかなか出発しようとしない弘樹を、約束を楯たてにとって脅おどして追い出してから四時間が経たとうとしている。

　弘樹が本当に嫌いやそうな様子だったから、よけい気になって仕方がない。

　キレて途と中ちゆうで帰って来るんじゃないかとか、むっつりと押おし黙だまったまま一言もしゃべらずにいたらどうしようとか、まるで過保護な母親のように、一人で悶もん々もんと心配し続けていた。

　おかげで退たい屈くつだろうと思って持ち込んだ書類は手つかずのまま放置されている。

　こんなことじゃいけない。頭脳労働が駄だ目めなら肉体労働をしようと決意して、モップかけに熱中していた俊の耳に、微かすかな雨音が届いた。

（雨……。弘樹、傘かさ持っていってないよな）

　朝の天気予報では降水確率は十パーセントだったのだ。

　俊はモップを壁かべに立てかけるとマンションを出た。

　いったん自分のアパートに帰って、着き替がえてから駅に向かう。

　駅に着いたのは五時少し前。

　弘樹は六時までには戻もどると言っていたから、姿を見せるまでにはまだ時間がありそうだ。

　俊は、改札近くの柱にもたれ、ぼんやりと行き交う人の流れを見つめていた。

　三十分ぐらいそうしていたが、弘樹はまだ来ない。アパートに戻って着替えている間に、すれ違ちがったのだろうかとちょっと不安になった。

　俊は携けい帯たいでマンションの方に電話を入れ、弘樹の不在を確認した。直接弘樹の携帯に連れん絡らくしなかったのは、予告せずに迎むかえたほうが弘樹が驚おどろくだろうと思ったからだ。

（まだかなぁ……）

　ジッと立っているだけなのに、妙みように疲ひ労ろう感を感じる。早く来ないかなと焦じれるせいで、時間の流れが酷ひどくのろい。駅の時計を見上げため息をついた。

（弘樹もこんなんだったのか）

　すれ違っていた頃ころ、弘樹は俊との約束を守って、毎日ここに迎えにきてくれていた。

　約束を覚えていなかった俊は弘樹に会わないように違う駅を使っていたから、そんな弘樹の行動は徒労に終わったのだが……。

　その話を聞いたとき、少々の罪悪感は感じたものの、ただ純じゆん粋すいに嬉うれしかった。

　だが、現実にここに立って、こうして待っていると、それがどんなに忍にん耐たいのいる行動だったのか身に染みてわかった。

　あのとき、弘樹が一、二時間で待つことをやめてしまっていたら、二人がもう一度触ふれ合うことはなかったはずだ。

　そう思うと、たかが三十分で音ねを上げかけている自分が恥ずかしくなる。

（あの頃は、おれの名前も携帯の番号も知らなかったんだよなぁ）

　きっと凄すごく不安だっただろう。それでも弘樹は待っていてくれた。

　それは今も変わらないのかもしれない。

　学校から直接弘樹のマンションに帰るのが習慣になっているから、改めて考えてみたことがなかったが、今も弘樹は、いつ訪れるのかわからない俊を待っていてくれているのだ。

　訪れる側の時間はよどみなく流れるが、待つ側の時間はそうじゃないのだと、俊はいま初めて知った。

（おれって、自分で思ってるより、ずっと幸せなのかもな）

　勝手にほころんでしまう頰ほおをぺちぺちと叩たたきながら、俊は改札を見つめつづけた。







　弘樹が改札に姿を見せたのは六時少し前。

　時間に遅おくれそうなのを気にしているのか、駅の時計を見上げながら、俊に気づかずに早足に通り過ぎていく。

　俊は、立ち止まろうともせず雨の中に出ていこうとする弘樹に、駅舎の出口ギリギリのところで追いつき、腕うでを伸のばして背後から傘をさしかけた。

「え？……っ！」

　青い空がプリントされた傘で、俊の存在を確信したのだろう。弘樹は嬉しそうな顔ですぐに振ふり向き、そして絶句した。

「驚いた？　とにかく歩こ。こんなトコで立ち止まってると、他ほかの人の邪じや魔まになる」

　してやったりとばかりに微ほほ笑えんで、俊は弘樹の腕を引っ張って歩き出す。

「なに、そのカッコ？」

　驚きから立ち直った弘樹は俊の手から傘を受け取った。

　弘樹が驚くのも無理はない。

　俊はだぶだぶのハーフパンツにライムグリーンのパーカーを着て、オレンジレンズの丸いサングラスまでかけている。

　童顔で若く見られがちなのを気にしていて、普ふ段だんは妙にださい地味な服しか着ないのだ。

　だから、どこからどう見てもちゃらちゃらした高校生にしか見えない服装は、弘樹にかなりのインパクトを与えた。

「似合わねー？」

「いや、すげーかわ、……いや、似合うけど、どういう心境の変化だ？」

「変装。チャンスだと思って」

「チャンスって？」

「この傘さして一いつ緒しよに歩きたかったんだ」

「……乙おと女めチック」

「ほっとけ。──で、どうだった？」

　俊の質問の意味を了りよう解かいした弘樹は、思い出すように視線を浮うかせた。

「ピンク色のブタ」

「いくらなんでも……」

　ムッとしかけた俊を、そうじゃなくて、と弘樹が止める。

「ピンク色の着ぐるみ着てたんだ。母親の手作りで、どうやら猫ねこのつもりだったらしいんだけど、耳が小さすぎてブタにしか見えねぇんだよ。その上、幼児体型でぶくぶくしてるし、鼻は上向いてるしでさ……。一見の価値はあったな」

　妹の話をする弘樹の表情は明るい。初顔合わせは成功だったらしい。

　背中を押すようにして無理矢理送り出した俊としては、肩かたの荷が下りたような気分だ。

「あ、夕食の買い物したいから、この先のデパートの地下に寄ろう」

「弘樹、今、お腹なかすいてるか？」

「全然。子供向けの甘あまい料理に胃もたれ中」

「じゃあさ、買い物はやめて、少し遠回りして帰ろう」

「あんたの夕食は？」

「んー、どっか途中の店にでもはいろっか。弘樹もビールぐらいならつき合うだろ？」

「……なんか、妙に機き嫌げん良くない？　そのカッコのせい？」

　弘樹が胡う散さんくさげな視線を向けてくる。

　いつもだったら、外を一緒に歩くのも嫌がるし、高校生が家の外で堂々と酒を飲むのも嫌がるから無理もないなと、俊は苦笑した。

「服装は関係ねーよ。──あ、そーだ。弘樹、進路の件、どーなった？」

「いきなり、そうきますか」

「いや、だってさ、いきなり気になったんだもん」

「取りあえず、家から通えそうな大学選んで提出しといた。……なにかしたいとか、そーいうビジョン全然ないからさ、間に合わせだけどな」

「うん。良いいんじゃねーの。それで……。──あ、こっちの道にはいろ」

　傘を持つ弘樹の腕を肩で押して、普段は使わない路地に入り、そのままぴったりくっついて歩く。本当は腕を組んで歩きたいところなのだが、さすがにそれははばかられた。

（くっついてねーと肩濡ぬれるし、これぐらいなら良いよな）

　周囲の目を気にして言い訳じみたことを考え、自分自身を納なつ得とくさせようとする自分が、少し歯は痒がゆい。

　でもこれが今の自分だから仕方がないとも思う。無理をしても、傷つくだけだ。

「焦あせったってしょうがねーし、やりたいことが見つかるまで、今できることをきちんとやっておけば、きっとどんな道を選ぶことになっても無駄にはなんねーよ」

「……なんかさ、ほんとに機嫌良くない？　なんか良いことあった？」

　触ふれ合った弘樹の腕に軽く押された。

「ん？　まぁ、いろいろな」

　お前を待っている間に、今の自分の幸せさかげんを実感してたんだよ、なんて言うのは、ちょっと気き恥はずかしいような気がしてはぐらかしたが、「あ、そ」とつまらなそうに応じた弘樹の横顔を見上げたら、気が変わった。

「お前を待っている間、いろんなこと思い出してたんだ。あのさ──」

　俊は、言葉を選びながら、ゆっくりと話し出した。




　どんなに近くにいても、心がすれ違ってしまうことがある。

　二人とも、瞳ひとみを見ただけで相手の気持ちがわかってしまうような恋こいの達人じゃないから、愛いとおしさや不安を伝えるためにも、できるかぎり言葉を惜おしまずにいよう。

　穏おだやかに降り注ぐ雨の音が耳に心地良い。

　雨が降るのも悪くないかなと思う。

　晴れの日ばかりだと、それが当たり前になってしまって、青い空を見上げる喜びを見失ってしまいそうだから……。

　話しながら弘樹の横顔を見上げるたびに、視界に二人のためだけの小さな青い空が広がる。

　完全に日が落ちたら闇やみに紛まぎれて腕を組んでみようか、なんて密ひそかに企たくらみながら、俊はわざと歩調をゆるめた。
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